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第一話　幻象都市ワールド



　ザザッ……ザッ………………ザザザッ…………ザザッザッ────カチッ

　あー！　ネットもねえ、テレビもねえ、そのくせ化け物ァ湧わいて出る！

　おらこんな都ま市ちイヤだ！　おらこんな都ま市ちイヤだ！

　歌ってみても行く場所がないのが一番イヤだ！

　そんな幻象都市ワールドで暮らすおまえらにラジオで情報お届けします、西にし日び女子ゲリララジオ放送部ー。

　街のど真ん中に黒塔がおったって、世界がぶっ壊れちまって早くも二ヶ月、本当なら夏休み真っ最中のこの時期、てめえらいかがお過ごしだ？

　律儀に学校や会社に行ってるあんた、やってらんねえと遊び呆ほうけてるそこのおまえ、街をこんな風に壊しやがった《影男シヤドウマン》を捜してるそこの人！

　ちょいと手を止めて、あたしらのラジオを聴いてくださいなっと。

　オーケーそんじゃ、早速行ってみよう。

　本日のお昼のニュース！

　大事件大事件、何がどうなってんのか未いまだにさっぱりわからねえことで有名な都市外縁部からドラゴンの子どもが迷い込んで来たぜ。おっと、子どもって言ってもドラゴンだ、五メートルとか六メートルとかそんなサイズで火も吹くヤバイ奴やつだ。

　幻象都市ワールドに暮らしてりゃ、変な能力にも目覚めてるだろうしそれなりに戦えるだろうけど気をつけな──って朝のラジオでやったわけだけど。

　どーもこのドラちゃん、退治されちゃったらしいぜ。

　退治したのは我らが西にし日び女子の風紀委員特別戦闘部隊。

　たいしたもんだぜ、幻象都市になる前はみんな普通の女子高生だったのにな。

　で、特戦隊といやー、あれだ、最近西日女子で人気急上昇中、その凜り々りしさで校外にもファン（女ばっかり）を増やしつつある特戦隊隊長の如月きさらぎ早はや香かだ！

　ドラちゃん退治でも大活躍！

　さすがは『西日女子のジャンヌ・ダルク』！　『サムライ風紀委員長』！

　この二つ名ちょっと恥ずかしい気がする……あ、やべ、スタッフめっちゃ睨にらんでる。何だよ、おまえもファンかよ。

　あたしもだよ！

　ってことで、職権乱用上等で風紀委員長の活躍をたっぷり語らせて貰もらっちゃうよ！



　都市外縁部、まだ幻象都市になる前ならば郊外と呼ばれていた場所。今は文字通り何が起きるかわからぬ場所であり、黒塔の都市管理局からも立ち入り禁止指定を受けている。

　風紀委員と竜が対たい峙じしたのは、外縁部と内部の緩衝地帯となっている大型道路だ。

　これもまた幻象都市化前は流通や交通に重要な道だったが、都市より外に出られない今となっては無用の長物である。

　そして、片側四車線の大型道路に威風堂々とそれは存在していた。

　竜──空を翔かける翼、頑強な鱗うろこ、頑健な肉体、強きよう靭じんな力、灼しやく熱ねつの息──ドラゴン。

『ＧＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ！』

　文字通り肌で感じるほどに猛たけ々だけしい咆ほう哮こうは、ほんの二ヶ月も前にはただの女子高生だった風紀委員たちの士気を挫くじくには充分だった。

　総勢で六人ほど集った風紀委員の少女たち、西日女子のセーラー服に『風紀委員』の腕章、彼女らは一様に立ちすくみ子竜の巨きよ躯くを見詰める。

　彼女らは決して無力な少女などではない。幻象都市住人の例に漏れず『原罪刻印』による刻印能力を有し、滅び幻想となった伝説人物逸話の力である『遺産レガシー』も有する。

　事実、彼女らの中には剣や拳けん銃じゆうのような武器を手にしている者もいる。

　それでも、竜の叫びには精神を凍らせる何かがあった。

「大丈夫、問題ない──」

　凜りん、とした声が彼女らの呪じゆ縛ばくを解いた。

　風紀委員が、そして子竜すらも、思わず彼女の方を見た。

　厳密には、彼女たちの方を見た。

　一般風紀委員とは一線を画す精鋭を集めた風紀委員特別戦闘部隊、合計四名。

　四人のうち、先頭に立つのは真まっ直すぐに伸びた青竹を思わせる美しい少女。

　涼やかな瞳ひとみ、ぴんと伸びた背筋、徹底して左右非対称の服装。

『斬心残鬼イン・ブレイド』如月きさらぎ早はや香か。

　左右対称という概念に恨みでもあるかのように、髪は半分だけ長く伸ばして片側だけの三つ編み、右袖そでが長袖で左袖は半袖の服、裾すそは斜めにカットされ脇わき腹ばらが片方だけ覗のぞく。

　スカートも同じく斜めにカットし、ブーツはデザインこそ同じだが左右で色や紐ひもの結び方が違う。

　原型を知らなければ、これが西にし日び女子のセーラー服を改造したものだと判断できる者はいないだろう程に強烈に改造されている。

　そして、右袖には『風紀委員長』の腕章があり、むき出しの左腕にはぐるぐると幾重にも白い包帯を巻きつけている。

「アハハハ、こりゃ結構な大物だね。ボク張り切っちゃおうかなっ！」

　副官のように早香の隣にいるのも、負けず劣らず奇抜な格好をした少女だった。

　シャギーの入ったショートカットの上にシルクハット、裾がぼろぼろの古びたコート、その下には少女趣味なピンクのワンピース。コートの袖についた『風紀委員』の腕章も何かの悪趣味か冗談の一環にしか思えない。

　極め付けに童顔だが可愛かわいらしい顔立ちを、道化師めいた笑みが台無しにしていた。

「美み佳か……何度も言ってるけど、その性格、どうにかして」

「それは無理ってものさおねーちゃん、ボクは戦闘モードに入ると自然とこうなっちゃうんだからね、いやもう、どうしようもないのさ、ないのさっ」

　一グラムの誠意も感じられない口調で言い、彼女は古びたコートの肩をすくめた。

「いいんちょー、妹さんと遊んでないで指示をお願いしますよぅー」

「どうしましょう、足を止めて遠距離から行きますか」

　特戦隊の残り二人、間延びした口調で喋しやべる少女と硬い口調の少女が言う。

　二人とも普通に西日女子の制服を着ているが、先の彼女は頭に四つもリボンをつけており、後の彼女は頬ほおに鋭い斜め傷があった。

　それぞれ、両手持ちのスレッジハンマーと炎色の弓を手にしている。

「ん」

　片側の三つ編みを揺らして頷うなずき、彼女は素早く指示を出した。

「一般風紀委員のみんなは退避して付近を閉鎖、足の速い子は学校に伝令、目の良い子は周囲の警戒、補助能力がある子は私たちにかけて」

　はい！　と、風紀委員たちの声がした。足の速い子──下半身が鹿しかのそれに変じた少女が一気に駆け出し、残りの面々も周辺へ散る。

　一般の風紀委員は五人から八人のチームで活動する。最低構成要因は戦闘員が三名、伝令が一名、補助もしくは治癒役が一名の組み合わせだ。

　レベルの低い脅威や、二ヶ月前例外なく力に目覚めた幻象都市住人の小競り合い程度ならば問題なく対処可能。

　一般風紀委員ではどうにもならないレベルの脅威が出現したならば、早はや香か率いる特戦隊の出番である。今回の子竜は空からの出現であったため学校の観測主が即座に気付き、特戦隊の出動も極めて迅速に行われた。

　子竜の出現は不運だが、対応が間に合ったのは幸運である。

「飛ばれたら困る、美み佳か、足止めをして」

　その涼やかな瞳ひとみで子竜を見据えたまま、早香が言った。

　子竜は、その本能で早香の実力を感じ取っているのか警戒して身構えている。

「足が止まったら、私が切り込む。後はいつも通り」

「オッケー、姉さん」

「はーいですぅ」















「了解しました」

　早はや香かは他ほかの三人の方を見もせず、子竜と睨にらみ合ったまま頷うなずいた。

「じゃあ、始業前に片付けちゃおう」

　返事をするや、彼女らは一気に動き出した。

　真っ先に、美み佳かが古びたコートの裾すそをなびかせて子竜に突っ込んで行く。その体の周囲に濃密な霧をまとわりつかせて、あるいは彼女自身が霧になったみたいに。

　当然、子竜は突っ込んで来る霧に対して何らかの反応を示す──今回は口をあけた、炎の吐息でも浴びせかけるつもりか。

　すかさず、頬傷の少女が炎色の弓を構え、二、三本の矢を放つ。橙だいだい色の矢はスタングレネードのように着弾と同時に閃せん光こうと爆音を撒まき散らす。

『ＧＡ！　ＧＡＡＡＡＡＡ？』

　戸惑ったような声で子竜が鳴き、美佳から意識が逸それる。

　その隙すきを逃さず、美佳は子竜までの距離を詰め足の間を潜くぐって後ろに抜けた。

「名付けて、『氷の錠前ロツクド・アイス』なんてねっ！」

　子竜の足元に霧をまとわりつかせて瞬間的に冷却、子竜の足を地面に縫い付ける。

『ＧＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ！』

「うわっ、危なっ！」

　怒った子竜が体を揺らして尻尾しつぽをぶんと振り回す、背後にいた美佳はぺたんと地面に伏せてそれを回避。子竜を固めた氷がぴしぴしと音を立て罅ひびが入る。

「やっばっ、姉さん。これ長くは持たない感じ！」

　慌てて、美佳が叫ぶ。

「充分──」

　凜りん、と答え、子竜の正面に位置する早香は宣言する。

　彼女の力、忍城の甲か斐い姫、その『遺産レガシー』の名前を呼ぶ。

「『幻象武装コネクト・玉たま鋼がね緋ひ牡ぼ丹たん』」

　柄つかだけの刀を早香の手が掴つかむ。

　斬、一振りで刃が生え、二振りで鞘さやが生まれ、刀となる。

　名刀『浪切』──生まれた刀を左の腰に差し、左の手首で鞘を押さえる。

　右手はその柄にそっと乗せ、如月きさらぎ早香は居合いの構えを取った。

　同時に。

「『斬心残鬼イン・ブレイド』！」

　駆けた。

　左手が淡く水に似た輝きを発し、輝きは腰の刀を包む。

『原罪刻印』──以前は別の意味を持っていた、今はこの幻象都市の住人であるという証明のようなものだ。人によって形が違い、人によって全く違った能力を与える。

　早はや香かの場合は左手にあり、人ひと魂だまのような形をしている。

　刻印の名前は『斬心残鬼イン・ブレイド』、『物』の業を引き出す力だ。

　左手から発する淡い輝きに包まれた刀は、刀としての最大性能を引き出せる。

　早香の疾駆は美み佳かを凌りよう駕がして早く、子竜が足の氷と背後の美佳に気を取られている隙すきに接近、そして、跳躍。

　疾駆の勢いを乗せて斜め上方へと駆け抜けるような跳躍、片側だけの三つ編みが星の尾のようになびき、早香は子竜の頭を越えて翼の付け根の位置へ。

「我流魔剣──『漣さざなみ』」

　鞘さやから放たれた銀の閃せん光こうが、翼を付け根から抉えぐり。

「追の『逆波』」

　刃を引き戻す動作すらなく、次の瞬間、同じ軌跡をなぞって刃が放たれた。

　子竜の翼が一つ、根元より断ち切られて落ちる。早香が子竜の背に着地する。

『ＧＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＵＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ！』

　空を揺さぶるような凄すさまじい絶叫が、周囲に響き渡った。



　──と、風紀委員長の居合いで飛べなくなったドラゴンは、最後にゃスレッジハンマーで頭を叩たたき潰つぶされて哀れ御昇天ってわけさ。

　いやあ、やるねえ特戦隊！

　さすがは『西にし日び女子のジャンヌ・ダルク』！　『サムライ風紀委員長』！　今日も幻象都市を守ってくれてありがとう。

　因ちなみに、ジャンヌダルクとサムライに続く風紀委員長の二つ名は募集中だ。

　何かセンスの良い奴やつを考えてやってくれ。

　そんじゃ、次はもうちょいと時間を巻き戻して昨夜の平和的かつ笑えるニュースだ。

　ストリートバトルフィールド・ナンバースリー暫定チャンピオン『喪失者アウト・オブ・オーダー』守もり部べ京きよう耶やがまたもチャンピオン防衛に成功。

　またか、と思う奴が大半だろうし実際あたしも思ったさ。この暫定チャンピオン、剣一本だけで戦ってるくせに強い強い。勝ちすぎて面白くないってぐらいだ。

　個人的にゃあ、一回同じ剣術使いの如月きさらぎ早香と戦うところが見てみたいが風紀委員長と暫定チャンピオンじゃ接点がなさ過ぎるか。

　そろそろ笑える部分に行こうか、何が笑えるって昨晩の挑戦者が一味違う面白い奴だったのさ。あたしも聞いたときは耳を疑ったね。

　それはこんな奴さ──



「フハハハハハハハハハハ！　小さい、実に小さいな『喪失者アウト・オブ・オーダー』守もり部べ京きよう耶や！　暫定チャンピオンなどと言われるオマエはまさに猿山のボス猿よ！」

　そう、月光に照らされた赤毛の女は、白衣の裾すそを翻し高らかに宣言した。

「この悪の天才科学者レイニーデイズの足元にも及ばない存在である！」

「……そ、そうか」

　若干、というか、思い切り引いた顔で暫定チャンピオン『喪失者アウト・オブ・オーダー』守部京耶は頷うなずいた。

　顔立ちそのものは昔の文学青年のように厳しく、何な故ぜか、片方の眼球が金色に染まっている。服装は黒のシャツに黒のズボンという軽装、首筋から背中にかけてロールシャッハの形をした『喪失者アウト・オブ・オーダー』の原罪刻印が標しるされている。

　京耶は片方だけの黄金瞳ひとみを細めるようにして、レイニーデイズを見上げた。

　確かに、こう目線の高さ的意味では京耶の方が小さい。それは間違いなく正しい。

　京耶だけでなく、観戦するギャラリーも、ついでにこの場所を仕切っているジャッジマシン（両手に紅白の旗をくくりつけた案か山か子しのような自動審判ロボ）も揃そろってレイニーデイズを見上げている。

　ここがストリートバトルフィールド・ナンバースリー、片側三車線、街の大動脈であった大型道路でなければ対戦は難しかっただろう。

　レイニーデイズ──今夜の挑戦者。派手というよりは演出過剰と言うべき女だ。

　月夜の晩にも鮮やかな赤毛を縦に巻き、頭の横にドリルを二つぶら下げているような髪型、大粒の瞳も同じく赤く、バイーンとかボイーンという形容詞が似合う派手な肉体をこれまた派手な赤いボンデージで申し訳程度に覆い隠しその上から白衣を羽織っている。

　間違いなく美女ではあるのだが、あんまりお近づきになりたいとは思えない、そういうタイプの美人である……いや、別の格好をすれば別の印象を与える可能性もあるので断定するべきではなかろう。

　ヒールのついたブーツを履いているが、それを込みでも身長は一メートル六十センチ程度だ。女性としても小柄な背丈がバイーンな肉体とはアンバランスだった。

　というか何歳なのだろう、全く読めない。

　京耶も思わず帰りたくなる強烈なキャラクターだが、ここまではまだ些さ細さいな話だ。

　先程、目線の高さ的意味と前置きした理由は彼女の足元にある。

「フハハハハ！　どうやら我がゴリアテ一号の雄姿に恐れを為なしたようだな。良かろうレイニーデイズは寛大だ、土下座して『参りました』と言うなら許してやるぞ、ん？」

　赤いボンデージに包まれたバイーンとした胸を張り彼女は高笑いを上げる。最後の『ん？』は、白衣の内側から取り出した乗馬鞭むちで地面を指しながらの一言だった。

　そう、ゴリアテ一号である。彼女は、全長十数メートルはあろうかという巨大ロボの頭部に立っていた。これは道路脇わきに建つ五階建てのビルとほぼ同じサイズだ。

「いや……土下座はしない、というかだ」

　京きよう耶やはただでさえ不景気な顔に、頭痛でも堪えているような眉み間けんの皺しわを寄せ指摘する。

「なんだその手足の生えた冷蔵庫は！」

「ちゃうもん！　冷蔵庫やないもん、これゴリアテやもん──こほん！　フハハハハ！　どうやらデザイン上の問題点を指摘するしか出来ないようだな。天才の粗捜しこそが凡人に許された唯一の創造的愉悦だと知ってはいるが、ふっ、惨めなものであるな！」

　一瞬キャラクターがぶれたのは、なかったことにするらしい。

　ばさり、と大おお袈げ裟さに白衣の裾すそを払い彼女は再び高笑いを上げた。

　ついでに、頭の赤いツインドリルとボンデージ越しのバイーンも派手に揺れていた。

　揺れる胸部をしばし睨にらみ、京耶は一つ頷うなずいてこれ以上の追及をやめた。

「そうか」

　しかし、何と言おうとゴリアテは『手足の生えた冷蔵庫』である。

　因ちなみにスピーカーと集音機を頭部に設置しているらしく、十数メートルの高低差があっても会話に不都合はない。凄すごい技術力なのは、多分、間違いないのだろう。

「良かろう『喪失者アウト・オブ・オーダー』よ、レイニーデイズの科学的想像力と『遺産』の労働力が作り上げたゴリアテ一号を前にしても戦意を失わなかったことは褒めてやろう」

「……つまり、おまえはロボを作ろうと思い立っただけか」

「だが、それは更なる絶望への布石に過ぎない。さあ剣を取れ、この悪の天才科学者レイニーデイズの頭脳とゴリアテ一号のパワーが貴様の棒切れ遊びを終わらせてやるのであーる、フハハハハハハハハハハ！」

「なら、お言葉に甘えてそうしよう」

　右手を突き出し、京耶は宣言する。

「『幻象武装コネクト・黄金剣ネームレス』」

　次の瞬間、京耶の右手には無骨な剣が握られていた。

　黄金剣、という名前とは裏腹に輝きはなく、もはや黄土色に近い。

　頑丈そうではあるが華のないこの剣──『遺産レガシー』だけが、今の京耶の武器であった。

　更に言えば鎧よろいも盾もなく、黒シャツに黒ズボンという軽装だ。

　実際には『十五番目の黒騎士エリゴール』という『遺産』も有しているが、こちらは衆目の前では使えない。

『十五番目の黒騎士エリゴール』を発動させた黒騎士の姿こそが、幻象都市化を引き起こしたとされている邪悪なる者──《影男シヤドウマン》の姿だからだ。

　黄金の単眼を輝かせ、黒の全身鎧に身を包み、黒の剣を振るいし皆殺しの《影男シヤドウマン》。

《影男シヤドウマン》が引き起こしたとされる幻象都市化に耐え切れず、人口の二割ほどは死者になった。生き残った住人たちの間で《影男シヤドウマン》とは憎悪の象徴のようなものでしかない。

　完全に京きよう耶やのせいではないが、京耶が元凶であることも間違いない。

「行くぞ」

「フハハハハ、こちらも行くのであるゴリアテよ！」

　二人の言葉を合意と取って、この場を仕切るジャッジマシンも両手の旗を上げた。

　戦闘開始の合図。

　月光の下、黒衣の京耶は朽ちた黄金の剣を手に音も無く駆ける。

　レイニーデイズは赤毛のツインドリルとバイーンな胸と白衣自体を大きく揺らし、オーケストラの指揮をするように乗馬鞭むちを振るった。

「鉄てつ槌つい振るい、破壊せよ！」

　ギギギギガガガ──と音をさせ、手足が生えた冷蔵庫というデザインとは裏腹に驚くべき速度でゴリアテ一号は鉄槌の如ごとき腕を振り下ろした。

　速いだけでなく狙ねらいも正確、京耶の速度とタイミングを読んだ見事な一撃。

　ズガンッ！　とアスファルトを大きく砕き黒い夜に灰色の土煙を巻き上げる。

　ギャラリーも思わずどよめきの声を上げ、ジャッジマシンの目が赤く点滅した。

「フハハハハ、他愛ないな！」

　バイーンバイーンとボンデージで飾った胸を揺らし勝ち誇るレイニーデイズが、不意に瞳ひとみを見開き驚きよう愕がくの声を上げた。

「な、なんやあれ──むう、何事であるか！」

　ぶおぉぉぉぉおおとむせび泣くような不気味な音と共に、黒い何かがゴリアテ一号の腕を駆け上がってくる。

　不気味な音は風を斬きる音、黒い何かは黒衣の京耶。

　黄金瞳に夜空の月を映し、腕を駆け上がると同時に足場を蹴けって跳躍する。

　戦闘開始から、時間にして一分程度だろうか。

　レイニーデイズは京耶の黄金剣ネームレスで殴られ、意識を失った。

　あまりに早く、鮮やかな決着に、ギャラリーは声を出すことも忘れ。

　ただ案か山か子しめいたジャッジマシンが京耶の勝利を示して白い旗を上げた。



　──『喪失者アウト・オブ・オーダー』守もり部べ京耶。幻象都市化から二ヶ月間ずっとストリートバトルフィールド・ナンバースリーで暫定チャンピオンやってるのも伊だ達てじゃないってことだね。

　しかし人狼だの魔剣だの、魔法に超能力に古今東西の有名人が跋ばつ扈こする幻象都市で剣一本で勝ち抜いてるんだから信じられねーぜ。しかも噂うわさじゃ刻印能力も使ってねーと──



　ブチッ──京耶はラジオの電源を落とした。

　そのまま日ひ雁かり高校の屋上に敷いたピクニックシートの上でごろりと横になり空を見上げる。八月だが陽光は柔らかく動き回らなければ汗をかくこともない。屋上にはそよそよと涼しい風が吹いており、ブレザーのネクタイを軽く揺らしていた。

　どうやら幻象都市では気候がコントロールされているらしく、非常に過ごしやすい。例年はやかましい蝉せみ時雨も控えめで、ある種の風ふ情ぜいとして楽しめる程度の音量だった。

　時刻は丁度正午を回った頃ころ、本来は昼休憩だが、今ではもう事実上の放課後だ。

　それを言うなら、八月のこの時期はそもそも夏休み。

　実際のところ、何もかもが変わってしまった幻象都市で今まで通りの学園生活を送れるはずもないのだ。教師と生徒の半分はもう学校に来もしない、無論、理由はそれぞれにあろうがそこまでは京きよう耶やの知るところではない。

　おかげで授業は正午前まで、クラスも再編成、消滅してしまった科目もある。西にし日び女子がいち早く集団としてまとまり周囲から『新入生』まで受け入れている現状と比べれば衰退も著しい。

　要するに、日ひ雁かり高校に残っているのは幻象都市化に上う手まく対応できず何となく今までの日常を維持しようとする──『普通の人々』だ。

　皮肉にも、京耶にとっては最上のカモフラージュだった。《影男シヤドウマン》を積極的に捜しているようなタイプはもう学校を出て行った。

「やあ京耶よ。何か面白いものでも見えるのかい」

　不意に、覗のぞき込む顔があった。

「……バロックか」

『歪ゆがみ』という意味の名前を持つ少女が京耶の胴体をまたぐようにして立っている。いつの間に屋上に入ってきたのか気付かなかった。空を見上げてぼんやりしていたせいか。

「うむっ、バロックさんだぞ」

　何がおかしいのか、赤い瞳ひとみに悪戯いたずらっぽい輝きを宿して彼女はくすくすと笑う。

　緩いウェーブのかかった銀髪はリボンでツーテールの形に結ばれ、笑い声と一緒にふわふわと揺れ陽光を反射してキラキラと輝いていた。

　同い年とは思えないほどに小柄な体とぴっこり薄い胸を包むのは瞳の色に合わせたような赤いブレザー、袖そでには『私は京耶の嫁』とデカデカ書いた腕章をはめている。

　今は制服に隠れて見えないが、仄ほのかな胸と胸の間には罅ひび割れたハートの形をした『銀の追憶リグレツト』の刻印がある。

　スカートは短めで、背丈に比して長くすらりと伸びた脚にはガーターベルト吊づりのニーソックスをはいていた。

　ふわりと、またそよ風が吹く。

「……ピンクか」

　真面目まじめな顔をして呟つぶやいた、瞬間、顔面を踏まれた。

　小さな革靴を掴つかむようにして、顔面の足を横にどけ京きよう耶やは苦情を言う。

「何をする」

「うるさいぞ、このムッツリ京耶め」

　薄い胸の前で腕組みをして、ふん、と彼女は鼻を鳴らした。

　あんな短いスカートで、寝転んでいる人間をまたぐ奴やつが悪い──とは、さすがの京耶も言えず素直に『悪かった』と謝罪した。

　別にバロックも本気で怒っていたわけでもなく、あっさりと許す。

「よろしい、それではキミも起き上がりたまえ。昼食にしようじゃないか」

　ひょいと、銀の髪を揺らしてバロックが横にどく。京耶が上体を起こす。

　ピクニックシートの上に、四人分の弁当箱が置かれていた。

　京耶とバロックがそれぞれに二人分を食べるわけではなく。

「あら、もう来ていたのね」

　静けさを湛たたえた声がした。そちらを向くと、屋上のドアをくぐる少女がいた。

「なに、私もさっき来たところさ瑠る璃り子こ」

「デートの待ち合わせみたいな台詞せりふね」

　楠くすの木き瑠璃子──彼女は白いリボンでまとめた長い黒髪をかき上げ、声と同じような静かさでこちらへ歩いて来る。















　彼女は名前と同じ鮮やかな瑠る璃り色の瞳ひとみと魅惑的に膨らんだ赤い唇をしている。バロックが西洋人形的な雰囲気を醸すのに対し、瑠る璃り子こは日本人形的な顔立ちをしていた。

　彼女の刻印は『朧おぼろ』、朧の漢字を崩したような形状で脇わき腹ばらに標しるされている。

　着ているのは同じく日ひ雁かり高校の制服である白いセーラー服（女子制服はセーラー服とブレザーの二タイプ、カラーバリエーションも用意されている）。

　瑠璃子の身長は女子としては高く、肢体はモデルのようにすらりと伸びている。おまけに、その胸部は豊かな果実の如くにたゆゆんたゆゆんと。

　白いセーラー服越しに、軽く揺れている。

「──！」

　京きよう耶やの眉み間けんに深い皺しわが寄る。昨夜のレイニーデイズも凄すごかったが、果たして瑠璃子と比べてどうなのだろうか。感覚的にはレイニーデイズが上、しかしレイニーデイズは赤いボンデージ姿で瑠璃子は白いセーラー服越しだ。

　正確に比べるのは難しい、これは慎重な観察が──

「何を見てるのよ、このムッツリぼっち」

　いつの間にか、胸がすぐ傍そばにあった。訂正、瑠璃子が眼前に来ていた。

　声は冷たく、瑠璃色の瞳はもっと冷たい。

「どーしようもない奴やつだ、このムッツリぼっちめ」

　バロックの赤い瞳すらも、氷のように冷たかった。

「て、哲学的問題について考えていただけだ」

「ほう、それはそれは」

「あらそう」

　彼女たちは丸きり信用していない声で言い、ピクニックシートの上に腰を下ろす。

　バロックは両足を軽く広げてぺたんと座るいわゆる女の子座りを。瑠璃子はスカートを膝ひざの間に折り畳んで綺き麗れいな正座を。

　ついでに言えば、京耶はあぐらをかいている。

　これで三人、弁当箱は四つ。最後の一人もすぐにやって来た。

「どうもー、お待たせしました瑠璃子センパイにバロック先輩にクソ野郎！」

　子猫のように愛らしい顔立ちと実に元気の良い声で、さらりと毒を吐き、両手に四人分の飲み物を抱えた彼女はぱたぱたと小走りに駆けて来る。

　ツーテールにまとめたふわりとした金髪が風になびく姿は本当に子猫の尻尾しつぽのようだ。

　瑠璃子と同じ白い制服を着ており、背丈はバロックと同じ程度、しかし胸の大きさはちょっぴり彼女の方が上である。

　ピクニックシートへの座り方もバロックと同じようにぺたんとした女の子座りだ。

　名前は天あま野の彩あや乃の。彼女の刻印がどんなものであるか京耶は知らない。

　軽く身を乗り出すようにして、彩あや乃のは買って来た飲み物を配る。

「はい、瑠る璃り子こセンパイの珈こー琲ひーです」

「ありがとう」

「わたしも同じ珈琲にしちゃいました」

「そう」

「どうぞバロック先輩、ご所望のプリンシェイクです」

「うむっ！　やはり食事にはこれだな」

　プリンシェイクとは、名前そのまんまの飲料であり大変甘い。これが食事に合うと思っているのは世界中で彼女だけであろう。むしろデザートである。

　最後の京きよう耶やにも、彼女はにこにこと微笑ほほえみながら飲み物の缶を置いた。

「クソ野郎先輩もどうぞ」

「……ありがとう」

　缶のラベルを見て、クソ野郎こと京耶は露骨に顔をしかめた。

「それにしても変わってますねえ。青汁が好きだなんて」

　好きではない、というかそんなものを頼んだ覚えはない。京耶は眉み間けんの皺しわに人差し指を当て、無理矢理笑顔のようなものを作った。

「ありがとう、可愛かわいい後輩。さっさと中学校に帰りやがれこの似え非せ高校生が」

「やーですよ。大体、私はちゃんと日ひ雁かり高校の二年生です。転入してきましたからねー、ちゃんと書類も提出済みですよー」

「どうしてこの学校の事務は年齢が合わない書類を受け入れたんだろうな」

「それはもう、瑠璃子センパイと同じ学校同じクラスで勉強するためにいっぱい日本銀行券を積み上げましたから！」

　ふふん、と勝ち誇るように彩乃は薄い胸を張った。

　京耶は笑顔を引っ込めぎりりと奥歯を噛かんで凶暴な表情を浮かべた。

　実際のところ、本来なら中学三年生の彩乃が高校二年生をやれているのは学校側の無気力が理由だ。生徒も教師も授業も半減し、ありとあらゆるものが大雑把になっている。クラスの再編成も適当に行われ、クラス間の移籍は野放し状態、教師がいきなり授業をさぼったり化学教師が現代国語の授業を始めたりだ。

　因ちなみに、京耶、バロック、瑠璃子、彩乃は同じクラスである。

「彩乃、いい加減になさいな」

「はーい、瑠璃子センパイ」

「くくっ、キミたちは仲が良いなあ」

「よくねえよ」

「そうですよ。こんな野獣と仲良しなんて冗談じゃないです」

「だから、いい加減になさい。お昼ごはんにするわよ」

　また始まりかけた二人の舌戦を遮り、瑠る璃り子こがしゃらりと長い黒髪をかきあげる。

「では、そうしようか」

　バロックも弁当箱をそれぞれに配った。彼らは誰だれからともなく両手を合わせ。

「いただきます」

　と唱和し昼食を始める。

　バロック作の弁当は俵型に握ったおにぎりに、卵焼きにたこさんウインナー、ポテトサラダにミニトマト等々、極めてオーソドックスなメニューだ。

「わあ、ピクニックとかに持って行きたくなるお弁当ですね」

「ちゃんと、林りん檎ごもウサギ形だな」

　彩あや乃のの言葉に頷うなずきながら京きよう耶やも言う。

「あら美お味いしい。貴方あなただんだん料理が上手になるわね」

「うむっ。まあ毎日作っていれば当然だな」

「瑠璃子センパイ、はい、あーん」

「しないわよ」

「京耶よ、ほら、あーんするが良い」

「……あーん」

「なんと！　センパイセンパイ！　わたしたちも負けてられませんよ。だから、あーんです！　いえもういっそ口移しで！」

「やめなさい」

「きゃうっ、うー、チョップまでしなくて良いじゃないですか。センパイの意地悪ー、あの熱く愛し合った夜のことを忘れちゃったんですか」

「ないわよそんな夜！」

「瑠璃子よ……私は友人としてキミの幸せを祝福するぞ。彩乃と、幸せにな」

「今まで見たこともないような笑顔で何を言ってるのよ！」

　賑にぎやかで、楽しい、実に悪くない昼食だ。

　京耶はふと、目線を市街の方に向けた。

　幻象都市化と共に出現した、天を突くほど高い黒塔が何も変わらず聳そびえ立っていた。幻象都市のどこにいても見えるほど高き黒塔は既に背景として日常に溶け込みつつある。

　半ば本能的に理解している、彼女はきっとそこにいる。

　真に幻象都市化を引き起こした存在──『因果律の死神』、『名もなき暗黒タブラ・ラサ』にして『原初の混沌に還すモノバロツク・ブデイスト』、意思を持つケイオス。

　キョウコと呼ばれる少女の形をした、黒き『泥』の女王。

　幻象都市化から約二ヶ月が過ぎた。

　未いまだに、彼女の姿を見たことがない。



　幻象都市化から約二ヶ月が過ぎた。

　未だに、幻象都市からの脱出方法は見つからない。



　時間だけが過ぎて行く。昨日も、今日も、ひょっとしたら明日すらも……

　京きよう耶やはネガティブな思考を打ち切るように、おにぎりを一つ口に運んだ。

　体に馴な染じんだバロックの味付けが、舌に心地良い。



　午後からは、仕事の時間だ。










第二話　探偵もどきの鉄金捜し



　仕事、である。

　昼食を食べた京耶たちは学校から許可を貰もらい借りた空き教室──『守もり部べ探偵事務所』であてもなく依頼人を待っていた。

　授業は午前中で終わるため、空いてしまった午後の時間を潰つぶすため趣味と実益を兼ねての開業である。所長は京耶、バロックは助手で、瑠る璃り子こは秘書、彩あや乃のは秘書の秘書という適当な役割分担がされている。

　それらしく見えるよう奥の窓際にでんと大きな机を置き、教室の中央には応接セットを用意したがそもそも壁の片側には黒板が掛かっているし、逆側の壁には使わない机と椅い子すが積んである。おまけに全員制服姿のまま、京耶は奥の机に、バロックと瑠璃子の二人は応接セットに座っている。

　この適当さから察しもつこうが、実は探偵と呼べるほど訓練は積んでおらず精々が探偵の真ま似ね事ごと、探偵もどきだ。

　そんな探偵もどきにどの程度依頼があるかと言われれば……

「どうだい京きよう耶や、退屈しのぎに賭かけでもしないか。果たして、今日は十日ぶりの依頼人が来るかどうかだ」

「しない」

「阿あ呆ほなことをやってるわね」

　因ちなみに、彩あや乃のは昼食後個人的な用事があるとのことで外出中だ。

「ふむ、残念だな。キミが勝てば今夜はメイド服を着てあげるつもりだったのに」

「俺は『依頼人が来ない』に賭けるぞバロック！」

「阿呆な男がいるわ！」

「グッド！　本気で勝ちに来たな京耶よ。ならば私は『依頼人が来る』に賭けよう」

「阿呆な女もいたわね……好きなの、メイド服」

「うむっ、『私の』メイド姿が大変好みのようだぞ」

「へえ……そう」

　瑠る璃り色の瞳ひとみを絶対零度まで落とし、京耶を睨にらんだ。

　バロックは無意味に勝ち誇るように薄い胸を張り、口元には薄い笑みを浮かべている。

　気候をコントロールされた幻象都市の室内で、京耶のこめかみに汗が一筋流れた。

「なら私も『依頼人が来る』に賭けるわ。私のメイド姿を」

「なにぃ！」

　思わず、京耶は席を立ち上がって叫んだ。

「ほう…瑠る璃り子こよ、私に張り合うつもりかい」

「あら？　私も退屈しのぎの賭けに参加しただけよ。いけなくて？」

　睨むバロック。瑠璃子はさり気なく、バロックでは足元にも及ばない豊かな胸を強調するように腕組みをしてくすりと微笑ほほえんだ。

「ぐぬぬぬぬ」

「ふふんっ」

　赤い瞳に諸もろ々もろの感情を込めバロックは悔しげに睨む、今度は胸の方を。

　瑠璃子は涼しい顔をして長い黒髪をかき上げた。

　瞬間、派手な音を立ててドアが開いた。

　派手な女が姿を見せた。

　何を貫くんですかと問いたくなるような赤毛のツインドリルヘア、白衣の下には真っ赤なボンデージを着用しバイーンという擬音が相応ふさわしい胸部を包んでいる。

　足元には随分とヒールの高い、やはり真っ赤なブーツを履いていた。

　先日は遠すぎてわからなかったが、瞳の中に歯車のような模様がある。

　そう、彼女こそが。

「フハハハハハハハハ──悪の天才科学者レイニーデイズ、参上である！」

　帰ってください。反射的に出かけた言葉を京きよう耶やは頑張って呑のみ込んだ。

　代わりに瑠る璃り子こが言った。

「あら、照てる代よじゃない」

「みぎゃああああああ、くくくくくくく楠くすの木きさん、なんでこないなところに」

「どうしてって？　私はここの秘書よ」

「な、なんやのそれ聞いてないぃ」

「私も驚いたわ、貴方あなたって自分の部屋が大好きで全く外に出なかったじゃない」

「や、やめ」

「それにジャージ以外の格好は初めてみたけれど、大胆なセンスをしてたのね」

「やめてぇ、うちの過去をばらさんといてぇ」

「ところで、悪の天才科学者レイニーデイズって何？」

「…………ええやん別に、カッコいい名前つけても。別に照代が嫌いじゃないんやで、おとんとおかんがつけてくれた名前やし。でもうちかてな……」

　部屋の隅で体育座りして、何かぶつぶつ言い出した。

　京耶は眉み間けんに寄せた皺しわに人差し指をあて、静かに首を振る。バロックはただ気の毒そうに何と言えば良いのかわからぬ哀かなしげな顔をしていた。

　瑠璃子だけが、少し不思議そうに小首を傾かしげる。















　誰だれも何も言えない、文字通りの静寂がしばし事務所と言う名の空き教室を満たした。

　やがてすくりと照てる代よ、もといレイニーデイズは立ち上がり白衣の裾すそを翻し事務所を出て行った。からからと哀かなしいほどに弱い音を立ててドアが閉まった。

　そのドアを見詰めたまま、京きよう耶やは問う。

「知り合いか、瑠る璃り子こ」

「ええ、元『十席』の一人よ」

『十席』、今はなきセフィロト社＝《生命の樹セフイロト》結社で働いていたエージェントたち。

　幻象都市化に伴いセフィロト社自体が消滅してしまった。

「そうか」

　京耶が頷うなずき、約二分後。

　ガラン！　ズカズカ、早足で派手な女が入って来た。

「フハハハハハハハハ──悪の天才科学者レイニーデイズ、参上である！」

　どうやら、さっきのは無かったことにするつもりらしい。

　今度は瑠璃子も入ってくるなりミサイルを撃ち込むような真ま似ねはしなかった。

「ふんっ、ストリートバトルフィールド・ナンバースリーの暫定チャンピオンがやっているからどんな事務所かと思えば、随分とちんけなものである！　このレイニーデイズの来訪に感謝しても構わないぞ」

「ようこそ、守もり部べ探偵事務所に──昨夜以来だな」

　瞬時に、彼女をからかう手段を十種類ほど（基本は照代連呼）思いついたが我慢する。

「レイニーデイズ」

　名前を呼ばれた照代ことレイニーデイズは一瞬だけ構ってもらえた犬のように嬉うれしそうな笑顔を浮かべた。

「フハハハハ、まったく昨夜以来であるぞ『喪失者アウト・オブ・オーダー』守部京耶！」

　バイーンな胸を張りまた一笑い。

　ぽよん、と胸を揺らしつつ白衣の内側から取り出した乗馬鞭むちで京耶を指した。

「このレイニーデイズが、オマエに仕事の依頼をしてやるのである。感謝せよ」

「わかった、話を聞こう。座ってくれ」

　レイニーデイズの演出過多な態度はあえて気にしないように努力し、京耶は応接セットのソファーを勧めた。

　バロックは自称助手らしく席を立ち、買い置きしていたアイスコーヒーをグラスに注ぎテーブルに置く。そのまま京耶の隣に立つ。

　自称秘書の瑠璃子もまた京耶にソファーを譲り、自分は傍らに控える。

　京耶は両側を挟むように立つバロックと瑠璃子に居心地の悪そうな視線を向けたが、すぐにレイニーデイズの方へ向き直った。

「そうだ話を聞く前に紹介しておこう……と言っても瑠る璃り子こは知ってるんだったな。こっちはバロックだ。一応、俺の助手ということになっている」

「はじめまして、助手にして嫁のバロックだ」

　袖そでにつけた『京きよう耶やの嫁』腕章を見せ付けるようにして、バロックは言った。

「フハハハハ、よろしく助手クン。私は悪の天才科学者レイニーデイズだ」

　挨あい拶さつ代わりにまたも高笑い、レイニーデイズはアイスコーヒーを一口飲み、シロップを探すように軽くテーブルの上を眺めて諦あきらめた。

　歯車模様の瞳ひとみでバロック、瑠璃子、最後に京耶を見て『この三人って本当はどういう関係なんやろうか？』と聞くように小さく首を傾かしげた。

　結局それは聞かず、またレイニーデイズ的な調子で話し出す。

「依頼の話をする前に、レイニーデイズは一つ聞きたいのであるが。どうして探偵事務所なのだ？　暫定チャンピオンになれるほどの腕の持ち主であるし、西にし日び女子はともかく他ほかの自警団なり黒塔の管理局なり引く手は数多であろう」

　もっともな疑問だ、と京耶は頷うなずいた。

「詳しい事情は言えないが、俺には俺の捜し物があるんだ。それは西日女子でも他の自警団でも、黒塔の管理局でも見つけられそうにない」

　その答えに満足したように、レイニーデイズは唇を吊つり上げにやりと笑った。

「なるほど、噂通りのようであるな。バトルフィールド・ナンバースリー暫定チャンピオン『喪失者アウト・オブ・オーダー』守もり部べ京耶。難易度が高い事件を、特戦隊や管理局ですら手におえない事件を好んで引き受ける奇妙な男」

「ほう、俺も有名になったもんだな」

　軽口を叩たたきながら、内心でこの依頼は当たりかもしれないと期待を抱いた。本来なら目立つべきではない京耶が、ストリートで戦い暫定チャンピオンをやっている理由は概おおむね二つだ。一つは単純に修練の為ため、一つはレイニーデイズが聞いたような評判を広めるためだ。

　やって来る事件は奇妙であるほど、難易度が高いほど、危険が予測されるほど良い。

「レイニーデイズの依頼は『遺産レガシー』──『ニコラ・テスラの鉄金螺ら旋せん』の獲得である」

「ふむ、ひょっとしてそれはテスラコイルのことかい？」

「フハハハハ、そちらの助手は知っているようであるな。その通り、あの狂科学者ニコラ・テスラが作り上げた、あのテスラコイルだ」

「何か随分と物騒な単語が出てきたわね」

「答えたくなければ構わんが、それは何のために必要なんだ？」

「フハハハハハ！　安心せよレイニーデイズに隠すことなど何一つないのである。むしろ、我が天才的知性が到達する次なる境地を独り占めなどけち臭いことはせぬ！」

　語っているうちに興奮してきたのか、ばんっ、とテーブルを叩くように彼女は立ち上がった。赤いツインドリルが、白衣の裾すそが、バインバインな胸が大きく揺れた。

「『空間歪曲装置テスラデイストーシヨンシステム』──平たく言えば、この幻象都市から現実世界まで貫通する『穴』を開く装置の開発に、空間を歪ゆがめる鉄金螺ら旋せんの力が必要なのである。これを我が科学力をもって増幅制御すれば幻象都市と現実世界に行ったり来たりが楽勝という素晴らしい装置であ────る！」

　京きよう耶やたちは思わず感嘆の声を漏らした。事実だとすれば、大した発明だ。

　幻象都市からの脱出方法、それは京耶たちが探していたものだ。

　手がかりもなく探し回るよりは『待つ』ことを決め、探偵事務所を開き、暫定チャンピオンとして名前を売り、既に二ヶ月。

　遂ついに、チャンスがやって来た。

　彼女の発明が、彼女の宣言通りに機能すれば良し、失敗しても次の手掛かりにはなる。

　京耶は左右の二人を見た、バロックと瑠る璃り子こは銀と黒の長い髪を揺らし軽く頷うなずく。

「素晴らしい装置だ。『ニコラ・テスラの鉄金螺旋』捜しに是非とも協力させてくれ。ただし頼みがある、装置が完成したら俺たちにも使わせて欲しい」

「フハハハハ、無論である。レイニーデイズは空間歪曲装置テスラデイストーシヨンシステムを独り占めするつもりはない、最終的には誰だれもが自由に幻象都市へ出入り可能にするつもりであるが、まずは優先的に装置を使用する権利を報酬として提供しようではないか」

　更に詳細な説明をレイニーデイズが始める。

「実のところ、どこにあるのかはわかっているのである」

「ほう」

　いつの間にか、助手のバロックと秘書の瑠璃子も京耶を挟み込むように座っていた。

　狭い、近い、肩と肩が触れ、時折、長い銀と黒の髪が擦れる。

　淡い花に似た香りは、彼女たちからするものだろうか。

　気を散らさぬように、京耶はレイニーデイズをじっと見ている。

　彼女は言った。

「都市外縁部──『死者の館エリユードニル』」

「また不吉な名前をした場所だ……待て、都市外縁部だと」

　思わず京耶が口を挟んだ。都市外縁部は文字通り何が起こるかわからない場所だ。運が良ければ何も起こらないが、大概は巨人だのミイラだの奇き天て烈れつで強烈な化け物に遭遇する都市最大の危険地帯。

　しかも都市外縁部は常に変化する。今日はアスファルトの道路だった場所が、明日は蔦つたの生い茂る原生林になっていることすらある。都市管理局からも正式に『立ち入り禁止』の通達が出ているほどだ。

　バロック曰いわく『空間が完全に捩よじれている』そうである。実際、京耶たちも数度探索したがその度に地形が変わり地図を作ることすら出来ず断念した。

「それはわかってないのと同じだ。あそこは」

「無論、レイニーデイズは都市外縁部がどんな場所か知っているのである。とは言ってもレイニーデイズ自身が直接歩いたわけではない、レイニーデイズは天才科学者であって天才戦闘者ではないからだ。紹介しよう──」

　すくり、赤いドリルヘアと豊かな胸を揺らして彼女が立ち上がる。

　白衣のポケットを、軽く掌で叩たたく。

「レイニーデイズが『遺産レガシー』、『七つの黒き槌セブン・ドウエルグ』だ」

　ぴょこぴょこぴょこぴょこぴょこぴょこぴょこ。

「どうもー」「ちわー」「ちー」「はいなー」「まいどー」「おやびーん」「うなー」

　……十センチもなさそうな、ぬいぐるみ風の小人妖精が七匹顔を出した。

　海賊の下っ端風に頭にバンダナをつけて縞しま模様のシャツを着ている。

「先日のゴリアテ一号をレイニーデイズと共に作成した我が七匹の下僕たちだ」

「うそだー、おやびん、なにもしない、ぜんぶ、おいらたちやったー」

「やったー」「やったー」「やったー」「やったー」「やたー」「ばんじゃーい」

　余計なことを言った妖精を、レイニーデイズがぐいとポケットの奥に押し込む。

「こほん！　我が下僕たちが都市外縁部を探索した結果、鉄金螺ら旋せんは『死者の館エリユードニル』にあることが判明した。後は持ち主に交渉するなり腕力にものを言わせるなりして奪い取るだけである！　フハハハハハ、さすがは悪の天才科学者レイニーデイズ、見事な采さい配はいである」

　要するに本人は何もしていないということだが、それでも自慢そうにバイーンとボンデージに包まれた胸を張り一笑い。ソファーに座りなおした。

「ちょっと良いかしら照てる代よ」

「レイニーデイズやもん！」

「ああ、ごめんなさいねレイニーデイズ。そもそも、都市外縁部は空間が安定していないことは知っているの？　毎回地形が変わるから地図は作れないし、その『死者の館エリユードニル』？　が前回と同じ場所にあるとも限らないのよ」

　しゃらりと黒髪をかき上げ、足を組みなおし、瑠る璃り子こが問う。

　レイニーデイズは歯車模様の瞳ひとみを見開いて、ポケットを広げて中の妖精に話しかけた。

「……マジなん？」

「まじー」「でも、だいじょーぶ」「ぼくたち」「わたしたち」「ふしぎなちからで」「あんない」「できるでごぜますよー」

　一転、レイニーデイズは自信に満ちた顔を京きよう耶やたちに向ける。

「フハハハハ、無論そのようなことはご存知である。しかし我が下僕たちにかかれば空間が歪ゆがんでいようが何だろうが『死者の館エリユードニル』に到達するのもお茶の子さいさいである！」

「そうか……」

　色々とツッコミどころ満載なのを我慢し、京きよう耶やは頷うなずく。依頼人でなければ、『空間歪曲装置テスラデイストーシヨンシステム』が報酬でなければ、お帰り願いたい感じだ。

　端的に言えば、駄目っ娘この匂においがする。

「私からも良いかい」

　バロックはふわりと銀の髪をかき上げ、瑠る璃り子こと同じように足を組みかえる。

「目的地の『死者の館エリユードニル』だが、何かわかっていることはあるのかい？」

「ああ、それは俺も気になっていたな。名前からして穏便な場所じゃなさそうだが」

「フハハハハハ、無論であるぞ、このレイニーデイズが知らぬことはない。恐らくは『ヘル』のことであろうな」

「『地獄ヘル』の館やかたということか？」

「フハハハハ、愚かな『喪失者アウト・オブ・オーダー』め！　ＨＥＬＬでない、ＨＥＬである！」

「ああ思い出したぞ京耶、北欧神話における冥めい界かい──氷と暗黒の荒野ニヴルヘイムを統治する女王がヘル、彼女の住まう館が『死者の館エリユードニル』だ」

「やるではないか助手クンよ。まさにそのヘルである。悪神ロキの娘にして、神喰くいフェンリルと神殺しヨルムンガルドの妹。体の半分は生き、半分は死んでいる由緒正しき化け物であるな！」

　やたらと嬉うれしげに……いや、恐らく本当に嬉しいのだろう。バロックと知識の領域が被かぶっていて話が合うから。

　ふと、京耶は『レイニーデイズって友だちがいなさそうだな』と思い、今まで感じていた鬱うつ陶とうしさが何ともいえない優しい気持ちに変わっていくのがわかった。

　因ちなみに京耶も友だちはいない。

　そしてバロックは、何かを読み上げるような口調で『死者の館エリユードニル』を語る。

「女王の住まう『死者の館エリユードニル』は不吉の場所である。陰いん鬱うつの雨に濡ぬれた高い壁に囲まれ、腐り肉をまとわりつかせた召使いが歩む。女王の使う皿は空腹であり、ナイフは飢えである。寝台の名は『病』であり、天てん蓋がいは『輝く禍わざわい』」

「フハハハハハ、その通りである」

「貴方あなたも随分と詳しいわね」

「うむっ。任せるが良いぞ」

　こちらも心なしか自慢そうに赤い瞳ひとみを輝かせ、赤いブレザーに包まれた薄い胸を張る。

　バロックとレイニーデイズ、案外と気の合う二人なのかもしれない。

　それにしても──『死者の館エリユードニル』、冥めい府ふの女王ヘル、そんな化け物に交渉が通じるのだろうか。通じねば当然、実力行使に出る必要がある。悪神の娘にして、神殺しの化け物の妹、そして冥界の女王。肩書きを並べるだけでその危険性と実力が予想できてしまう。

　詳細を聞けば聞くほど危険度が増して行く依頼に、京きよう耶やは眉み間けんに皺しわを寄せた。

　最悪。バロックと瑠る璃り子こを置いて一人で行くことも考えた方が──

　ぽん、とそんな京耶の両肩をバロックと瑠璃子が左右から叩たたく。

　銀の髪と赤い瞳ひとみ、自信に満ちた不敵な笑みを浮かべたバロック。

　黒い髪と瑠る璃り色の瞳、艶かしく赤い唇で柔らかく微笑ほほえむ瑠璃子。

　彼女たちは何も言わなかったが、何を言いたいかはよくわかった。

　肩に添えられた手が、ぎゅっ、と痛いほどの力で掴つかんでいた。

　苦笑し、京耶は呟つぶやく。

「そうだな、危険は今更か」

「うむっ、地獄の底まで道連れだ」

「おいて行ってごらんなさい、死ぬより酷ひどい目にあわせてあげる」

　改めてレイニーデイズに京耶は言った。

「『ニコラ・テスラの鉄金螺ら旋せん』捜し、確かに引き受けた」

　割と格好をつけて、不敵な笑みを浮かべて渋い声を出したのだが……

「なんやのこれがリア充とか言う奴やつなん。なんかいらつくわー」

　レイニーデイズは聞いてなかった。頬ほおを赤く染め、居心地が悪そうにもじもじと左右に体を、ついでに赤いツインドリルを揺らしている。

　聞こえてない、完全に滑った。

「ぷっ」

「バァカ」

　バロックと瑠璃子に笑われた。

「助手は嫁やとか言うとったし、まさか秘書は愛人かいな。爛ただれとるわー、ありえへんわー、ほんまに目の前でいちゃいちゃと」

「おい照てる代よ！」

「照代言わんといて！」

　叫び、はっ、とレイニーデイズは気付いた。

「フハハハハハハハハ……えーと……フハハハハハ、ちょっと状況がわからないが、とにかく悪の天才科学者レイニーデイズである！」

「わかった。で、レイニーデイズ。都市外縁部への出発はいつにする。こちらも準備があるし一日ほどは欲しいんだが」

「フハハハハ、レイニーデイズは当然のように準備完了である。しかし、諸君らが望むのならば準備に日を置こう。出発は明後日の午前十時でどうであるか！」

「ああうん、それで良い」

「話は決まった、ではレイニーデイズは去る。さらばだ──フハハハハハ！」

　ばさり、白衣の裾すそを翻し彼女は立ち上がった。

　最後の最後まで高笑いをしながら、赤いツインドリルとバイーンな胸をバイーンと揺らしながら事務所を出て行った。

　彼女の姿がなくなり、京きよう耶やは盛大な溜ため息を吐つく。

「……疲れる依頼人だな」

「そうかい、なかなか面白い人間じゃないか」

「まあ面白いことは否定しないが」

「私も面白いと思ったわ、以前の彼女を知ってるから特に」

「あまり昔の事は言ってやるなよ。ちょっと本気で可哀かわい相そうになるから」

「ふふっ、どうしようかしらね」

「くくっ、悪い顔をしているなあ瑠る璃り子こ」

「おまえら──しまったっ！」

　はたと、京耶は気付きバンッと激しく立ち上がった。

　思わずバロックと瑠璃子が息を呑のみ、赤と瑠る璃り色の瞳ひとみが彼を見上げる。

　戦慄わななくように、口く惜やしげに、血を吐くように、京耶は呟つぶやいた。

「賭かけは、俺の負けじゃないか……くそっ、くそっ、俺の、メイド服が、メイド服が」

　最高にシリアスな顔の割に、最低にどうでも良い呟きだった。










第三話　双曲線上の二人



　レイニーデイズの依頼を引き受けた翌日、京耶は買出しの為ために市街を歩いていた。

　昼下がりの街は昼食時のせわしなさが過ぎ去ってエアポケットのように静かだ。

　特にここは元オフィス街、大半のオフィスは幻象都市化により活動する理由を失い廃はい墟きよのようになっている。あるいは、立ち並ぶ巨大な墓標のようにも見える。

　京耶は灰色の元オフィス街をずんずんと歩いていた。

　向かう先には幻象都市の中心的建築物、通称『黒塔』が存在している。

　正式名称は不明、黒塔内部の都市管理局がこの幻象都市の運営を行っている。

　以前、まだ幻象都市化して間もない頃ころ、京耶は都市からの脱出方法を求めて黒塔に攻め込もうと考えたことがある。しかしそれは、計画を練るまでもなく断念した。

　黒塔、幻象都市のシンボルの如ごとくに高く聳そびえ立つもの。

　半ば本能的に理解している、彼女はあの黒塔にいる。

　キョウコ──因果律の死神、『泥』の女王、真に幻象都市化を引き起こした存在。

　ずんずん、と京耶は進む。

　黒塔まで、十メートル。八メートル。六メートル。四メートル──

　黒塔が消えた。

　京きよう耶やは慌てず騒がず足を止め、背後を振り返った。

　約四メートルの距離を置いて、黒塔が聳そびえ立っていた。

　空間歪わい曲きよく。

　黒塔の防衛機構、塔内に入れるのは都市管理局のメンバーだけであるそうだ。

　都市外縁部も空間が歪ゆがんでいるが、こちらは人為的に起こしたもの。

　ならば、と京耶たちは考えた。

　人為的に空間歪曲を起こせるのならば、また人為的に空間歪曲を消すことも可能なのではないか。もっともレイニーデイズのおかげで黒塔攻略をすっ飛ばし現実に帰還できそうなのでよしとしよう。

　京耶はそのままずんずんと歩き進む。

　百メートルほど進み、元オフィス街で今もぽつんと営業しているカフェのオープン席に座る。他ほかに客はいない。

　いわゆる会社組織は幻象都市化により大半が活動停止した。

　そもそも幻象都市では労働の必要がない。

　衣食住は黒塔──都市管理局により保障されている、具体的には毎週一定額が銀行口座に自動で振り込まれるのだ。生活には充分すぎるほどに。

「いらっしゃいませ、ご注文は何にしましょう」

　ならば注文を取りに来たこのウェイトレスは何な故ぜ働いているのだろうか。

「珈琲コーヒーを」

　言いながら、京耶はウェイトレスを見た。縁にフリルがついた白いエプロンをつけ、伝票を手に持ったアルバイトの女子大生。

　顔には、張り付いたような笑みが浮かんでいた。

「かしこまりました。では、少々お待ちください」

　ケイオスヒューマン──人の形をした『泥』、混こん沌とんそのもの、キョウコという意思を持つ混沌により『泥』にされることを選んだ人間の成れの果て。

　自分を捨て『泥』という集合体になることで安心と安息を得た彼らは、常にその張り付いたような笑みを浮かべている。

　その善悪は置いておこう。辛つらい現実から逃げたいと思う気持ちは誰だれにでもある。

　幻象都市の労働力は、大半がケイオスヒューマンによって賄われていた。

　労働を放棄したのは住人の約半数。放棄しなかった半分は、概おおむね三パターンの理由による。労働で培った能力をこの幻象都市でも生かそうとしている前向きな人間。仕事が趣味であるか趣味を仕事にしてしまったかというタイプの人間、このパターンの場合は採算度外視で好きに出来るため以前より生き生きしていたりする。

　最後に、惰性で働いている人間。

「お待たせしました。ミルクと砂糖はこちらです」

　香ばしい匂においと共に白い湯気を立ち昇らせる珈琲コーヒーカップが京きよう耶やの前に置かれる。その隣にミルクの入った水差しのような容器と砂糖壷つぼ。

　このカフェのオーナーは二番目のパターンで、ミルクも砂糖もわざわざ珈琲の銘柄に合うものを選びぬいたそうである。

「……美う味まい」

　一口飲んで、そう呟つぶやく。すっと香りと一緒に喉のどの奥へ吸い込まれるようになめらかで、しかし絡みつくように濃厚な味。矛盾とも思える二つの要素が一個のカップの中で共存していた。

　これで一杯の値段は三百円である。原価はその三倍とオーナーは以前嬉うれしげに言っていた。

　静かに、飲み干してしまうのを惜しむように京耶はカップを置く。

　視線の先にある、黒塔を見詰める。

　京耶が飲んでいる珈琲も、あの黒塔から出荷されたものだ。どういうシステムなのかは不明だが、毎日新鮮な食料品が黒塔から出荷されている。

　原料に関しては概おおむね想像がついているが、バロック曰いわく『害はないぞ、食事として摂取する程度の量ではな』とのことだ。京耶も最初こそ抵抗があったが、既に慣れた。

「まいったな……」

　時折、冷静になってこの幻象都市のシステムを考えると認めざるを得ない。

　恐らく、幻象都市は人類が求めた楽園に限りなく近い。

　楽園になりきれないのは、幻象都市化を引き起こしたとされる皆殺しの《影男シヤドウマン》という存在を誰だれもが覚えているからだ。

　逆にそれが、保障された日常を退屈な日常に陥れることを阻んでもいる。

　衣食住は保障されている、だから、好きにすれば良い。

　一つの脅威として《影男シヤドウマン》が用意されているが、別にそれにこだわらずこのカフェのマスターのように珈琲の味を追求するなり、バトルフィールドのチャンピオンを目指すなり何をしても良い──ある種の、箱庭系ゲームのように。

「……まいったな」

　もう一度呟いた。

「何が、まいったの？」

　声がした、独り言を聞かれていた、こちらへ近づいて来ていることには気付いていた。

「いや、何でもない」

　首を振り、声の主を見た。

　凜りんとした眼まな差ざし、凜り々りしい顔立ち。ストレートの長い髪に西にし日び女子の制服である濃紺に近い黒のセーラー服を着ている。腕には風紀委員の腕章は、ない。

　彼女は涼やかな声で言う。

「お待たせ、京きよう耶や」

「気にするな、おまえが忙しいのは知ってるよ早はや香か」

　彼女は左右非対称の髪型を、服装を、帯刀をしていない、早香だった。

　西日女子の風紀委員長として有名な彼女だが、こうしていると普通の女子高生にしか見えず、彼女を良く知らないものであれば早香とは気付かないだろう。

　それだけ、普段の左右非対称の姿が印象深いということでもある。

「それ、珈琲コーヒー？」

「ああ」

「じゃあ、私も珈琲にする」

　寄って来たウェイトレスに注文を通し、早香は京耶の正面に座った。

　人気のない道路を通り過ぎていくそよ風が、彼女の長い髪を儚はかなげに揺らしていた。

　二人の表情にはどこかぎこちないものがある。気まずげな、一度は別れた恋人同士の再会に似た雰囲気とは言いすぎだろうか。

「活躍、聞いたよラジオで。子竜を倒したんだってな」

「ん、私も聞いた。また、チャンピオンを守ったって」

「おまえに比べたら、大したことじゃない」

「私も、やるべきことをしてるだけだから」

「……」

「……」

「……元気、そうだな」

「……うん、京耶も元気そう」

「妹さんの方は元気か？」

「美み佳かも元気にしてる。今度、会う？」

「いや、やめておくよ。向こうも会いたいわけじゃないだろうしな」

「そうかも、うん、会わない方がいいかもしれない」

　本当は会って欲しいと思っているような声音だと、京耶にもはっきりわかった。

　二人がぎこちないのには、理由がある。

　京耶は、かつて早香の祖父を、早香の目の前で斬きり殺したことがある。

　だが、肝心の京耶は当時の記憶を喪うしなっている。

　京耶は祖父の仇あだであるが、同時に祖父の仇ではない。

　二人の間にある微妙な距離は、それが理由だ。

　距離があるだけならば、そのままずっと離れている方が良い。時間が解決してくれる、それはお互いにわかっている。だが、お互いに、相手のことが嫌いではない。

　はっきり言えば好感を抱いている。

　京きよう耶やは早はや香かのその真まっ直すぐな人間性に、早香は妹を助けてもらった恩義と剣の腕に。

　近付くには難しく、遠ざかるには寂しく。

　だから時折、二人はこうしてひっそりと会うことにしている。

　京耶は後ろめたく思いながらも、バロックと瑠る璃り子こにはそれを明かしていない。

「風紀委員といえば、これも聞いた話だが──」

「京耶」

　少し、困ったように早香が微笑ほほえむ。

「仕事の話は、やめよう。今の私は……バトルフィールド・ナンバースリー暫定チャンピオンのファン、で、どうかな」

「あ、ああ、ファンか、そうか、ファンか、ええと、応援ありがとう？」

　戸惑う京耶の台詞せりふに、早香が小さく吹き出した。

「似合わないし、変。もっと堂々としてれば良いのに」

「難しいな」

　誤魔化すように珈琲コーヒーを一口飲む。今は珈琲の苦味が心地良かった。

　早香はまだくすくすと小さく笑っている。

「ん、京耶は、あんまり考えない方が良いと思う。多分、考えすぎると変な方向に行っちゃうタイプ。精神的方向音痴」

「ひょっとして、それは馬ば鹿かの婉えん曲きよく表現か？」

　言われ、早香は少し考えるように唇に人差し指を当てた。

「……あ」

「おい、なんだその『あ』は！」

「ソンナコトナイヨ、キョウヤ、カシコイカシコイ」

「誤魔化しきれてないぞ貴様！」

　カタカタカタと早香が腹話術人形めいて不自然に震えていた。

「すいません、追加注文お願いします。日替わりケーキセット」

「だから誤魔化しきれてないぞ」

「はーい、日替わりケーキセットですね少々おまちください」

「京耶も、何か頼む？」

「いや、俺はいらない。全く、おまえの嘘うそをつけないところは好きだが……」

　ふと、溜ため息混じりに京耶が言った。

　すると何な故ぜか、早香のでこぴんが飛んで来た。

「えいっ」

「痛っ、な、何だ」

　たかがでこぴんだが、早はや香かの鍛えた指先から繰り出されるとかなり痛い。京きよう耶やは驚いてまじまじと彼女の顔を見詰める。

　普段は凜り々りしい彼女の頬ほおが、恥ずかしげに仄ほのかな赤色を帯びていた。

　思わずドキリとするぐらい可愛かわいらしく、京耶が言葉に詰まっていると。

「好き、とか……照れる……」

　呟つぶやいて、俯うつむいた。心なしかもじもじと肩が揺れている。

「あ……ああ、すまない」

　こっちまで恥ずかしくなった京耶が目線を盛大に逸そらす。

　また別種の意味で気まずい空気が二人の間に満ちる。ただしその気まずい空気はきっとパステルカラーをしているであろう。

「おまたせしました。ケーキセットです」

　良いタイミングで、ウェイトレスがケーキと珈こー琲ひーのお代わりをテーブルに置いた。

　チーズケーキだ。上にホイップクリームが載っている。

「ごゆっくりどうぞー」

　ぺこり、頭を下げて去って行く。

「た、食べないのか？」

「あ、うん、食べる」

　小さなフォークを持ち、早香はチーズケーキを少し切り取る。ホイップクリームを絡めて、ん、と口に運んだ。

「美お味いしい。甘さ控えめ、クリームがとっても牛乳味」

「ふむ、チーズにクリームに牛乳満載だな」

「言われてみれば、そうかも」

　また一口分同じようにして、早香はふと思いついたようにフォークを差し出す。

「一口あげる」

「え、いや、別に、いいから食えよ。美う味まいんだろ」

「うん、美味しいから、一口あげる」

　台詞せりふだけ見れば善意そのものだが、普段はそれこそ刀のように凜りんとした顔に、露骨なぐらいに悪戯いたずらっぽい微笑ほほえみが浮かんでいた。

「むう」

　眉み間けんに皺しわを寄せて困る京耶、早香はじーっと京耶を見詰めてフォークを差し出したまま動かない。

「それとも、私とこういうことをするの、嫌？」

「わかった、わかった、俺の負けだ。別に嫌じゃない、照れ臭かっただけだ」

　全すべてを諦あきらめたように首を振り、京きよう耶やは口を開けてフォークに顔を近づけた。

「あーん」

「はい、あーん」

　大変満足そうに頷うなずき、早はや香かがフォークを京耶の口に運ぶ。

「なるほど、甘さ控えめでいけるな」

「うん、美お味いしい。もう一口食べる？」

「いや、本当に美う味まかったから俺も注文する。すいません、ケーキセット一つ」

「京耶、馬ば鹿か」

　こつん、とテーブルの下で脛すねを蹴けられた。

　何がそんなに面白くないのか、早香がぷぅと左右対称に頬ほおを膨らませている。

「つーん」

　唇まで尖とがらせて、そんなアピールをしてくる。

　しかし京耶も、伊だ達てにバロックと同どう棲せい状態にあるわけではない。眉み間けんに皺しわを寄せて苦い顔をしながらもチーズケーキをやや大きめの一口に切り、ホイップクリームを絡め。

「一口やるから、機嫌なおせよ」

「……ん」

　あーん、と口を開けた早香にチーズケーキを食べさせた。

「……ん、美味しい」

「それは何より」

「えへへ」

「何だよ」

「恥ずかしいね」

　言葉の割には嬉うれしそうに、早香が微笑ほほえんだ。

　京耶は思わず赤くなった顔を隠すように、掌で顔を覆った。

　妙に甘酸っぱい二人の時間が流れて行く。他愛のない話をしながら、チーズケーキを食べて珈琲コーヒーを飲む、それだけの時間だ。

　その意味するところは違えど、幻象都市で戦う二人には貴重な時間なのかもしれない。

「あっ、忘れてた。京耶に頼まれてた、あれだけど」

「見つかったのか？」

　微笑みの浮かんでいた顔を引き締め、眉間に皺を寄せて京耶は問う。

　早香は長い髪を僅わずかに揺らすよう、首を振った。

「ダメ。風紀委員の報告には、全部、目を通してるけど、キョウコらしき人物を見かけたという話はない」

「そうか」

　さしたる落胆もなく、京きよう耶やは頷うなずいた。

　正直に言えば、それは予想していたことでもある。

「ん、私はそろそろ、行くね」

　空になった珈琲コーヒーカップを置いて、早はや香かが席を立つ。

「ああ、これから仕事か」

「ん、風紀委員の会議、後は訓練に顔も出す」

「大変だな。頑張ってくれ」

「ん、頑張る。次は、いつ会える？」

「すまないが、ちょっとわからない。こっちも依頼が入ってな、明日から都市外縁部に行く事になった」

「都市外縁部？　あそこは危ない」

　早香が形の良い眉まゆ根ねを寄せた。

「危険な場所だとは知っている。ラジオで流れていた今朝の子竜もそっからやって来たそうだな。だが、この依頼をこなせば街から脱出する手段を掴つかめる。あるいは、黒塔の空間歪わい曲きよくを貫いて内部に侵入する方法が」

「そう」

　既に、彼女の表情は風紀委員長の、一つの刃のような凜りんとしたものに戻っていた。

　何事かを探るように、じっ、と京耶を見詰めている。

「気をつけて、あそこで死んだら、死体も残らない」

「死なんさ。俺だけじゃない、バロックも瑠る璃り子こもいるからな」

「でも、私はいない」

　呟つぶやき、早香は去って行った。

　人気のない元オフィス街にぽつんとある喫茶店のオープン席、京耶は彼女の後姿を見送り、カップの中にいくらか残っていた珈琲を飲んだ。

　別の人影が、さっきまで早香の座っていた席に滑り込んで来た。

「こんにちは。一度、正式にお礼に行こうと思っていたんですが、随分と遅くなってしまってすいません」

　物静かに礼儀正しい声で彼女は言う。

「気にしないでくれ、俺が勝手にやったことだ」

　シャギーの入ったショートカット、やや幼いが整った顔立ち、その容よう貌ぼうに似合って控えめな、そして儀礼的な微笑ほほえみを浮かべている。

　少女趣味なワンピースの上に、裾すそがぼろぼろの古びたコートを着用していた。

　かつて『辻つじ斬ぎりジャック』であった少女、家庭の事情で苗みよう字じの違う早香の妹。

　山やま城しろ美み佳か。

「それでも、ありがとうございます」

　深々と、彼女は頭を下げた。ショートカットの髪が僅わずかに揺れ、垂れた前髪に隠れて表情が見えなくなった。

「助けてくれたことには感謝していますが、わたしは、あなたが嫌いです」

　はっきりと言って顔を上げた彼女の表情は冷たかった。

　京きよう耶やは眉み間けんに皺しわを寄せた厳しい顔で、しかし、納得しているように頷うなずく。

「別に構わない。祖父の仇あだを嫌うのは、多分、当たり前のことだ」

「はい。わたしは間違いなく、あなたが嫌いです」

　重ねて言い、美佳は冷たさの中に敵意すら混ぜた。それでも態度だけは礼儀正しい。

「申し訳ないですけど、お姉ちゃんを尾行させて貰もらいました。様子が変でしたから」

「ああ、気付いてたよ。早はや香かだけだと、視線の数が合わなかった」

「最初から気付いてたんですね」

「ああ」

「でも、お姉ちゃんはわたしの尾行に気付かなかったんです。それからもずっと隠れて見てたのに気付きませんでした」

「ほう、珍しいな。早香も勘は鋭い方だろうに」

「浮かれてたんですよ」

　美佳の視線に混ざる敵意が、ナイフのように鋭さを帯びた。

　音もなく、彼女は両手で古びたコートの前を広げる。裏地を京耶に見せる。

「守もり部べさん、女の人と暮らしてるんですよね」

「……」

　コートの裏に縫い付けられたナイフの鞘さや、大型からスローイングナイフまで十本近い。

「お姉ちゃんを、都合の良い女にしないでください」

　コートの前を閉じた。

　次の瞬間、銀色の輝きが矢の如ごとく京耶に迫った。

　ぴたり、それは鼻先で止まる。

　袖そで口ぐちから引き抜いた刺突用ダガーナイフ。

「あなたがわたしより強いことは知ってます」

　くるり、手の中でナイフを回し手品のように再び袖口へ隠す。

　ばさりとコートの裾すそを翻すようにして、返事も待たず美佳は席を立つ。

　それ以上は何も言わず、一度も振り返らず、早香と同じ方向に歩き去っていった。

　残された京耶はそれこそナイフで心臓を抉えぐられたような顔をしていた。

「都合の良い女にするな、か……」

　やがて、彼も席を立ち都市外縁部探索用の買出しに向かった。

　一度、幻象都市に聳そびえ立つ高き黒塔を睨にらんだ。キョウコの顔を脳裏に思い浮かべ。



　半ば本能的に京きよう耶やが理解していたように、彼女は黒塔にいた。

　最上階──《深淵の樹クリフオト》の間。

　モノトーンの孤独な部屋で、たった一つ備えられた玉座の上に漆黒の少女はいた。

　幼い、少女の顔立ち。

　赤いのは唇だけ、白いのは肌だけ、金色は右目だけ。

　地面を擦るほどに長い髪、小さな体と不釣合いに大きな胸を包むブレザーも、スカートも、ストッキングも、靴も。

　他ほかの全すべては闇やみの色。

「過去の匂においがする、わたしが忘れたわたしの匂いがする」

　彼女だけの部屋に、彼女の声が小さく響く。

「『泥』は命になる前の命、一つの流動する『泥』の塊に死はない。『泥』の死とは総体より切り離されて独立した部分となった時に訪れる」

　ゆっくりと、彼女は白い右手を自分の顔の前へと翳かざす。

「人は死ぬ。天使は『何者にも殺害を許されない』故に絶対不可侵の純白であるが、それは不死不滅を意味する訳ではなく天使にも『死』の時は来る」

「では、『わたし』は？」

　キョウコ──『因果律の死神』、『名もなき暗黒タブラ・ラサ』にして『原初の混沌に還すモノバロツク・ブデイスト』──意思を持つケイオス。

　人でなく、天使でなく、そして純粋な『泥』ですらない何か。

　人を救うという使命だけを抱いて出現した何か。

　彼女は孤独の玉座で京耶を待っている。

　幻象都市に存在する全てを乗り越えて、京耶が彼女の前に立つ瞬間を。

　幻象都市に存在する全てに打ち倒されて、京耶の生命が終わる瞬間を。

「『わたし』は、誰だれ？」

　自らに問いながら、幻象都市というゲームの終わりを待っている。

　かつては抱くはずもなかった疑問を抱いてしまったのはきっと──



　ぴしり、白い右手に罅ひびが入り、塩のように砕けた。



　すぐ傍そばに迫る、『死』を、感じたから。










第四話　ちっぽけな世界の果て



「フハハハハ──それでは諸君、都市外縁部探索に出発しようではないか！」

「うむっ。行くとしようか」

「その前に確認するわ。目的地は『死者の館エリユードニル』、全員、荷物は持ったわね」

「はい瑠る璃り子こセンパイ！　妖よう精せいさんに食料、飲料、お薬、その他諸もろ々もろ完かん璧ぺきです！」

「ん、大丈夫。全部ある」

　色とりどりの少女たち、赤いブレザーに白いセーラー服、赤いボンデージの上に白衣を、あるいは左右非対称に改造した紺に近い黒のセーラー服を。

　身長体重は千差万別、胸のサイズも皆無から控えめ、大き目からバイーンまで。

　しかし誰だれもが認めるだろう、方向性は違えど美しい少女たちである。

　彼女たちが背負ったリュックから、レイニーデイズの『七つの黒き槌セブン・ドウエルグ』の妖精たちが半分ぐらい顔を出している。

『遺産レガシー』の所有者であるレイニーデイズには二匹、残りの五人にはそれぞれ一匹ずつ配られた妖精は都市外縁部の道案内役だ。

「ぼくたちー」「わたしたちー」「みちあんない」「がんばる」「はぐれても」「これで」「だいじょーぶ？」

　目的は『ニコラ・テスラの鉄金螺ら旋せん』、目的地は都市外縁部『死者の館エリユードニル』、可能な限り集団行動を心がけるが、空間の歪ゆがんだこの地でいつはぐれるともわからない。

　それでも、妖精を連れていれば最終的に『死者の館エリユードニル』で合流できる。

　無論、辿たどり着くまでに朽ちていなければの話。

　京きよう耶や個人としては、依頼人のレイニーデイズは仕方ないとして戦闘能力に乏しい彩あや乃のは置いていくべきだと思ったが本人と、瑠璃子によって拒否された。

『わたしがいない隙すきに、瑠璃子センパイにいやらしいことをするつもりですね！』

　という酷ひどい濡ぬれ衣ぎぬと。

『大丈夫よ。あの子、意外にやるから』

　という信頼に似た投げ遣やりな何かを理由に。

　だがまあ、ここまでは想定の範囲内ではある。

「……なあ早はや香か、風紀委員長の仕事は良いのか」

「危険地帯に赴こうとする住人を制止するのも、風紀委員の役目です」

　片側だけの三つ編み、左右非対称に改造した制服、ぐるぐると左腕に巻いた包帯。

　西にし日び女子の風紀委員長こと如月きさらぎ早香は、いつものように凜りんとした眼まな差ざしで、何の誤魔化しもない口調でそう言った。

　京きよう耶やはぐるりと周囲を眺めた。

　元々は市外へ向かうため重要だった道路、片側四車線の広い道、ここが事実上幻象都市の最果てだ。この道路を横断した先こそが都市外縁部。

　都市管理局により立ち入り禁止区域に指定された場所であり、こちらからは、白い霧のようなもので煙り何も見通すことは出来ない。

　そして、実際に足を踏み入れれば、そこは何が起こるかわからない。天候も地形も全すべてが不安定な空間の歪ゆがんだ場所である。

　銀髪紅眼のバロック、黒髪に名前と同じ色の瞳ひとみの瑠る璃り子こ、その瑠璃子にべたべたと引っ付こうとしてあしわれている金髪の彩あや乃の。

　あくまで白衣にボンデージを止やめる気がないらしい、赤いツインドリルヘアの自称悪の天才科学者レイニーデイズ。

　最後に、自分自身。全員揃そろって都市外縁部の探索に向かうところである。

「止められてないぞ？」

「ん、止められないので。私も同行する、市民の安全を守るため」

　ぐっ、と親指を立てて彼女は言った。詭き弁べんにも程があるが彼女は心なしか自分の判断に満足しているようである。

　京耶は眉み間けんに皺しわを寄せて諦あきらめたように首を振った。

「風紀委員は大丈夫なのか」

「ん、美み佳かに任せた。みんな、優秀だから大丈夫。それに、風紀委員が、私のワンマンチームになりかけてるのも、問題。私がいなくても役割を果たせるようにする訓練」

「そういうことか」

　一石二鳥というわけでもなかろうが、少なくとも市民の安全を守るというような詭弁よりは納得できた──この場の誰だれが、守られるべき市民だというのか。

「うわー、見てくださいよ瑠璃子センパイあの二人のあの空気。浮気ですよ浮気、やっぱりあんな男は瑠璃子センパイには相応ふさわしくないですよ」

「何を今更、そんなこととっくの昔から知ってるわ」

「うむっ。しかし、そんなどうしようもない夫を陰に日ひ向なたに支えるのが私のような良妻の役目だな。とりあえず、浮気には鉄てつ拳けん制裁と決めているが、正妻だけに」

「フハハハハ、まさに鉄拳正妻とはやるじゃないか助手クン。しかし、助手クンのところの事務所は爛ただれているな」

　──後ろで酷ひどい言われようである。

「いやー、もう、本当に死んでくれませんかねー、あのクソ野郎」

　特に約一名、金髪の小娘には酷い嫌われようである。

　しかしここは年上の自分がぐっと我慢するべきだろう、眉み間けんに皺しわを寄せた京きよう耶やはあえて彼女の台詞せりふが聞こえなかったふりをした。

「……行くぞ」

「あっ、眉間の皺が深くなりましたよ。あれ、ムカついてるのを必死に我慢してますね」

「行くぞ！」

　怒鳴り、京耶は返事を待たず歩き出した。

「やれやれ、待ちたまえよ京耶一人で先走るものじゃない」

「フハハハ、守もり部べ京耶も張り切っているようであるな」

「……多分、違うと思う」

「彩あや乃の、あまり京耶で遊ぶものじゃないわよ」

「はーい、程ほどに遊ぶことで我慢します」

　京耶の後に続くように、彼女たちは道路を渡り都市外縁部に足を踏み入れた。

　煙る白い霧の中を進んで行く。



　──そして京耶一行は。

「にゃあああああああああああああああ！　助けて瑠る璃り子こセンパァァァァァァイ！」

　探索開始から僅わずか数十分で、見事にはぐれた。

　彩乃はツーテールに結んだ金の髪を激しくなびかせ、それこそパニックを起こした猫のように全速力かつ一目散に走って逃げている。

　既にその背に荷物を詰めたリュックはない。落としてしまった。案内役の妖よう精せいを拾い上げておく余裕もなかった。

「Ｇａｒｕｕｕｕｕｕ！」

「うわああああああん、まだ追いかけてくるぅぅぅぅぅ！」

　涙目になった彩乃には振り返る余裕すらない。

　自分を追っているソレがどんな姿なのか、彼女は一度も目にしていない。

　しかし、追跡者の咆ほう哮こうと駆け抜ける足音、卵が腐ったようなと形容される硫黄に似た嫌な臭いが追われている現実を明確に証明していた。

　彼女がいる場所は森、いや、林か。そう密度が高いわけではないが背の高く幅の広い木々があちらこちらに立ち並んでいる。

　茂る緑が落とした影は暗く、必要以上に薄ら寒い。

　陽光の届き難い地面は湿り気を帯びて、走るごとに靴が沈む。

　両足の筋肉はとうに悲鳴を上げ、痛みが肉体に停止を促す。

　しかし精神は背後に在る硫黄の臭いを死に結びつけ停止を許さない。

　止まれば、両足どころか全すべてが死ぬ。

　逃げろ逃げろ、脳髄の命じるままに彼女は走る。

　その瞳ひとみには既に涙が浮かんでいる。

　肺も脾ひ臓ぞうも悲鳴を上げて、喉のどは苦しく脇わき腹ばらは痛む。

「はぁ、はぁ……はぁ」

　しかし苦痛に負けて速度を緩めれば、死が一歩近付いてくる。

　硫黄の臭いは強くなり、なびく金の髪に絡むよう。

　ぴちゃぴちゃと聞こえるのは追跡者の涎よだれの音か。

　犬だ。

　彼女は気付いた。

　追い駆けて来るのは、硫黄の臭いがする犬だ。

　彼女の危機に反応し、彼女ではない誰だれかが教えてくれているかのように知識が浮かぶ。

　ブラックドッグ──イギリスの伝承にある魔ま妖よう犬。

　黒い体毛、燃える瞳、硫黄の吐息。

　その巨きよ躯くは牛の如ごとくであり、決して追跡を止やめる事はない。

　弱点は大量の水。そして一度直進を始めたら方向転換が出来ないこと。

　知ったから、何だと言うのか。

　既に泣き言を漏らす余裕もない。既に、足を止めることが出来ない。

　方向転換、それも直角が良い、横に跳び退のくのが最高だ。

　ちゃんと横に跳べるか、足がもつれて転んでしまうかも。

　一いつ旦たん止まって、改めて横に跳ぶ、止まったら追いつかれる。

　結局、走りながら横に跳び退くしかない！

「んにゃああ！」

　悲鳴のような叫びをあげ、体を傾け、踏み切る。

　足がもつれた、泳ぐように両腕が宙をかく、浮遊感、すぐに落ちる。

　柔らかい土の上に落ちる体、揚力を喪うしない金色のツーテールがぺたんと落ちる。それでも体全部で転がるようにして少しでも遠くへ逃げる。

「Ｇａｒｕｕｕｕｕｕ！」

　彼女の二センチ横を、黒い塊が通り過ぎていった。

　硫黄の臭いと共に、燃える瞳で虚空に赤い尾を引きながら。

「ア、アハ、アハハハハハハ──」

　自然と笑いが込み上げて来た。危機を逃れた高揚と興奮が束つかの間ま肉体の疲労を忘れさせる。足は震え痺しびれて言うことを聞かないが土で汚れた体を起こす。

　柔らかい土の上にぺたりと座った状態になり、ブラックドッグが去った方を見る。

「や……やーい！　バーカ、バーカ！　たかがでっかい犬っころの分際で、わたしを襲おうなんて千年早いんですよーだ！　っていうか、わたしを襲って良いのは瑠る璃り子こセンパイだけじゃー、っていうかっていうかセンパイなら大歓迎じゃー！」

　安心してすっかり頭のタガが緩んだのか、好き放題なことを言っている。

「次会ったら、ホットドッグにして食べて──」

「Ｇａｒｕｕ──」

　彩あや乃のの顔が凍りつき、紅潮していた顔が蒼そう白はくに塗り替えられた。

　その唸うなり声は、彼女の右手側からして、彼女は涙を拭ぬぐい損ねた目をそちらへ向けた。

「……うそーん」

　何が、牛の如ごとき巨きよ躯くだ。こんなサイズの牛がいてなるものか。

　ダンプカーの如き、ブラックドッグがそこにいた。

　強い硫黄の吐息を放ち、臭い涎よだれを垂らし、火の眼まな差ざしで彩乃を見ている。

「えーと、ホットドッグとか冗談なんで。見逃してくれませんか、てへっ」

　精一杯の愛想笑いをするが、そんなもの化け物に通じる訳もなく。

　一度危機を逃れたと思い弛し緩かんした体は動いてくれない。

　絶望的と言って良い状況だろう。

　彩乃は──

「上等ですよ、かかって来なさい犬っころ！」

　近くに転がっていた石を握った。

　座り込んだまま腕を大きく振りかぶる。

「そっから一歩でも動いたら、その鼻先に思いっきりぶつけてやりますよ！」

　しかし、黒犬には通じず。

「Ｇｕｕｒａａａａａａ！」

　硫黄の臭いと共に、彩乃を容易たやすく絶命させるに足る牙きばをむき出し駆け出した。

「このぉっ！」

　宣言通り、彼女は思い切り石を投げた。

　何の痛つう痒ようも与えず、黒犬の足は止まらず。

　遂ついに、彩乃が悲鳴を上げる──彼女の中にいるもう一人の彼女が起動する。

　まさに、その瞬間。

　──疾──

　と、

　朽ちた黄金が、風の如くに彩乃の体を攫さらった。

「ふぇ！」

　思わず、彼女が妙な声を出す。

　左腕に彩乃を抱えた彼は、その勢いのまま黒犬の直線上から僅わずかにずれる。

　黒犬は止まれない、ダンプカーの重さと速さを持って突き進む。

　交差の瞬間。

「《灼き尽くせオブリタレイト》」

　右腕の黄金剣ネームレスが閃ひらめき、黒犬を斬きった。

　黒犬は半ば以上自分自身の速度により、黄金剣ネームレスに触れたその身を切り裂かれた。

　質量速度共に圧倒する黒犬を、カウンターの要領で斬ったのだ。

　切り裂かれた黒犬は半ば絶命しながらも慣性の法則に従い前進し、コントロールを失いスピンするダンプカーの如ごとく転倒しながらもまだ前進し、林の柔らかい地面を抉えぐり木々をなぎ倒し血と土と木々の残ざん骸がいにその黒い姿を汚し、やっと停止した。

　遠く離れた彩あや乃のにも、ずしんという黒犬が倒れる音が聞こえていた。

「思い切りぶつけてやりますよ、か、やるなあおまえ」

　呆あきれているような感心しているような声で、彼は言った。

　荷物のように小こ脇わきに抱えられていた彩乃は自分を助けたのが誰だれだか、その声を聞いてようやくわかったようだ。

　守もり部べ京きよう耶や──黄金剣ネームレスを手にした男。

「な、なななななななな、なんで全裸なんですか！」

　全裸で、黄金剣ネームレスだけを手にした男。

　小脇に抱えられていた彩乃は、まあ、あれである。

　必然的に色々見えてしまっているわけである。

「いーやー、一難去ってまた一難とかありえないですよー！　変態、変態、変態、おーかされるー、助けて瑠る璃り子こセンパーイ！」

「おい暴れるな」

「暴れるに決まってるじゃないですか、何ですか、犬から助けたから恩を着せてつい先日まで女子中学生だった瑞みず々みずしい肉体を貪むさぼるつもりですか、このロリコン！」

　尻尾しつぽのような金色の髪を揺らして、というか体全部を揺らして彩乃が暴れる。

　両手両足をばたばたと、白いセーラー服のスカートがまくれるのも気にせずだ。

　左腕一本で彼女を小脇に抱える京耶はバランスを取るので必死だ、彩乃の体がバロック並みに小柄でなければ地面に落っことしていただろう。

　下の地面は柔らかいのだし本当なら落としてしまいたいところだが、こんなパニック状態で手を解いたら受身も取れずに落ちて怪け我がをしかねない。

「ええい、頼むから少しは落ち着け」

「全裸男に抱えられて落ち着いてられるわけないじゃないですか！」

　正論である。

　京耶は眉み間けんに皺しわを寄せて、ぐぬうと呻うめく。

　何が困るかと言えば、そのような誤解を招いても文句を言えないこと──全裸だし。

「──静かにしろ」

「な、なんですか。脅しには屈しませんよ！　最後の一兵まで玉砕覚悟で吶とつ喊かんです！」

「違う、気付かないのか、この臭においに」

「臭い？」

　遅れて、彩あや乃のは気付いた。周囲に立ち込める、硫黄の臭いに。

「囲まれてるな」

「……マジですか」

　さすがに彩乃も大人しくなった。抱えられたまま、不安そうに周囲を見回す。

　ああ、いる。いる。いる。

　先程のダンプサイズから、最初に出て来た牛サイズまで、何匹ものブラックドッグが。

　硫黄の臭いを漂わせ、燃える瞳ひとみでこちらを見ている。

　まずいな、と彩乃は思った。

「こんな数が、一斉に来たら……」

　避けようがない。一匹避けたところで、別の黒犬にぶち当たるのは目に見えている。

　不安を瞳に宿して、彩乃は京きよう耶やを見上げた。

　彩乃を左腕に抱え、右腕一本で無造作に黄金剣ネームレスをぶら下げた男は。

「俺がどうにかする。おまえは落ちないようにしがみつくことだけを考えていろ」

　全裸に似合いもしない真面目まじめな顔をして、そう言った。

「は、はい……って、こんな荷物みたいに抱えられて私にどうしろと！」

「頑張れ」

　だっ、と京耶が地面を蹴けった。

　彩乃が悲鳴を上げた、なびく金色尻尾しつぽのように長く長く。

「頑張れってそんなアバウトなぁああああああああああ！」

「叫ぶと舌を噛かむぞ」

　指摘され慌てて、彩乃は口を閉ざした。

　そして彼女は京耶の動きを、ほぼ京耶と同じ視線で見た。

　それは、ジェットコースターに乗る感覚に似ていた。

　びょうびょうと風を切り裂くように彼は柔らかい土の上を黒犬に向かい真正面から、駆け抜ける。

　応じるように黒犬もまた駆けて来る。

　一匹だけではない、つられるように何匹も。

　牛のような巨きよ躯くが、硫黄の臭いがする口を開けて向かって来るのだ。

　互いに加速し、このままではぶつかると思った瞬間、上に、下に、左に、アクロバットの如ごとく避よける。

　同時に、斬、と黄金剣ネームレスで黒犬を裂く。

　そのまま足を止めず、カッ、と鋭角のステップで方向を変え別の犬へ向かう。

　またその犬につられて別の犬も動き出す。

　周囲を囲まれた京きよう耶やこそが、この戦場をコントロールしていた。

　まるで、自分自身を指揮棒にして犬を動かしているかのように。

　やがて、全すべての黒犬は動かなくなる。

　死し骸がいもまた、硫黄の臭いと共に消える。

「……ふぅ」

　文字通り一息つき、京耶は剣を地面に刺し、抱えていた彩あや乃のを地面に座らせた。

　彩乃はどこかぼうっとしたような目で京耶を見上げていた、全裸の。

「怪け我がは」

「ありません、けど」

　京耶は怪我をしていた、右半身を中心に幾らかは深い傷もあるように思えた。

　ふと気付く、彼は彩乃を抱えて黒犬の群れと戦う間、一度も右側には跳ばなかった。

　何も言わず、彼は視線を森の奥へ向けて声をかけた。

「おーい、もう大丈夫だ。荷物を持ってこっちに来てくれ」

「はいなー」「いくですますよー」

　大きなリュックを頭の上に乗せて、妖よう精せいが二匹こちらへとぴょこぴょこやって来る。

「あ、わたしが落とした子……」

「あれを見つけたから、おまえも見つかった。怪我の功名だな」

　やって来た妖精からリュックを受け取ると、京耶は荷物を広げ始めた。

　初めて見る京耶の背には、正しくは首筋から背中に奇妙な標しるしがあった。

「やれやれ、まさかいきなり数少ない着替えを使うことになるとはな」

　ぶつぶつ言いながら、京耶はリュックから取り出した新しいシャツと長いズボン、下着に着替えている。

　京耶がズボンまではいたところで、いきなり彩乃が叫んだ。

「ちょ、ちょっと。無視してないで説明してくださいよ！」

「説明？」

　むうと、いつもの眉み間けんに皺しわを寄せた険しい顔で京耶が振り返る。

　彼としては『何か説明することがあったか？』という疑問の声だろうが、彩乃にとっては『貴様に説明することなどない』と拒絶したようにしか思えなかった。

　しかし、それで怯ひるむ彼女ではない。

　実はまだちょっと痛い両足でしっかりと地面を踏みしめ、腕組みをして思い切り見上げるように京耶を睨にらむ。元々猫っぽい吊つり目が、ますます吊り上っていた。

「着替えを用意してるってことは全裸になる可能性を想定してたってことですよねっていうか何で戦うのに全裸なんですか趣味ですか変態的露出趣味ですか！　あと、その首の後ろにある変な模様も気になりますし」

「ああ、言ってなかったか。この首の後ろのは俺の原罪刻印だ。無意味の形、『喪失者アウト・オブ・オーダー』の原罪刻印、能力は『何かを喪うしなうことで何かを得る力』」

　首の後ろにあるロールシャッハの刻印を指差すようにしながら彼は言う。

「えーとつまりです、全裸は趣味でなく、必要に迫られてと？」

「趣味でたまるか。俺の戦い方だと腕力は削れない、スピードも削れない。しょうがないからなけなしの防御性能を全部犠牲にしてるだけだ」

　断じて趣味じゃないぞ、と京きよう耶やは最後に重ねた。

「むー、一応、納得しました」

　まだ怒ったような顔のまま、彩あや乃のが金色の尻尾しつぽを揺らして頷うなずいた。

　京耶も頷き返し、着替えを再開しようとシャツに手を伸ばす──

　がしっ、とその手を彩乃が掴つかんだ。

「脱いでください」

「は？」

「良いから、脱いでください！」

「な、何なんだ貴様は、着ろと言ったり脱げと言ったり！」

「傷ですよ、体の傷！　手当てぐらいした方が良いんじゃないですかね！」

「…………なるほど」

　京耶は納得し、ズボンを脱いだ。

「それ以上は脱がないでくださいよ。粘膜に消毒液ぶちまけられたくなかったら」

　リュックから取り出した包帯と消毒液で、何な故ぜか拳けん法ぽうのような構えを取りながら彩乃は警告をした。

　京耶は嘆息し、この金髪の小さな少女の面倒くささへの諦あきらめを込めて首を振った。



　彩乃の手当ては、意外に上手だった。

「はい、おしまいです」

「助かった。じゃあそろそろ行くか」

「そうですね、瑠る璃り子こセンパイたちと早く合流したいですし」

「いくのー」「いこかー」

　京耶に彩乃、妖よう精せい二匹のチームは黒犬の林を出発することにした。

　京耶は右半身に集中している傷に包帯を巻き、その上に黒いシャツとズボンを、背中にリュックを背負い腰には黄金剣ネームレスをぶら下げている。

　彩あや乃のは白いセーラー服に、金色のツーテール、やっぱり背中にはリュック。

　それぞれのリュックの上にはナビゲーターの妖よう精せいがちょこんと座っている。

　京きよう耶やと彩乃は並んで歩いている、何な故ぜか、彩乃はちらちらと京耶の横顔を見上げながら何か言いたそうにむにゃむにゃと口を動かし、また視線を逸そらす。

「何だ？」

「何にもありません」

「そうか」

　また進む。

「なあ妖精、こっちで合ってるのか」

「こっちー」「まちがいないー」

　また進む。

「あの……ですね、その、ちょっと良いですか」

「何だ、トイレか」

「違いますよ！　あああああああもう！　ありがとうございました、助けてくれて！」

　京耶は驚いて彩乃の顔を見た。

　彩乃は顔を真っ赤にして、殆ほとんど怒っているような顔をしていた。















「あ、ああ、どういたしまして」

「だ、だからと言ってわたしとのフラグが立ったとか思うのは絶大なる勘違いですから！　わたしはあくまで瑠る璃り子こセンパイ一筋ですから！」

　ようやく、京きよう耶やは理解した。

　怒ったような態度の彩あや乃のだが、実際のところは照れているだけか。

　そう思えば、この小さな金髪少女の面倒くささも笑って受け流せるような気がする。

「嫌われるほうが、楽だったかもしれない」

　気が緩んだのだろう、ぽつりとそんな言葉が漏れた。一瞬、京耶はしまったというような表情をする、だが、彩乃はしっかりとその台詞せりふを聞きとがめていた。

「変なことを言う人ですね、京耶先輩は」

　呼び方がクソ野郎先輩から変化していたのは、感謝の証あかしだろうか。

　少し迷い、結局、京耶は素直に言った。

「俺は記憶がここ数ヶ月分ぐらいしかない」

　一番古い記憶は今年の四月、高校二年生に進級し、バロックが隣の席になった頃ころ。

　あれからまだ半年少々しか経たっていないのに、色々あった。

「バロックや瑠璃子が、俺に好意を持ってくれてるのは知ってる」

　彼女たちは、ずっと前から京耶のことを知っている。

　だから彼女たちの好意を、未いまだに心の奥底から信じることが出来ない。

　どこかで、覚めている。

「嫌われる方が、楽だったかもしれない」

　ふわりと、不意に軽く、彩乃の指先が触れた。

　彩乃の指が緩く、京耶の指に絡むようにして手を繋つないでいた。

　その指先と同じぐらいに柔らかく、彩乃が微笑ほほえんだ。

「てりゃぁあ！」

「っぅううう！」

　思いっきり尻しりを蹴けられた。

「馬ば鹿かですか、馬鹿ですか、馬鹿ですね！　バロック先輩や瑠璃子センパイみたいな美人に好かれてなーに贅ぜい沢たく言ってるんですか死ね！」

　獲物を逃がさない獣の強さで指を握り、まさに噛かみ付くように顔を近づけ彼女が罵ののしる。

　かなり本気で怒っているのか、金色のツーテールが逆立っているようにすら見えた。

「い、いやそう言われても」

　黒犬の群れを屠ほふった彼はどこへ消えたのか、中学三年生相手にたじたじだ。

「『今の俺に惚ほれさせてやるぜベイベー』ぐらい言えないんですか情けない！」

「ベ、ベイベーとな？」

「と・に・か・く！　京きよう耶や先輩はもうちょっと前向きに考えるべきです！」

「前向き……か」

　難しい話だ。喪うしなった過去、バロックとの繋つながり──喪われた因果。

　記憶の不在がそのまま、京耶の迷いに直結している。

　それはある種の、バロックたちへの負い目となって京耶を縛る。

　彼女たちの好意を素直に受け取ることが、何かとても、卑劣な気がするのだ。

　記憶の断絶に伴う人格の不連続、消えない疑問、『俺は誰だれだ』──

「その眉み間けんに皺しわを寄せたいやーな顔、また何かぐちぐち暗いこと考えてるでしょ」

　思考に没頭していた京耶が、はっ、と彩あや乃のの声に気付かされる。

「京耶先輩、考えすぎると迷走するタイプですよねー。昔のことが気になるのは仕方ないですけど、もっと気楽にやれば良いんですよ。こう本能の赴くままにガバーです」

「ガバー、は不ま味ずいだろどう考えても」

「ですよねー」

「おい貴様！」

「自分の発言には決して責任を持たないのがわたしのポリシーです」

「貴様は最悪だ！」

「さーて、そろそろ行きましょうか、『死者の館エリユードニル』はまだまだ先ですよ多分」

　さらりと話を切り、彩乃は握った京耶の手をぐいぐい引っ張るように歩き出す。

　すぐに、京耶は足を早めて彼女の隣に並ぶが、彩乃は手を解こうとはしなかった。

「また何かに襲われたら、ちゃーんとわたしのこと守ってくださいねー京耶先輩」

　軽い溜ため息を吐つき、京耶は言う。

「貴様は最悪だ」

「女の子は、男の子に好きなだけわがままを言う権利があるんですよーだ」

「……そうか」

「あるわけないじゃないですか、バカですか京耶先輩ばーか」

「ぐぬぬぬぬぬ、こ、この女は本当に好き放題に」

　苦り切った京耶と手を繋いだまま、彩乃はけらけらと楽しそうに笑っている。

「しりにしかれてるー」「しかれているー」

　リュックの上の妖よう精せいが、気楽な声で言っていた。



　二人が歩き続けていると、不意に周囲を煙るような白い霧に覆われた。

　都市外縁部との境に満ちているのと同じ霧だ。

「くうかんのゆがみです」「つぎのばしょにとびます」

「ししゃのやかた」「もうちょっとさきのよかんです」

　京きよう耶やと彩あや乃のは手を繋つないだまま、空間の歪ゆがみに足を踏み入れる。

　空間の歪みは周囲の地形だけでなく、繋つないだ手を中継点として京耶と彩乃という肉体の境すらも不確かなものへと変えて行く。

　──混ざる、意識が、記憶が、空間の歪みと共に──

「もしも記憶が戻ったら、京耶先輩は誰だれか一人を選ぶんですか？」

　彩乃の声。

「選べないならやっぱり過去なんて意味はなくて、過去だけを理由に誰かを選ぶならそれは今の全部を否定することで」

　彩乃の声。

「わたしは、あなたを軽けい蔑べつします」

　刃のように、胸に刺さる。



　本当はわかっている、向き合わないことが最も卑ひ怯きようなのだと。

　それでもなお──守もり部べ京耶は過去に囚とらわれる。

　因果の虜囚だ。










第五話　剣の記憶、或いは這い寄る煉獄



　消灯時刻の過ぎた暗い病室、僅わずかな月明かりが照らす窓辺、白く清潔なベッドの上。

　生なま温ぬるいそよ風に吹かれた眠り姫か──屍かばねのように一人の少女が横たわっていた。

　肩口で切り揃そろえた黒髪。

　青あお褪ざめた月光に照らされた肌はその月光よりもなお白く、飾り気のないパジャマに包まれた肩も腕も首筋も胸元も、体の全てが折れそうに細い。

　硝子がらす細工のように計算されたものではなく、単に、か細い。

　パジャマの下の白い体もまた何も変わらず肋ろつ骨こつが見えるほどに痩やせていた。

　呼吸のたびに僅かに隆起する胸の動きがなければ、眠る彼女の姿はそれこそ屍のようにしか見えないだろう。

　残酷なことに、彼女はまだ十一歳だった。

　まだ十一歳でしかないのに、既に彼女からは死の匂においがする。

　薬品と消毒液で作られた人工的な清潔さでは隠し切れない、死の匂いがする。

　がさがさと枝葉の揺れる音を窓の向こうに聞いて、ベッドの上の少女は身を起こした。

　瞼まぶたを開ける、彼女の瞳ひとみは十一歳の少女には似つかわしくもなく冷たい暗さを宿す。

　サイドテーブルにうずたかく積んだ西洋古典から心理学の学術書まで様々な本の隣に置いた林檎の形をした時計で時刻を確認する。

　そして、彼女は散る間際の花に似た淑しとやかな微笑ほほえみを浮かべて出迎えた。

「こんばんは、京きよう耶や兄さん」

「こんばんは、今日きよう子こ」

　三階の病室の窓まで、傍らの木をよじ登ってきた青年──兄の京耶は微笑み返し、よっ、と窓枠を踏み、病室へと入る。

「これ、頼まれていた新しい本な」

　十一歳の妹──今日子と比べれば京耶は外見内面共に特筆する部分のない青年だろう、強いて言えば首元を隠すように襟のあるシャツをしっかり着込んでいること、少しばかり背が高いこと、少しばかり他人より妹思いであることぐらいか。

　まだ、死神と呼ばれるような人間ではなく、『ゲーム』など知りもしなかった。

　彼はサイドテーブルに数冊の本が入った書店のロゴ入りの袋を置いた。入っている。

「ありがとうございます」

「今日子のためならお安い御用だよ、これからもどんどん頼むと良い」

　京耶は優しげに、軽く妹の頭を撫でた──黒髪の少しぱさついた手触り。

　はにかんで微笑む今日子は心地良さそうに少しだけ目を細めている。

　彼女にまとわりつく死の匂においが、少しだけ遠ざかったような錯覚に陥る。

「もう、子ども扱いしないで下さい。もうすぐ十二歳になるんですからね」

「そうだな、悪かった」

「誕生日、ちゃんと覚えてますよね」

「八月八日、当たり前だろ」

「良かったです、今年の誕生日プレゼントは何にしましょうか。去年はキスを要求しましたから今年は更にもう一歩踏み込んでみたり」

「妹よ、頼むから兄さんの社会的生命を破滅させないでくれ」

「ご安心ください兄さん、今のは冗談です。あと四年は我慢します」

「そうだな……たった四年で結婚も出来る」

　冗談めかしたやりとりの中、一瞬、京耶が瞳を伏せた。

　たった四年が、彼女のやせ衰えた体には酷ひどく遠い道のりだと理解しているから。

「わたし、ちゃんと覚えてますからね、十六歳になったら結婚してもらいますよ」

「よし今日子、十六歳になるまで法律の勉強をしよう。特に結婚とかその辺の法律を」

「既に勉強しました」

「なるほど」

「今日きよう子こはとてもお利口なので、見なかったことにしました」

「わあ、お利口過ぎてお兄ちゃん困っちゃう」

　京きよう耶やが芝居がかった大仰さで肩をすくめて、今日子もくすくすと可お笑かしげに笑う──急に胸元を押さえて咳き込んだ。

「大丈夫か！　待ってろ、すぐ看護婦さんを呼ぶから！」

「まっ、待って、兄さん、わたしは大丈夫です。これぐらいは、すぐ、治まります」

　ナースコールのボタンを押そうとする兄を制して今日子は青白い顔で首を振る。

　言葉通り、今日子はすぐに落ち着いた。

「ね？」

　と微笑ほほえみかける顔には、疲弊が浮かんでいた。

「……ああ」

　頷うなずく京耶には何か酷ひどく辛つらそうなものがある。恐らく、医者から既に聞いているのだろう。ここ数ヶ月、妹の肉体がひどい衰弱傾向にあることを。

　元来、今日子の体は明確にどこが悪いという訳ではない。ありとあらゆる内臓が少しずつ人より弱い体なのだ。投薬も手術も殆ほとんど意味がなく、十一年の殆どを病院で過ごし、医師は既に諦めを抱き、両親はとうに疲れ果てて海の向こうへ逃げた。

　最後まで残り、最期まで共にいようとしたのは凡人でしかない兄だけだった。

「俺はもう行くから、寝ろよ」

「はい、そうしますね」

　だから彼女は兄が愛しい。

　守もり部べ今日子はある種の天才だ。体の弱さゆえ世に出ることはないだろうが、読解力、記憶力、何よりも観察力──人の真意と真実を見抜く才能は飛び抜けている。

『兄は最期の瞬間まで、必ず自分の傍そばにいる』

　妹の命が長くないのを知りながら、知らないふりをして作り笑顔を浮かべる。

　その凡庸な努力がたまらなく愛おしい。

『だが、兄が一番愛しているのは彼女ではない』

「じゃあ、今夜はひとまずのお別れですね」

　何も知らないふりをして、今日子はそっと兄の肩に両手を伸ばした。

　いつごろからか始まった、京耶と今日子の別れの儀式。

　京耶は少し迷いながら、結局、妹の背中に腕を回す。この瞬間、京耶はいつも痛ましげな顔をする。パジャマ越しにもわかる華奢な体、肉ではなく骨の感触がするせいだ。

　事実、兄の眼に映る妹の顔は、悲しくなるほどに小さい。

「また痩せたか？」

「少しだけ」

「ちゃんと、食べてるのか」

「兄さん」

　返答ではない囁ささやくような声に誘われるまま、兄は妹の唇に顔を寄せた。

　肩に添えられた手は細く、合わせた唇は冷たく、その吐息は弱い。

　兄妹の口付けはいつも、裏切りの味がした。

　倫理という意味だけではない。兄には別に愛する人がいる、相思相愛、運命に惹かれるように出会った二人──瑠璃色の瞳をした女。

　今日きよう子こは全てを知っている、だから、別れの口付けはいつも裏切りの味がする。

　裏切りは今日子にとって酷く甘く、京きよう耶やにとっては悲しいほどに苦いのだろう。

「じゃあな今日子、俺は行くよ。おやすみ」

　後ろめたさを隠すような早口で言い、視線を逸そらす。

　今日子は言った。

「『さよならを言うのは、しばらくのあいだ死ぬことだ』」

　言葉に詰まる兄に向けて、今日子は散り行く花のように儚はかなく微笑ほほえみかける。

「おやすみなさい、また明日」

　別れの挨あい拶さつが終わり、来たときと同じように京耶は枝を伝って降りていった。

　京耶の姿が見えなくなり、今日子はサイドテーブルの奥から本来は持ち込み禁止の携帯電話を取り出し起動させた。

『遺産レガシー接続プログラム』──

「ふふっ」

　月明かりなどよりも余程に明るい携帯電話の光が今日子を照らす。

　自らの唇を指先でなぞる彼女の瞳は妹でなく、少女でなく、女のそれでしかない。

「『這はい寄る煉れん獄ごく』」

　ベッドの上で、携帯電話を手に、彼女が呟つぶやいた瞬間に。

　彼女の意識はやせ衰えた肉体から飛ひ翔しようした。

『レガシー・オブ・タナトス』──彼女は『ゲーム』の参加者だった。



　守もり部べ今日子は奇跡を信じない。

　彼女が信じているのは『悪意』と『愛情』だけだ。

　彼女が世界に与えるものと、唯一人の兄に捧げられるものだけだ。

　原罪刻印『這い寄る煉獄』──その能力を端的に言えば『幽体離脱』。意識体は物質や重力を無視した活動を可能とし、病室に縛り付けられていた障害で初めての自由を得た。

　この力で兄の生活を眺めて慰みにしたこともあったが、兄の恋人である瑠る璃り色の女の存在を知ってやめた。

　彼女の精神体は永遠に着ることはなかっただろう兄と同じ日ひ雁かり高校の黒いブレザー姿で空を飛ぶ。

　彼女は奇跡を信じない、神を信じない、世界に存在するありとあらゆる良きことを信じない。『ゲーム』の勝利者が『あたらしいかみさま』になれるなど信じない。

　希少なランク五『遺産』、輝く黄金剣──『黄金の禍火レーヴァティン』。

『這い寄る煉獄』守もり部べ今日きよう子こは、暇つぶしの、ただの優秀なプレイヤーでしかなかった。

　一通のメールが届いた、その日までは。

「ようこそ資質あるものよ、我が次なる仮かり宿やどとなるものよ」

　それは精錬された冷ややかさ、無垢の金で作った鈴を思わせる声をしていた。

《光輝の間》と名付けられた、名前とは裏腹に暗い部屋。特殊な手順を踏まねばその部屋の存在に気付くことすら出来ない暗い場所。十の椅い子すを用意したテーブルの奥に二対四枚純白の翼を宿した少女がいる。

「我はセフィロト、かつて一つの天使であった存在」

　金色の髪、幼い顔立ち、小さな背丈、白いワンピースの天使。

　外見年齢だけならば、今日子と天使は同じぐらいだろう。しかしそのどちらも、外見年齢に似合わぬ冷たい眼差しをしていた。

「だが、天使は二つに別たれた。セフィロトは天使の『力』である二対四枚純白の翼と高潔なる使命と魂に、我が妹にして姉なる穢れた半身は天使の『力』である二対四枚赤黒の翼と肉欲に囚われた肉体に」

　故に、魂だけの存在でしかないセフィロトは寄り代となる肉体を必要とする。

「セフィロトをその身に宿し共存するならば、汝は死の運命から救われるだろう」

「そうですか」

　端的に言い、今日子は失望した。『ゲーム』と呼ばれる超常のシステムを作り上げた存在がどんなものかと期待してみれば──目の前の天使は少なくとも、超越者ではない。

「そんなに、死にたくありませんか？」

　セフィロトは表情を変えなかった、だが、今日子には無意味だった。

　本人にすら自覚があるか定かではない感情の動きを今日子は読み取っていた。

「天使は絶対不可侵である。限りなく不死に近いが不死ではない、その力は有限であり消耗の果てには『死』がある。かつては無数にいた天使も大半は力を使い果たし消滅した」

　静かに金色の髪を揺らしてセフィロトは頷く。

「セフィロトは『死』ねない。『因果操作能力者』──人間を全ての悲劇から救う究極の能力者、神に等しき力を得て、人間を救い続けねばならぬ使命が故に」

　だから、不要な消耗を避ける手足としてのセフィロト社が存在し。

　だから、活動し続けるために次の肉体を用意しておく。

「『自らの命の使い方を決定する自由こそが、最大かつ最後の自由である』」

　皮肉として彼女は言った。

　眼前の天使は、人間の全てが救われたがっていると本気で信じている。

「どうせ明日をも知れぬ命です。いいですよ、あなたの寄り代になっても」

　守もり部べ今日きよう子こは奇跡を信じない。救済も、神も、天使も、何も信じない。

　ただ面白そうだと彼女の『悪意』が囁き、これは使えるぞと彼女の『愛情』が笑った。

　セフィロトが椅子より立ち上がる。その背に二対四枚純白の翼が大きく広がる。

　彼女の肉体の衰弱が始まったのは、その日からである。



　衰弱し死へと近付きながら、今日子はまた《光輝の間》で天使に会う。

　週に一度、深夜にほんの短時間、『這はい寄る煉れん獄ごく』の力で訪れる。

「この感覚、慣れません」

「我慢せよ、汝の肉体が天使の力に馴染むよう調律している。一時的に肉体は衰弱するが調律が完了すれば回復する」

「知ってますよ。単に慣れないというだけです」

《光輝の間》の円卓に上に今日子の意識体が寝そべり、その傍らに二対四枚純白の翼を生やしたセフィロトが佇んでいる。黒髪の今日子は黒い制服を着ていて、金髪のセフィロトは白いワンピースを着ていた。

　セフィロトの背に宿った翼は大きく天へ伸び、白い羽を雪のように円卓の上にいる今日子へと降らせていた。羽は今日子の体に触れると体に染み込むようにして消滅し、その度に今日子は体のというよりは魂の何かが変質するのがわかる。

「退屈凌ぎに、聞いても良いですかね」

「可能であれば答えよう」

「あなたの今の体も仮宿なんでしょう。次を探すには少し早過ぎませんかね、年齢的にはわたしと同じぐらいでしょう」

「『因果』というものがある。形にして見せろと言われても見せることは出来ない、だが確実に存在するものだ。絆と言い換えても良い、人と人と繋ぐもの」

　突然何を言い出すのかと、今日子は目線だけでセフィロトを見た。

「セフィロトもまた繋がっている、我が妹にして姉なる半身との『因果』は決して途絶えることも薄れることもなく共に存在が消滅するまで繋がり続けるだろう」

　無表情な天使は鈴に似た声で語り、不意に、嘆息した。

「それが問題だ。半身と繋がっているのは仕方がない、だが半身と『因果』の繋がっている男が問題だ。そもそも、セフィロトが二つに別たれたのはその男が原因であり、通常ならば死と共に消滅するはずの『因果』が繋がり続ける……何故笑う『這い寄る煉獄』」

「いえ、妹の心配をするお姉さんみたいだったので」

　常に淡々としている天使に似合わず、つい、笑ってしまったのだ。

「……我が半身を介して間接的に『因果』が繋がるその男が問題なのだ。あれは死神だ、この時代に存在しているのかすら定かではないが、奴が絡むと何もかもが破壊される。いっそ、あの男の『因果』を完全に断ち切って消滅させてしまうべきかもしれぬ」

「ははあ、それで予備の体は早く用意しておくにこしたことがないと」

「そうだ、今回の『ゲーム』が完遂されればセフィロトは因果操作能力者としての力を手に入れ使命を果たすことが出来る。失敗は許されない」

「『あたらしいかみさま』、ですか」

『ゲーム』──人じん蟲この儀式とでも呼ぶべき人間による蟲こ毒どくの壷つぼ。

　無数の参加者が、無数の『遺産レガシー』が、せめぎ合うことで高められる。そして高められた最後の一人、最後の一つをセフィロトが喰らう。『ゲーム』に参加した者たちは人類最後の犠牲となる。彼らの願いは叶わず、彼らは救われぬ。

　だが、以後の人間は因果操作能力者となったセフィロトが救い続ける。

　セフィロトの元に通うようになり、今日きよう子こが知ったことがある。

　犠牲を前提としながら行われる儀式の根にあるのは、今日子ならば信じもしないだろうセフィロトの『善意』だ。

　彼女は本心から人間を救いたいと願っている。

　全ては救えないが、限りなく全てに近い人間を救えると本気で信じている。

　誰もが救われたがっていると、未だに疑いもなく信じている。

『悪意』を知らない天使は、純粋といえば純粋なのだろう。

　雪の如く舞う白い羽、最後の一枚が今日子の体に吸収され、セフィロトは翼を収めた。

「今日の調律は終わりだ、『這はい寄る混こん沌とん』よ」

「じゃ、わたしは少し散歩でもして帰りますね」

「気をつけよ、一時的なものとは言え肉体の衰弱は激しくなる」

「それは少し困りますね、もうすぐ誕生日で兄さんが祝ってくれるんですが」

「今年は諦めることを薦めよう。調律が終わり、我が次なる仮宿となれば汝は意識体でなく自らの足で大地を歩くことも可能となる」

　淡々と告げる金色の髪をした天使に、今日子は小鳥のように無垢な微笑みを向けた。

「楽しみですね」



　天使による調律を終えた今日子の意識体が《光輝の間》より飛び立ち。

　月のない夜を、黒いセーラー服を纏まとった意識体で飛んでいた。

「そろそろ、頃合ですか」

　風を感じる、肩口で切り揃えた黒髪が揺れて──蛇のように邪悪に笑う。

「調律が終わって、わたしの体が治ってしまえば、わたしの願いは叶わない」

　ふと、彼女は中空に停止し暗い夜空を見上げた。

「わたしが『体が弱くて可哀かわい相そうな妹』だから、兄さんはわたしを愛してくれる」

　そっと、意識体の彼女は黒いブレザーに包まれた薄い胸に手を当てる。

　肋ろつ骨こつが浮くほどに薄い体の奥で未だ鳴る、弱い鼓動の音を聞くように。

「ある面においては恋人よりも優先する『可哀相な妹』、わたしが健康になってしまったら、わたしはただの妹になってしまう。わたしはそれでは満足できない。兄さんのものになりたい、兄さんに全すべてを捧ささげたい、兄さんの心を縛りたい、兄さんと一つになりたい、血の一滴も髪の一筋も全部兄さんのものになりたい」

　夢を見るような今日きよう子この声、黒いブレザーの少女の頬ほおが桃色を帯びる。

「『人は自らの見たいものしか見えない』のだから、わたしは兄さんの見たい『わたし』だけを見せる。兄さんに愛される、儚はかなくて、可か憐れんで、健けな気げな、愛いとしい妹であり続ける」

　愛されたい──永遠に──それが彼女の願い。

「『世界の全ては舞台に過ぎず、人の全ては役者に過ぎず』」

　その為ならば、悪意を持って天使を利用し、愛を持って愛する人を欺く。

　瑠る璃り色の瞳ひとみをした女を胸中に思い浮かべて告げる。

「あなたには負けない。兄さんの一番になるのはわたし」

　その為ならば、何を投げ捨てても惜しくはない。



　逢おう瀬せは夜が良い、消毒液の匂においがする病室であったとしても夜の闇やみの中が良い。

　彼女の待ち望んだ誕生日──『八月八日』。

　彼女が目覚めた頃にはもう、残り二時間ほどになっていた。

「こんなことなら、目覚ましをかけておくべきでしたね」

「……気がついたのか、今日子」

「はい、おはようございます兄さん」

　消灯後の暗い病室、白いパジャマ姿の今日子、いつから傍そばにいてくれたのだろうか、ベッド脇わきの椅い子すに沈痛な面持ちの京きよう耶やが座っていた。

　今日子の目覚めに気付き、京耶はすぐにその沈痛さを押し込めて気遣うような柔らかい微笑みを今日子に向けた。

　ゆっくりと身を起こす今日子もまた兄の気遣いに答えるように、儚く微笑ほほえんだ。

「わたし、何日眠ってました？」

「三日ぐらい、だな」

「随分、寝坊しちゃいましたね」

　儚はかない微笑ほほえみというよりは、微笑みが儚くなってしまうというのが正しいか。

　暗い病室ではわかり辛づらいが今日きよう子この頬ほほはこけ、顔色は白いを通り越して青白い。

　窓の向こうに浮かぶ月よりも青あお褪ざめた肌の色だった。

「その、大丈夫か。体がだるいとか、痛いとか、ないか？」

「大丈夫ですよ兄さん、ただ眠ってただけなんですから」

「そう、だな……眠っていた、だけだ」

　今日子の食欲や体重が落ちるのと反比例するように睡眠時間が延びた。肉体の衰弱は進み、はっきりと言ってしまえば老衰に近い。

　まだ十一歳、いや、十二歳になったばかりの少女なのに死はすぐ傍そばまで来ていた。

　この衰弱が天使の調律による一時的なものだと知らなければ、誰もがそう思うだろう。

「それより、ちゃんとケーキは買って来てくれました？」

　今日子は真実を隠して健けな気げな妹の姿を見せる。迫り来る死に気付かぬふりをして日常を過ごそうとする妹のふり。

　凡人でしかない兄は妹の真意を見抜けない。

「あっ、ああ！　おまえの好きな林りん檎ごのケーキ、小さい奴やつだけど買って来たぞ」

　誠実に、懸命に、笑顔を浮かべ『最期まで妹の傍にいる』と誓った兄として傍にいる。

　まるで道化芝居だ。

「良かった、じゃあ早速食べましょうよ」

「食べても大丈夫なのか」

「当たり前ですよ。だって誕生日が終わるまであと二時間もないんですよ」

「そうだな、誕生日だもんな。ちゃんと蝋ろう燭そくも貰もらってきたんだし」

「はい、折角の誕生日ですから」

　本を片付けたサイドテーブルに小さな林檎のケーキを置いて十二本の蝋燭を立てる。小さな声でハッピーバースデーと京きよう耶やが歌い、今日子が吹き消す。

　京耶はケーキを果物ナイフで切り小皿に乗せてフォークと共に今日子に渡そうとした。

　のだが、今日子は何故か笑って首を振るばかりでケーキを受け取ろうとしない。

「ええと、なんだ？　こっちの、ネーム入りのチョコプレートが欲しいのか？」

「違いますよ、兄さんは鈍い人ですね……あーん」

　ぷくりと可愛かわいらしく頬を膨らませたかと思えば、雛ひな鳥どりめいた仕草で口をあけた。

「……今日子ちゃん、おいくつでしたっけ？」

「本日付で十二歳ですが、まだまだ兄さんに甘えたい年とし頃ごろです。それに今日子はフォークより重いものを持ったことがないので食べさせて貰もらわないと困ります」

「妹よ、フォークより重いものなら、フォークは持てるんじゃないのか？」

「…………あれ？」

　ぱちくり、と瞼を動かす今日きよう子この仕草に、京きよう耶やは思わず噴き出した。

　妹にもまだまだ子どもめいて可愛かわいいところがあるとでも勘違いしているのだろう。

「まったく、しょうがない妹だよ……はい、あーんしろ」

「あーんっ」

　食べさせられたケーキをもぐもぐと美お味いしそうに、両手を頬ほおに当て今日子が咀そ嚼しやくする。

「美う味まいか？」

「林りん檎ごと幸せの味がします」

　そして何の前触れもなく、今日子が言った。

「兄さん、わたしを抱いてくれませんか」

　思わず、京耶は手にしていたフォークを取り落としそうになった。

「ええとつまり、抱きしめれば良いのか？」

「生殖行為的な意味です」

「えええええとちょちょ、ちょっと今日子さん冷静になりましょうよ冷静に」

　どこか冗談めいて慌てる京耶、だが今日子は事も無げに言葉を続ける。

「わたしね、もうすぐ、『わたし』じゃなくなるんです」

「……は？」

「『幻象武装コネクト・天使血晶エンジエライズ』」

　今日子が呟く、その背に、辛うじて翼に見えないこともない白い輝きが生える。

「『レガシー・オブ・タナトス』願いの叶う『ゲーム』、そういう噂話でした」

　彼女は語る、『可哀相な妹』に相応ふさわしい真実を騙かたる。

　まともな人間ならば信じもしないような『あたらしいかみさま』になれるという話を、哀れにも、健けな気げにも、希望にした少女。

　だが『ゲーム』は嘘っぱちであり、知るべきではないことを知ってしまった今日子はセフィロト社に魂を掴まれた。

　そして精神体である天使の次の肉体、器うつわとするために改造を施されている。

　もうすぐ改造は終わり『今日子』という人間は消えてなくなる──と。

　半信半疑であった京耶は、話を聞くうちに信じる方向へと傾き瞳ひとみの奥に怒りの炎を宿し始めた。背にある翼が説得力を増したか、そもそも、『可哀相な妹』の話を疑うような兄はいないというだけか。

「ひょっとしたら普通の女の子になって、ひょっとしたら兄さんとずっと一緒にいられるかなって、希望を抱いたわたしが馬鹿だったんです」

「そんなことが……あって、たまるか、おまえの、何が悪い」

　京耶が怒っている、目眩めまいを抑えるように顔を掌で覆い、抑え切れぬ怒りで震えている。

　今日子は悲しげに微笑んだまま、心の奥底で愉悦を覚える。

「兄さん、お願いです」

　儚く、哀れな妹として、全すべてを諦めたように弱く枯れ枝のような指で兄の手を握る。

　生きようと望み、『ゲーム』に縋り最後の希望を打ち砕かれた哀れな少女として願う。

「抱いてくれとは言いません、でもせめて、兄さんの手でわたしを終わらせてください」

　抗えば簡単に振りほどかれるほどに弱い力で、今日きよう子こは自らの首筋に京きよう耶やの手を誘う。

　平凡な人間でしかない兄に、罪を犯させる最後の一押しを今日子は行う。

「愛する兄さんの手で、わたしを──」

　最期の瞬間まで、京耶の見たい『わたし』を演じて今日子は涙を流す。

『八月八日』が終わる。彼女は自らの命を使い、願いを叶える。

　瑠る璃り色の瞳をした彼女ではなく、自分が兄の一番になる。

「愛してます、ずっと」

　死をもって愛する人の心を縛り付ける──愛した人の心を壊すことになっても。

「あああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　獣めいた咆ほう哮こうと共に、京耶は腕に力を込めた。



　彼女は永遠を手に入れる。










第六話　死者の館と悪神ロキ



「おええええええええええええええええええ──」

「ちょっと京耶先輩、大丈夫ですか！」

　黒犬の森から空間の歪ゆがみを渡り次の地形、潮風の匂においが強い海辺へ到着するや、京耶はその場に蹲うずくまり砂の上に嘔おう吐とした。

　悪夢を見た後のように顔面は蒼そう白はくながら、吐くだけ吐いてしまえば楽になる。

「あ、ああ、もう大丈夫だ、ちょっと、変なものが見えた」

　京耶は見たが、しかし、覚えてはいなかった。

　彩あや乃のと手を繋つないで空間を渡った瞬間、誰だれかの記憶が脳髄に直接流し込まれるような感覚を覚え、何かを見た。しかし、その何かはざるに水を注ぐように消えて行った。

　忘却は脳髄が本能的に『見るべきではない』と判断した防衛反応か、あるいは因果と共に喪うしなわれた二度と戻らぬ記憶に関連していることなのか。

　確かなのは、嘔吐を催すほどの悪意を脳髄に浴びせられたということだけだ。

「……それ、わたしも見たかもしれません」

「おまえも？」

　水筒の水で口をゆすぎ、京きよう耶やは彩あや乃のに差し出されたハンカチで口元を拭ぬぐう。

「はい、でも何ていうか靄もやがかかったみたいにぼやけてたんですけど」

　彩乃の記憶には、平凡な青年と黒髪の痩やせた女と純白の天使の印象が残っている。顔はぼやけているし、会話の大半も思い出せないけれど。

　見え方の差は単に、彩乃の防衛本能が京耶のそれより上等だっただけかもしれない。

『人は自らの見たいものしか見えない』と言うが、見るべきではない事物も無数に在る。

　彼と彼女にとって、あの悪夢に似た何かはそうであったのかもしれない。

　気を取り直すように京耶は首を振り言う。

「行くか、ろくに覚えてないことを考えても仕方ない」

「そうですね、……でも、あれが誰だれかの記憶だったとして誰の記憶なんでしょうか」

「さあな──って熱っ！」

　京耶が悲鳴を上げて、左手をぷらぷらさせながら必死に息を吹きかける。

「こ、今度はなんですか！　うっかり沸騰してる薬や缶かんに触っちゃった人みたいですよ」

「い……いや、なんか腰の剣が凄すごく熱くなっててな」

「砂浜の熱が移ったんですかね？」

「そうかもな、やれやれ、変なものは見るし、全くついてないぜ」

　黄金剣ネームレス──今はその輝きを喪いくすんだ黄金色でしかない剣が、何かを思い出したように熱を帯びていたが。

　二人は深く考えることなく、砂浜を歩き出した。

　黒犬の林から空間の歪ゆがみを渡り砂浜へ、砂浜から更に歪みを渡り別の地形へ、渡り歩き踏破するうちに、二人は奇妙な悪夢のようなものなど意識の外に追いやってしまう。

　所しよ詮せんは、過去などその程度のものに過ぎない。

　やがて彼らは氷と暗黒に包まれた恐ろしく寒い荒野へと辿たどり着いた。

「にるへいむ」「つきました」

「ししゃのやかた」「あっちです」

　背負ったリュックからちょこんと顔を出した道案内の妖よう精せいたちが言った。

「着いたか、結局バロックたちとは合流できなかったが──」

「着きましたか、瑠る璃り子こセンパイたち先に来てますかね──」

　互いに、この場にいない女たちのことを考えつつ妖精たちの指差した方向を見た。

『死者の館エリユードニル』

　北欧神話における冥めい界かい、氷と暗黒の世界ニヴルヘイムに存在する冥府の女王ヘルの館やかた。

　悪神ロキの娘にして、神喰くいフェンリルと神殺しヨルムンガルドの妹。

　体の半分が死に、残りの半分は生きているという恐ろしき化け物が住まう不吉の場所。

　陰いん鬱うつの雨に濡ぬれた高い壁、腐り肉をまとわりつかせた召使い。

　女王の皿は空腹で、ナイフは飢え。寝台は『病』であり、天てん蓋がいは『輝く禍わざわい』。

　話に聞くだけで、危険な場所だと理解もしたし覚悟もしていた。

　確かに、館やかたはあった。

　壁の終わりが見えないほどに巨大な館であった。

　陰鬱の雨に濡れているはずの壁は、どぎつい紫とクリーム色のツートンカラーで塗られ、ギンギラギンなネオンが飾り立てられている。

　気のせいでも何でもなく、館の内側からは陽気なＢＧＭまで聞こえて来る。

「おい道案内、これ、来る場所間違えてないか？」

「まちがえてませんです」「ここ、ししゃのやかた」

「てつがねらせん」「ここのおーなー、もってます」

「あの京きよう耶や先輩、あれあれ」

　彩あや乃のが二十人はまとめて通れそうな扉の上を指した。

　一際どぎついネオン看板がかかり、『死者の館エリユードニル』という文字が光っていた。

「俺はてっきり、ゾンビ映画に出てくるような呪のろわれた洋館を想像していたんだが」

「はい、わたしも似たようなのを想像してました」

　思わず、二人は顔を見合わせた。

　右目だけの黄おう金ごん瞳どう、黄金剣ネームレスを腰に差した、黒シャツとズボンの京耶。

　金髪の長いツーテール、白いセーラー服、猫のような瞳の彩乃。

　二人の頭上には揃そろって、大量の疑問符が浮かんでいた。

「とりあえず、入ってみるか？」

「そうですね、間違えてたらごめんなさいして逃げましょう」

「おう、じゃあ行くか。気をつけろよ」

「ラジャです。いざとなったら京耶先輩を見捨てて逃げますね」

「ああ、それで良い。二人とも死ぬよりましだ」

「冗談を物もの凄すごく真面目まじめに返さないで下さい、わたしとんだ外道じゃないですか」

　京耶は黄金剣ネームレスの柄つかに手をかけ、どきついネオン看板のかかった『死者の館エリユードニル』の扉へと歩いて行く。

　彩乃が半歩遅れて、警戒の視線を周囲に投げかけながら京耶に続く。

　館の敷地に入り、館の門前に建つ。聞こえた陽気なＢＧＭは気のせいでなく、間違いなく扉の向こうから聞こえて来る。

　一度、互いに目配せ。互いに頷うなずく。

　それを待っていたかのように、『死者の館エリユードニル』の扉は自然に開き始めた。

　扉の内側、館の中、光と共にその姿が見えて来る。



　パーンッ！　パーンッ！



　炸さく裂れつ音、反射的に身構える京きよう耶や。色とりどりの指先ほどの紙切れが周囲を舞い、ファンファーレの音が響く。

「ようこそ、カジノ『死者の館エリユードニル』へですぅ！」

「フハハハハ、ようこそ、カジノ『死者の館エリユードニル』へであるぞ！」

　足元に敷かれた赤い絨じゆう毯たん、果てが見えぬほど広大な敷地に立ち並ぶスロットマシーン、燕えん尾び服ふくの青白い顔をしたディーラーのいるポーカー台、ルーレットマシン、その他が諸もろ々もろ。バーカウンターも併設されている。

　天井には豪ごう奢しやなシャンデリアが畑の葡ぶ萄どうのように幾つも吊つり下げられ、膨大な輝きで広大な敷地を照らしていた。

　そして、眼前には彼らを出迎えたバニーガールが二人。

　京耶はすかさず、剣士の目をもってバニーガールを観察した。

　オーソドックスなバニーガールだ。頭にはウサミミ、肩の出たバニースーツ、黒い網タイツとヒールのついた靴。

　一人は紫のバニーガール、歳としは恐らく同世代、深く切り込みの入った胸元で、程ほど好よいサイズの膨らみが程好い谷間を形作っている。

　背は隣に立つ赤いバニーガールと同じ程度、顔立ちは良くも悪くも子どもっぽく無邪気さと傲ごう慢まんさを併せ持ちキラキラと輝いているようだ。

　髪と瞳ひとみはバニースーツと同じく紫色で、髪型は肩の下で切り揃そろえたセミロング。

　パープルブロンドヘアとでも呼ぶべき髪の上にはちょこんとウサミミが鎮座して腰から足先までは網タイツで包まれていた。

「……」

　戦士としての京耶の目は、バニースーツと網タイツで隠れた体がまるで戦闘用ではないことを見抜いていた。見抜いていながら、何か、油断ならぬものを感じていた。

　子どもっぽい顔の裏に、何かを隠しているような気がしてならない。

　そして、もう一人のバニーガール。こちらは、赤のバニーガールだ。

　赤毛のツインドリルヘア、歯車模様の瞳、デザインは紫の女と同じバニースーツだが彼女の場合は今にも零こぼれ落ちそうな二つの膨らみが見事な谷間を作っていた。

　山を登って降りて、また登ってとある種の冒険になりそうな見事さ。

　胸のせいか、バニースーツが小さ目なのか全体的にむっちりとした印象を与える。

　お世辞にも、戦闘に向いた体とは言えないが元より彼女は戦闘員ではない。

「……何をしているんだ、レイニーデイズ」

　恐ろしいことに、バニースーツ姿の方が白衣にボンデージという普段の格好よりも露出度が低かった。

　ついでだが、他ほかにも青白い顔をしたタキシード姿の楽師たち（先程のファンファーレを鳴らしたのは彼らだろう）が扉の横手に目立たないよう控えていた。

　しかし楽師たちには意思の輝きが感じられず、危険性も感じられない。彼らが『腐り肉をまとわりつかせた召使い』なのだろうか。

　レイニーデイズが改めて高笑いを上げると、それを煽あおるように青白い顔の楽師たちが軽いフレーズを奏でた。

　彼女は歯車模様の瞳ひとみを輝かせ、バニースーツから零こぼれ落ちそうなバイーンと豊かな胸を張り京きよう耶やたちに言う。

「遅かったではないか、三日も待たされてはこのレイニーデイズと言えど不安を覚えずにはいられなかったぞ。ちょっと泣きそうであった。しかし何にせよ、このレイニーデイズに続いて二番手で到着したことを褒めてやるので感謝感激咽むせび泣くのである！」

「おやびーん」「かっこいー」

「フハハハ！　フハハハハ！」

「この人、バニーガール姿で何を言ってるんでしょうね」

　リュックからぴょこんと飛び降りた妖よう精せい二匹がレイニーデイズの足元で拍手をしている様子に、彩あや乃のは露骨に気が抜けたのかぼやくように呟つぶやいた。

　気が抜けすぎたのだろう、足元に敷かれていた紫絨じゆう毯たんの上に座り込んで溜ため息を吐つく。

　対照的に、京耶は眉み間けんに皺しわを寄せて表情を尖とがらせた。

　聞き捨てならない発言があった。

「三日も、待たされた？」

　京耶の体感時間では、館やかたの到達まで長く見積もって半日だ。食事休憩も一度だけ。

　彩乃もその異常に気付いたのか、顔を上げて驚きの表情を向けた。

　レイニーデイズは胸を張ったまま深々と頷うなずく。

「フハハハ、正確には三日と六時間四十一分二秒を過ぎたところである」

「どういうことだ。俺たちが出発してまだ半日程度のはずだぞ」

「なんだ、そんなことかね守もり部べ京耶よ。ならばこの悪の天才科学者レイニーデイズが素晴らしき頭脳と深遠なる知識をもって答えようではないか！」

　絶好調のレイニーデイズ、架空の白衣を翻すように腕を振るいポーズを決め。

「それはー、空間の歪ゆがみのせいだと思いますぅ」

　紫バニーガールの方が割り込んだ。レイニーデイズは硬直した。

「空間の歪み？」

「はぁい。そうですよぅ、空間と時間は密接に絡み合っています。空間の広がりは時間を──と細かいことは抜きにしましてぇ」

　じっ、と京きよう耶やの顔を覗のぞき込むような眼まな差ざしと蜂はち蜜みつのように甘く粘る声で彼女は言う。

「『空間が歪ゆがんでいる』ところでは時間の流れもおかしくなるんだと覚えておけばオッケーですよぅ。時間が加速したりぃ、逆回しになったりぃ」

「……そういうことであるぞ」

　京耶は眉み間けんの皺しわを深くした。

「つまり、バロックたちの到着はいつになるかわからないということか」

「マジですか、困りましたね京耶先輩」

「そんなことないですよぅ」

　良いアイデアがある、とばかりに紫バニーガールが満面の、どこか皮肉なものを感じさせる笑顔と共に掌を鳴らした。

「カジノで遊んでいれば、一日も一年も一生も、あっという間ですぅ」

「いや、そういうわけにもいかない」

「んー、カジノで固いことは言いっこなしですよぅ、ねぇー？」

　するり、蛇が巻きつくような素早さで紫バニーガールは京耶の腕を取った。

　露骨なぐらいにぎゅっと、彼女は胸の谷間を押し付けてくる。

　京耶が眉間の皺を更に深くし、仁王像めいて厳しい顔をした。

「むう」

「ねぇん？　たっぷりサービスしちゃうわよぅ」

　だが彼女は気にせず、蛇めいた動きで体を擦り寄せ耳たぶを舐なめるようにして囁ささやく。

「最っ低ー」

　彩あや乃のの視線が冷たかった。

「大胆やなあ……」

　レイニーデイズは素に戻っていた。真っ赤になった顔を掌で隠すようにしながら、しっかりがっちり指の隙すき間まから見ていた。

「悪いが、そういうわけにもいかない。俺たちはオーナーに用があるんだ」

「あんっ」

　やや乱暴に京耶が紫バニーガールを振り払う。彼女の紫のセミロングへアが上に載せたウサミミごと大きく揺れた。

　振り払われた紫バニーガールは二、三歩後あと退ずさり、残念そうに指を咥くわえて小首を傾かしげる。

「お客さんたちもオーナーに用があるのぅ？　レイニーデイズちゃんと同じ『ニコラ・テスラの鉄金螺ら旋せん』がお目当てかしらぁ」

「そうだ」

「ふぅんぅ」

　値踏みするような眼まな差ざしで、紫の瞳ひとみが京きよう耶やの姿を上から下まで眺めた。次いでまだ絨じゆう毯たんの上に座り込んでいる彩あや乃のにも同じような視線を向ける。

「何ですか。感じ悪いですね」

　無言の京耶に代わり、彩乃がじろりと紫の彼女を睨にらんだ。

　金色の尻尾しつぽを揺らして立ち上がり、『この頼りない先輩の代わりにわたしが頑張らないと』というような決意を込めた足取りで京耶の半歩前に立つ。

　その間もずっと、紫バニーガールに向けた睨むような視線を逸そらさなかった。

　紫の女は、その反応を少し面白がっているようでもある。

「あら、ごめんなさぁい。レイニーデイズちゃんにも言ったけどぅ、『ニコラ・テスラの鉄金螺ら旋せん』はカジノと関係ないオーナーの個人的なコレクションなのよぅ。だからオーナーと個人的な勝負をしてもらう必要があるのぅ」

「勝てたら、鉄金螺旋を譲ってもらえるのか」

「そういうことになるわねぇ」

「勝負の内容は誰だれが決める」

「それはオーナーが相手を見て決めるわよぅ、挑戦を受ける側の特権ねぇ」

「うわっ、そのシステム露骨に勝たせる気がありませんね」

「大丈夫よぅ、あからさまに勝ち目がないとお互い詰まらないでしょうぅ。だから、ちゃんとお互いに勝ち目があるゲームを設定するわぁ」

「勝ち目があるというだけで、公平とは言わないのだな」

　皮肉の色を隠しもせずに京耶は言った。

　紫の女の、子どもめいた顔に娼婦を思わせる艶えん然ぜんとした微笑が浮かんだ。

　それは酷ひどく満足そうな笑みでもあった。

「良いわぁ、あなたたち。わたしと勝負する資格は充分にありそうねぇ」

　ぞくりと、嫌なものが京耶と彩乃の背筋に走った。

　レイニーデイズが芝居がかった溜ため息を吐つき、彼らに言う。

「おめでとう、守もり部べ京耶に彩乃クン。二人は試験に合格した。改めて紹介しよう」

　ありもしない白衣の裾すそを翻すように、レイニーデイズは紫の女を腕で示した。

「彼女が、カジノ『死者の館エリユードニル』のオーナーだ」

　瞬間、京耶は一歩前に出た。自分の半歩前にいた彩乃を庇かばうようにだ。

　険しい顔、鋭い眼差しで女を見て、京耶は問う。

「貴様が、冥めい府ふの女王ヘルか」

「ちがうわよぅ？」

　気楽な調子で否定された。

「わたしはあの子の代理で、ここにいるのぅ。『死者の館エリユードニル』とか辛気臭くて退屈だったからカジノに改造してやったわぁ。あの子が帰って来たらぁ、絶対に顔半分だけ真っ赤にして怒るわねぇ」

　何が面白いのか、けらけらとやっぱり気楽な調子で笑っている。

『死者の館エリユードニル』がバロックに聞いた姿とは丸きり別物なのはそれが理由か。思い出してみれば、冥めい府ふの女王ヘルも『体の半分が生き、体の半分は死んでいる』というのが特徴だったはずだ。目の前にいる紫バニーガールは、少なくとも体の半分が死んでいるようには見えない──真っ当な精神性とか良心は死んでいるかもしれないが。

「じゃあ、貴様は誰だれだ」

「ヘルちゃんのママよぅ。通称は『悪神』ロキ」

「子持ちだと！　見た目完全に俺たちと同じぐらいなのにか！」

「しかも人妻よぅ。萌もえるでしょ？」

「ちょ、ちょっと待ってください。わたしは神話とか詳しくないですけど北欧神話ですよね、ロキって男じゃありませんでしたか？」

「男で子持ちで人妻だと！」

　何か凄すごい組み合わせだと、京きよう耶やは目を見開いた。

「フハハハハ、甘いぞ彩あや乃のクン！　神話でのロキは馬と性交して孕はらみ、スレイプニルという八本足の馬を産んでいるぐらいだ」

「う、馬ぁ？」

「ああ！　わたしどこかでそんな話を聞いた覚えがあります！」

「やだもうレイニーデイズちゃんってばぁ、わたしの若かりし頃ころの過ちを蒸し返さないでよぅ。恥ずかしいじゃない」

　つん、と拗すねたように彼女、いや、彼？　とにかくロキは唇を尖とがらせた。

　その仕草は十六、七歳の少女そのもので背景を知らねばカワイイとさえ思えた。

　京耶は何かとても耐え難い衝動に襲われて、頭を抱えた。

「男で、子持ちで、人妻で、馬……」

「しっかりしてください京耶先輩！　相手は神話の住人ですから、わたしたちの常識が通用すると考えるほうが間違いのはずです多分！」

「一応フォローしておくならばロキは変身魔術の達人であるからな。男だの女だの、ついでに種族だの小さな問題なのだよ。レイニーデイズは当人の適当な性格も大いに関係していると考えているのである」

　がくがくと京耶の肩を掴つかんで彩乃が揺さぶる。振動で一緒に金色のツーテールと白いセーラー服の裾すそも揺れていた。

　レイニーデイズは一笑いするとフォローになっているのか微妙な知識を披露する。

「ああ、もう大丈夫だ。色々驚いたが」

　気を取り直すように、京きよう耶やは首を振った。肩から彩あや乃のの手が離れ、彼は再び彼女──ロキに向き直る。

「おまえがオーナーならば話は早い、『ニコラ・テスラの鉄金螺ら旋せん』を賭かけて俺と勝負してもらおうか」

「良いわよぅ」

　あっさりとロキは承諾した。

「京耶ちゃんとはぁ、どんな勝負をしようかしらぁ」

　言いながら、ロキはわざとらしく体をくねらせ再び京耶に抱きついて行く。

　紫の紅を塗った唇に悪戯いたずらな笑みを浮かべ、ある種のダンスめいた動きで体を押し当てる。ウサミミを載せたパープルブロンドの髪を揺らし、深く切り込んだ胸元を押し当て、きゅっと食い込んだバニースーツの腰をくねらせる。

「ねぇ、ベッドの上で楽しい勝負をするのはいかがかしらぁ」

　ねっとりとシロップのように甘い声を出し、人差し指で京耶の胸板を撫でた。

　京耶は巌いわおの如ごとく眉み間けんに皺しわを寄せた顔で、低く応こたえる。

「貴様が望むなら、その勝負に乗ってやる」

「って良いわけないでしょうが、このバカ先輩がああああああああああ！」

　すぱこーんっと、京耶の尻しりに容赦のない彩乃キックが跳んだ。

　ふぐおっ、京耶は思わず変な声を出した。尻から背骨へ抜けるような良い蹴けりだ。

「このバカ、バカ、おバカ！　真面目まじめな顔して何を平然と言ってやがるんですか！」

　すぱこーん、すぱこーん、すぱこーん、と連打である。

　素早く身を引いたロキは、蹴られる京耶と蹴る彩乃を眺めてけらけら笑っていた。

「ねぇ、彩乃ちゃんってぇ、京耶ちゃんのことがぁ好きなのぅ？」

「あ、それうちも気になってた。何か妙に仲良うなっとるし、妙に噛かみつくんやもん」

　痛そうやなー、と京耶たちを見ていたレイニーデイズも興味津々乗って来る。

「う、うえぇ？　そんなわけないですよ！」

　蹴るのも忘れて、彩乃は両手と首と金色のツーテールをぶんぶん振って否定した。

「わたしはあくまで瑠る璃り子こセンパイ一筋です！　その瑠璃子センパイに好かれてるくせにあっちこっちに蛍かよってぐらいふらふらしてるのがムカついてるだけですから！」

「そうなのぅ？」

「そうです！　わかりませんか、瑠璃子センパイとくっつくのは許せない！　でもあんな素敵な瑠璃子センパイをさしおいて他ほかの女とくっつくのも我慢できないこの感覚が！」

「わかるわぁ！　凄すごくわかるわぁ！　わたしもそういうことがあったのよぅ、稲妻──あ、これあだ名だけどぅ、そいつ結婚してるくせにそんなだからぁ、寝室に忍び込んで奥さんの髪を丸坊主にしてやったわぁ」

「おっと、やり口がえぐいですね、何とも気が合いそうじゃないですか！」

　何やらきゃっきゃっうふふと嫌過ぎるガールズトークで盛り上がっている。

「ふ、二人ともえげつないなあ、ちょっと怖いで……」

「おい、賭かけはどうなった」

　外野のレイニーデイズが呟つぶやき、京きよう耶やが口を挟む。

　ぱんっ、と思い出したようにロキが掌を鳴らした。

「忘れるところだったわぁ、ベッドの上はお嫌なのよねぇ」

「俺は別に──」

「おうこら京耶、もっかい蹴けられたいんかいワレ」

「他ほかの方法で頼む」

「……こわいなぁ、女子中学生。キャラぶっ壊れてる上に目がマジや」

「んーじゃあぁ、一番ぅ、京耶ちゃんの好きそうなの行こうかしらぁ。着いてきてぇ」

　しばし顎あごに手をあて考えていたが、結論が出たのだろう。紫の髪を揺らしてバニーガールのロキは頷うなずき、歩き出す。

　頭上のウサミミを揺らしながら、腰をくねくねと誘うように揺らして。

「行くぞ」

　真顔の京耶がロキの後姿を眺めながら歩き出す。

「だからですねえ京耶先輩、カッコつけるならちゃんとカッコつけましょうよ。真剣な顔でロキさんのお尻しりをじーっと見ながら歩いといて何を言ってるんですか」

「フハハハハ！　『喪失者アウト・オブ・オーダー』守もり部べ京耶も女子中学生にかかれば形無しであるな。見事なまでに尻に敷かれているのである」

　彩あや乃のにレイニーデイズも、京耶の半歩後ろについて歩き出す。

「ふん、敷かれ心地の悪そうな尻だな、痛っ！　おい、蹴るな」

「やかましいですよ、このアホ先輩！」

「仲良しさんねぇ」

「全くであるな」

「……そういえばレイニーデイズ、聞き忘れていたが何な故ぜおまえまでバニーガールの格好をしているんだ。趣味か？」

「フハハハハ！　それには深い理由があるのだよ諸君！」

　問われ、レイニーデイズは赤いツインドリルヘアと赤いバニースーツに包まれた豊かな胸をバイーンと揺らして一笑いする。

「このレイニーデイズは諸君より先んじること三日、『死者の館エリユードニル』に辿たどり着いていたのだ。まさか何もせず大人しく待っていただけとは思うまい」

　つまり。

「とっくに賭かけを挑んで負けたから、バニーガールなどしているのである！」

「そういうことか」

「フハハハ、さすがにこのレイニーデイズでもバニーガール姿は少々恥ずかしいのであるぞ……あんまり、じろじろ見んといてぇね京きよう耶やさん。特に胸…………」

　最後にほんの何秒かだけ、もじもじと恥ずかしげに俯うつむいて内うち腿ももを擦り合わせていた。

　思わず凝視したくなるのを我慢し、京耶は大おお真面目まじめな顔で「わかった」と頷うなずく。

「っていうかレイニーデイズさん、普段のボンデージに白衣の方がよっぽど恥ずかしいと思うんですけど」

「あれはカッコいいやんか！　悪の天才科学者っぽいやん！」

「そうよぅ、殿方はああいうのが大好きなのよぅ彩あや乃のちゃん。あなたもいかがぁ」

「着ませんよ！」

「落ち着け、三人とも。レイニーデイズの恥ずかしい格好はどうでも良い」

　肩をすくめて京耶は言う。

「察するに、女は賭けに負けたらバニーガールか……ふむ、彩乃、俺の前にロキと賭けをしてみる気はないか？」

「ねーですよ！」

　紫バニーガールのロキに先導されて彼らはカジノを進む。

　足元に敷かれた絨じゆう毯たんは質が良いのか、バニーガールの靴はヒールつきだが音はしない。

　周囲には林の如ごとく立ち並ぶスロットマシーン、青白い顔の死者たちが養鶏場のブロイラーを思わせる真剣さでマシンを睨にらんでおり京耶たちに視線を向ける者はない。

　大半は死者だ、しかし、ごく一部にはそうでない者も見える。

　彼らが何な故ぜそこにいるのか、考えるのは無駄であろう。

　あるいは、ロキとの賭けに負けた人間の末路かもしれない。

　遠くにはポーカー台が、ルーレットマシンが、バカラが、クラップスが、花札に丁半博ばく打ちに麻雀まーじやんが、京耶には理解できない異国の賭け事が。

『死者の館エリユードニル』にはありとあらゆるギャンブルが揃そろっている。死者が、あるいは紛れ込んだそれ以外のものが、ギャンブルに溺おぼれている。

　程なく、扉が見えた──『プライベート』の札が掛かった黒い扉だ。館やかたの他ほかの部分に比べれば小さな扉と言っても良いだろう、横に五人程度が限界か。

　そして扉の左右には、鎧よろい騎士の格好をした青白い肌の番人が立っていた。

「こっちよぅ」

　ロキがドアを開けて彼らを手招く。『プライベート』要するにロキ専用エリア。

　黒い扉の向こうは、カジノに比べて意外なほどに地味な大理石の通路だった。

　地味ではあるが、壁も天井も床も鏡のように磨き込まれていた。

　一瞬、靴のまま踏み入れるのを躊ちゆう躇ちよするような見事な磨きこまれ具合だ。

　背後で黒い扉が閉じられ、やはりロキに先導され一同は大理石の道を歩く。

「……」

　ちら、と京きよう耶やは歩きながら足元の大理石を見た。まさに鏡のようである。

「ふあー、凄いですねこれ」

　彩あや乃のが金色のツーテールを揺らし珍しげに首を巡らせ周囲を眺めている。

「……ブルーか」

　京耶は呟つぶやき、満足気に頷うなずいた。先程さんざん尻しりを蹴けられた復ふく讐しゆうである。実にみみっちい、そして小心な復讐である。自分でちょっと情けなくなったが、幸せでもあった。

　高校生男子とはそういうものだ、多分。

　そのうち、大理石の道にトの字型の分かれ道が現れた。

「右に行くわよぅ。因みにぃ、真まっ直すぐ行くと私の寝室よぅ」

　ウインクを一つ、何な故ぜか京耶に向かって行った。

「フハハハハ、忍び込もうなどと考えない方が良いぞ守もり部べ京耶よ。オーナーのプライベートエリアは冗談のように広いのである。寝室も確か三つはあったのであるぞ」

「あらぁ、嘘うそは吐ついてないわよぅ」

　通路を右に曲がり正面へ進むと、またドアがある。

「丁度良かったわぁ、この部屋を何に使うか迷ってたのよぅ」

　ロキは紫に塗った唇に指を咥くわえ、犬歯で指先を切る。

　滲にじんだ血を使い、扉に何か、文字のようなものを書いて行く。

「ルーン文字であるな」

　レイニーデイズが言った。

「意味まではわからぬが、北欧の魔術に用いる文字である。物品や札に対して刻む、描く、という手段で使うことが多く、魔術神とも呼ばれるオーディンが自らの身を生いけ贄にえとして捧ささげ死の淵ふちを彷徨さまようことで発見された魔術文字である」

　解説が終わる頃ころに、ロキは最後の一文字を書き終えた。

　血で描かれた文字は紫色に発光すると、そのままドアの上に定着する。

「これで、完成しているはずよぅ」

　ロキがドアを開けた。

「あらぁ、まだだったわねぇ」

　部屋の中は、これから完成するところだった。

　だだっ広い、体育館ほどの広さの部屋だ。本来ならダンスホールにでも使うべき部屋なのだろう──毛足の長い絨じゆう毯たんを敷いた地面が迫せり上がっていき、元ダンスホールの中央に八角形の石のリングが出来上がって行く。

　灯あかりもないのに、部屋の中はひどく明るい。

　ロキは嬉うれしげなステップで京きよう耶やの眼前に立ち、前まえ屈かがみになって指先で彼の胸板を突く。

「名付けてぇ、『ロキのヴァルハラ』かしらぁ。京耶ちゃんにはここでわたしの用意した戦士と戦ってもらうわぁ。勝てば『ニコラ・テスラの鉄金螺ら旋せん』はあなたのものよぅ」

　守もり部べ京耶は、救い難く『戦士』でしかない。

　消える、彼の脳内から、眼前に立つ紫色のバニーガールのことが。

　男を誘う媚び態たい、甘ったるい声、悪戯いたずらなウインク、艶なまめかしい腰の動き、バニースーツの深い谷間からわざと覗のぞかせた白い乳房、その全てが。

「良いだろう、戦いを始めよう」

　黒の上下、腰に差した黄金剣ネームレスの柄つかを左手で撫なで京耶は勝手にリングへと登る。

「あら冷たいわねぇ」

　ぷぅと、子どものように頬ほおを膨らませてロキは軽く肩をすくめる。

「まあいいわぁ、わたしたちはぁ、こっちよぅ」

　ドアを潜くぐってすぐに階段があり、一段高くなったバルコニー上の観客席へ繋つながっていた。

　劇場の桟敷さじき席せきに似ているだろうか、人数分の椅い子すが置かれ傍らには小ぶりなテーブル。テーブルの上には氷が入った金属製バケツで冷やしたシャンパンと軽食が用意されていた。

　彩あや乃のとレイニーデイズは一度、顔を見合わせロキに続いて観客席へと登る。

　一方、京耶は既にリングの中央付近まで移動していた。

　彼の視線は、逆側にある巨大な扉へと向けられたまま動かない。

　たとえダンプカーサイズの黒犬であれど、あの扉ならば悠々と通り抜けられるだろう。

　桟敷席のロキが軽く手を上げると、ゴゴゴゴゴゴと重たい音をさせ巨大な扉が開いた。

　現れたのは、扉に比べれば小さく、京耶と比べれば大きい。

　半人半蜥蜴とかげの化け物──所謂いわゆるリザードマン。

　頑丈そうな鱗うろこに覆われた身長二メートル程度の体たい躯くと丸太のように太い尻尾しつぽ、爬は虫ちゆう類るい特有の冷たい目には知性の輝きがあり、右手に曲刀を左手に円形の小型盾を持っている。

　ロキは言った。

「あの子はわたしの遠い子孫に当たるのよぅ、《世界を喰らいし毒の蛇ヨルムンガルド》の系譜でぇ、とても良い剣の腕をしてるわぁ」

　言われるまでもない、京耶はリザードマンの足取りを見るだけでその実力を理解した。

「手加減できる相手じゃないな」

　呟つぶやき黄金剣ネームレスを抜く、彼の中に住まう死神が震える。

　それが命あるものであれば、斬きり殺さずにはいられない死神。

　空気が凍りつくほどに冷えた死神の眼まな差ざしが、リザードマンに向けられる。

　にたぁり、とリザードマンが笑った。

「オマエ、センシ、ウチトル、カチガアル、ホンモノ」

　熱の篭こもったつたない言葉、円形盾をかざして曲刀をその影に隠した独自の構えを取る。

「ウレシイ、ゾ。オマエノ、ツヨサ」

　そして、リザードマンは駆けた。

　京きよう耶やが構えるより早く、半ば不意をつくように。

　これを卑ひ怯きようと罵ののしるのは愚かだ、闘技場に二人が立った時点で戦いは始まっている。

「そうか」

　お互いにそんなことは理解のうち──京耶は既に構えていた。

　一見隙すきだらけ、右手で無造作に黄金剣ネームレスをぶら下げただけの姿勢。

　その実は構えを取らぬことで相手に次の動作を読ませぬ構え──無形の位。

　リザードマンが、黄金剣ネームレスの間合いに入った瞬間、京耶が動いた。

　稲妻のように鋭く、速く、剣が閃ひらめく──



「ああんっ、思ったとおりだわぁ」

　桟敷さじき席せきで、その剣けん閃せんを見たロキが切なげに溜ため息を漏らした。

「京耶ちゃんって本当にあの人そっくり」

　恋する乙女のように潤んだ瞳ひとみは、京耶を通して別の誰だれかの面影を見詰めていた。










第七話　原始的にして最良な問題解決法



　日につ蝕しよく、だろうか。どこまでも続くような平原の空に暗い太陽が浮かんでいた。

「嫌な空だな、『死者の館エリユードニル』に近付いたからというわけでもなさそうだし」

「この平原に入ってずっとね」

「ん、そういう場所、なのかもしれない」

　柔らかい草の上に巫み女こと巫女と、チャイナドレスの少女が座っていた。

　バロックと瑠る璃り子こと、早はや香かである。京耶と彩あや乃ののように、彼女たち三人も合流できたのだろう。空間が不安定な都市外縁部では相当な幸運だ。

「日蝕の続く場所か……心当たりはなくもないが」

　彼女たちは車座になり、大型のビスケットを食べていた。ビスケットはリュックに入れて持ち込んだもので、各種栄養素を混ぜ込んだ保存食としての性格が強い。

　傍そばには三人のリュックが置いてあり、三匹の妖よう精せいもビスケットを食べている。

「うましうまし」「うましうまし」「うますうます」

　三匹の妖精はともかく、バロックたちは和気藹あい々あいとした雰囲気とは言い難かった。

　別に日につ蝕しよくであるから、食事が保存食だからというわけでもなかろう。険悪と呼べるほどではないが、心理的な壁のようなものが彼女たちの間にあった。

「そういえば、早はや香か」

　銀髪紅こう瞳どうの巫み女こ少女──バロックが言った。

「一度、キミにはお礼を言いたかったんだ、私の京きよう耶やが世話になっているようだからね」

　バロックは銀の髪をツーテールに結び、紅白の巫女服（上が白で、下の袴はかまが赤）で幼い体を包んでいる。

　人形めいて端正な顔には儀礼的な笑みが浮かんでいた。

「そうね。この間も二人で会っていたそうじゃない」

　黒髪に瑠る璃り色の瞳ひとみをした巫女少女も、同じように儀礼的な笑みを浮かべていた。

　瑠る璃り子こも同じ紅白の巫女服を着ていたが、バロックとは違って胸部が豊かに膨らみ白い布地を押し上げている。

　白いリボンで結んだ長い黒髪が、白い巫女服の背中に美しく流れていた。

「お礼を言われるようなことはしていない。会いたいから会っているだけ」

　最後の早香は、ミニ丈の青いチャイナドレスを着ていた。左右非対称なのはいつもの片側三つ編みと左腕にぐるぐると巻いた包帯だけだ。

　剣術で鍛えた脚がチャイナドレスの短い裾すそから覗のぞくさまは眩まぶしいほどであったが、当人は少々その丈の短さが気になるようだ。彼女は草の上にきっちり正座し足を隠すようにチャイナドレスの裾を引っ張っていた。

　彼女らが三人揃そろってコスプレめいた格好をしているのは、単純に色々あって服を損耗してしまったからだ。全裸よりはマシと偶然手に入った服を着ている。

「言われる前に言うけれど、今のが牽けん制せいであることに気付いている」

　表情一つ変えず、じっと二人を見詰めて早香が言う。

　バロックは愉快気に微笑ほほえんだ。

「うむっ、牽制だ。誤解しないで欲しいのだが、別に私は京耶に会うな、とかそういう類のことを言うつもりはないぞ。むしろどんどん会うが良い」

「何な故ぜ？」

　表情こそは変えないままだが、さすがに不思議に思った早香が小首を傾かしげる。

　片側だけの三つ編みが、同じ角度で傾いた。

「簡単な話だ。私も独占欲がないというわけではない。むしろ、人並み程度には持ち合わせているし、他ほかの女に現うつつを抜かしているところを見れば殴りたくなる。だが、それは筋違いだ、何故なら私は愛されていないから。同じだ、ここにいる三人は全すべてそうだよ。愛されてなどいない、あの男はまだ誰だれも愛してなどいない」

　ぴくん、と早香の凜りんとした瞳が僅わずかに揺れた。

　しゃらり、と瑠る璃り子こが黒髪をかき上げた。

「──しかし、はっきりと言っておこう」

　バロックは巫み女こ服の合わせ、罅ひび割れたハートの刻印を標しるされた薄い胸に掌を当てる。

「最後は私のものだ。キミたちのことは嫌いではないが、諦あきらめて引き下がれるほど好きでもない。条件が同じならば最後は諦めを知らぬものが勝ち、私は決して諦めない」

　奇妙なほどに力強く、奇妙なほどに自信に満ちた笑みを彼女は浮かべていた。

『歪ゆがみ』という意味の名前とは裏腹に、完かん璧ぺきな真珠のように歪みない笑顔だ。

「私は愛を手に入れる、何を犠牲にしても」

　勝利を信じているという生易しいレベルではなく、確信しているのか。

　あまりの迫力に、早はや香かは何も言えなかった。

　しかし瑠璃子は、皮肉っぽく唇を吊つり上げて言う。

「駄目よバロック」

　瑠る璃り色の瞳ひとみには、ギラギラとした輝きが宿っていた。

　早香の凜りんとした眼まな差ざしが刀の輝きならば、瑠璃子に浮かぶのは毒を塗ったナイフか。

　巫女服のせいでもなかろうが一種神懸り的な、何かに憑つかれているような空気がある。

　あるいは、事実、憑かれているのかもしれない。

「あの人は、私のよ」

　日につ蝕しよくの草原に風が吹く。柔らかな草が細さざ波なみのように揺れる。

　しゃらしゃらしゃらと、黒の髪をなびかせる。

「あの人は、私のよ」

　繰り返した台詞せりふは、吹いた風の爽さわやかさとは対極にあるドロドロと煮詰められた感情で満ちていた。

　愛情のように熱く、甘く、重く。

　憎悪のように熱く、甘く、重く。

　瑠璃色の瞳は、ここにいない誰だれかを鎖のように見詰めていた。

　ぞくりと、早香の背筋が震える。

　思わず右手は刀を探すように手が動き、途中で気付き掌をぐっと握り締めた。

　瑠璃子から漂う執念──悪霊に憑かれたかの如ごとき鬼気。

「あら、ごめんなさい」

　ふっ、とスイッチを切り替えたように瑠璃子が普段の調子に戻った。

　上品な微笑ほほえみを浮かべて、やはり上品に苦笑する。

「つい、むきになってしまったわ」

「うむっ。ちょっと怖かったぞ瑠璃子よ」

「何を言うのやら、私なんてわかりやすくて楽なものよ。絶対に諦めない、裏でどんな手を使うかわからない、手の内は決して見せもしない、そんなどこかの誰だれかに比べたらね」「怖い女だ。あと折角だから言っておくが、キミは胸が大きすぎる、巫み女こ服がいやらしいコスプレみたいになってしまっているぞ」

「貴方あなたほど怖くはないわ。京きよう耶やには上う手まく隠しているみたいだけど、貴方の小さな小さな胸の内側は真っ黒で純真でも清せい楚そでもないのを知っているのよ」

「清楚じゃないのはお互いさまだろう、キミは京耶と何をやってる」

「そうね、多分、貴方と同じことを貴方よりずっと上手にやっているわ」

　銀髪紅眼と黒髪瑠る璃り色の巫女少女が二人、和やかな罵ののしり合いを始めてしまった。

　付き合いが短く服装も二人とは違ってミニ丈チャイナドレスの早はや香かは会話から取り残されるも、強引に口を挟んで行った。

「私の祖父は、記憶を喪うしなう前の京耶に殺された」

　罵り合いを中断して、赤と瑠璃色の瞳ひとみが早香を見た。

　特に驚いている様子はなく、何を言い出すのか待っているようでしかない。

　左右非対称の髪型、左腕に巻いた包帯、早香は凜りんとした眼めで二人を見詰め返す。

「京耶のことは嫌いじゃない、今の京耶が殺したわけでもない、頭では理解しているけれど、わだかまりはある。あなたたちのように素直には、言えない」

　けれど、と早香は続けた。

「私はきっと京耶が好き」

　バロックも瑠る璃り子こも、まだ何も言わない。

　早香は一瞬何かを迷うように目を閉じた。再び瞼まぶたを開いた時は研ぎ上げられた刃のように迷いない目をしていた。

「あなたたちが怖い。どこか暗くて深い場所に京耶を連れて行こうとしているみたい」

　だから、渡さない──言外にそう告げていた。

　バロックが微笑ほほえんだ。瑠璃子が微笑んだ。

　十年来の親友に向けるような、親愛に満ちた微笑みであった。

「ようこそ如月きさらぎ早香」

「貴方も、すぐにこっち側に来ることになるわ」



　簡単な食事休憩を終えて、巫女と巫女とミニ丈チャイナドレス──バロックと瑠璃子と早香は日につ蝕しよくの草原を歩く。

「こっちー」「あのいわやま」「あのむこうだー」

「やれやれ、簡単に到着するとは思っていないが『死者の館エリユードニル』は遠いものだな」

「それにしても、『死者の館エリユードニル』ってどんなところなのかしら」

「ゾンビ映画に、出てきそうな、館やかた？」

　妖よう精せいの道案内が正しければ、草原の向こうに見える岩山の辺りに次の地形へ繋つながる空間の歪ゆがみがあるのだろう。

「出来れば、岩山のふもとに歪みの入り口があれば良いね。山登りはうんざりだ」

　若干うんざりしたような息を吐き、バロックが言った。残りの二人も概おおむね同意するように軽く頷うなずき、歩く、歩く、歩く。

　ふと、岩山が随分と大きく見えるほど近付いた彼女たちは足を止めた。

「む？　岩山の手前辺りに何かいるな」

「あれは……人間のように見えるけれど、何かしら。結構な数ね」

「人間は、ない、都市外縁部に、人間がいるはずない」

　ここからの距離では辛うじて人間の形をしているという程度しかわからないが、岩山のふもとに数百近い人型の何かが集まっている。

　警戒をしつつ前進する──何せ草原、身を隠す場所もない。こちらが向こうに気付いたということは、向こうもこちらに気付いていると考えるべきだ。

　先制攻撃とばかりに何かされてもおかしくはない、しかし、向こう側からは何の反応もなく岩山の手前まで（つまり、一団の傍そばまで）あっさりと到着した。

　と、いうか、この謎なぞの一団はここまで接近してもバロックたちに気付いている様子がない。一様に胡坐あぐらをかいて座り込み深い溜ため息ばかりを吐ついている。

　その格好は似たり寄ったりで、白布を裁断し整形しただけの簡素な服を着て腰に赤く染めた帯を締めている。首に、あるいは手首に勾まが玉たまの飾りがあり髪型は左右の耳の横で髪を束ねた、いわゆるみずら。

「う、ううむ……何なのだろうかあれは」

「お葬式かしら？」

「確かに、そんな雰囲気をしている」

　奇妙なことに、一団のものたちには『顔』がない。個性がないと言い換えても良いだろうか、大量生産した人形のように同じ顔をしている。

　はたと、バロックが気付いたように掌を打った。

「あの格好は古代日本、そして日につ蝕しよく、ここは天の岩屋戸か！」

　瑠る璃り子こは人差し指を赤い唇に当て、不思議そうに首を傾かしげた。

「確か、天の岩屋戸って、あれよね。何とか言う神さまが隠れて世界が暗くなったとか」

「ん、閉じた岩の扉の前で宴会をして中の人を誘い出した、あれ？」

　片側だけの三つ編みを弄いじるようにして、早はや香かもうろ覚えの知識を口にする。

「そうだとも。しかし、それにしては神の数が少なすぎる……不完全な、天の岩屋戸の一部が具現化しているのか」

「どうでも良いわ、別に何か仕掛けてくる風でもないし進みましょう」

「……そう、だね」

　何か嫌な予感がするのか、バロックは歯切れが悪い。

　しかしそこで突っ立っていても何にもならず、彼女たちは謎なぞの一団──バロック曰いわく日本神話における神々の間を通り抜けて岩山に近付く。

　岩山のすぐ前に神々はおらず、広場のように開けたスペースがあった。

　奥には分厚い石の扉で塞ふさがれた、洞穴がある。

　不意に、横合いから一人、巨体の男が飛び出してきた。

　実に大きな、熊くまのような男である。古い劇画に登場しそうな恐ろしく濃い顔をした男で、身長は三メートル近い。逞たくましく太い首に勾まが玉たまのネックレスをつけ、他ほかの神々と同じく白布で作った服を着ていた。

「押お忍す！」

　男は挨あい拶さつするなり、バロックたちの足元に跪ひざまずく。跪いてもバロックと頭の高さが殆ほとんど違わないと言えば、この男の巨大さがわかるだろう。

「ここに来られたのも何かの縁、どうか我々を助けていただきたいのであります！」

「ああ、うむ、まあ……一応確認するが、ここは天の岩屋戸で間違いないのだよね？」

　バロックは歯切れの悪い様子で、巫み女こ服の袖そでに入れるようにして腕組みをする。

「押忍！　まさにその通りであります！　申し遅れました、自分はアメノタジカラオノカミ、どうぞタッさんとお呼びください！　ですがタッちゃんと呼ぶのだけは勘弁願います！」

「タッさん……語ご呂ろはいまいちね」

「ん、タッちゃんじゃ駄目な理由が、ちょっと気になる」

　アメノタジカラオノカミことタッさんの勢いに引き気味の二人が小声で呟つぶやく。

　しかしタッさんはまさに天の助けとばかりに興奮し、鼻息も荒く捲まくし立てる。

「押忍！　我々八や百お万よろずの神は天の岩屋戸にお隠れになったアマテラスさまに何とかお出まし願おうと宴うたげを催したのでありますが……」

　苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔で、大おお袈げ裟さに首を振った。

「肝心のアメノウズメノミコトが……踊り手が、いないのであります。これでは宴も盛り上がらず、天の岩屋戸からアマテラスさまがお出いでにならないのであります」

「話はわかった。概おおむね、私の予想通りだ」

　バロックが頷うなずき、珍しく瑠る璃り子こがするように銀色の髪をかき上げた。

「よし二人とも、先を急ごう。私たちには関係のない話だ。さっさと空間の歪ゆがみを見つけてこの地形を脱出、『死者の館エリユードニル』へ向かうんだ！」

「ガーン！　であります！」

　バロックの冷たい態度にショックを受けたタッさんが鼓膜が破れそうな声で叫んだ。ショックを受けているその顔がまた古臭く、濃い。男粒子とかそういうのを撒まき散らしていそうな濃さである。

　バロックたちは反射的に耳を押さえ、思わず顔もしかめてしまう。

「お願いであります、そこを、そこを何とかお助けを！　今なら死後八や百お万よろずの一柱になれる権利もおまけするでありますから！」

「いらない。ほら、瑠る璃り子こに早はや香か、さっさと行くぞ」

　せかすようなバロックに、二人も怪け訝げんそうだ。

「確かに関係ないけれど、貴方あなたにしては珍しい態度ね」

「踊りぐらい、そんなに、嫌がるような話でもないと思う」

「良いから、行くぞ！」

「むりー」「いくの」「むりむりー」

　急に、リュックからちょこんと顔を出していた妖よう精せいたちが言い出した。

「むっ、どういうことだ」

「くうかんのゆがみ」「あまのいわやとの」「なかにあるからー」

「……なんてことだ」

　銀色のツーテールを巫み女こ服の白い背中で揺らすように、彼女は静かに頭を振った。



　バロックが協力を嫌がる理由を残りの二人が知るのはほんの少し後のことである。

　踊り子役をバロックたちが引き受けて、大喜びのタッさんは文字通り神業的速度で天の岩屋戸前に舞台を作り上げたのだが。

「……」

「……ねえバロック、私、あなたが協力を嫌がった理由がわかったわ」

「……ん、私もわかった。軽々しく助けてあげようなんて提案してごめんなさい」

「良いんだ、二人とも。どのみち、この岩屋戸を開けなければ先へ進めないのだから」

　瑠璃子と早香の声には後悔が、バロックの声には諦あきらめが混ざっていた。

　原典では引っくり返したタライであった舞台は、一メートル四方程度のしっかりしたものが作られ中央から一本、二メートルほどの長いポールが出ていた。

　ポールダンス、というものがある。

　舞台から突き出したポールに絡みつくような官能的な踊りであり、主に女性が、あれである、いわゆる夜のお店とか紳士の社交場とかそういう場所で踊るものである。

　要するに、京きよう耶やのような男が大喜びで見物する類たぐいの踊りだ。

「どうするのよ、これ」

　気がつけば、ラジオカセット（どうしてそんなものがあるのかは不明）からエキゾチックかつムーディーな音楽が流れ、ポールダンスの舞台を淡い桃色のスポットライト（どうしてそんなものがあるのかは不明）が照らし、何やら甘い匂においのする香（これはまあ納得である）が焚たかれ始めた。

　因ちなみに、踊り子には専用のシースルーな衣装が貸与されるそうである！

「くう、『死者の館エリユードニル』に向かうためにはどうあっても天の岩屋戸を開く必要がある、天の岩屋戸を開くためには踊るしかない……のか」

　既に観客（主にタッさん）の熱い視線が、バロックたちに注がれていた。

　葬式の如ごとき雰囲気も明るくなり、顔のない神々もいつのまにやら酒を飲んでいる。

　おねーちゃんの踊りはまだかー、という、神の威厳とかそういうものを蹴けり飛ばすような催促の声まで三人の耳には届いていた。

　舞台のポールは一本。

　顔を見合わせる少女は三人。

　問題は、誰だれが踊るか、ということである。

「やはり、ここは瑠る璃り子こが踊るべきだと私は思うのだ！　ほら、この中では一番胸が大きいだろう。ポールダンスにはそういうのが重要だと私は思う。悲しいかな、私は天使のように可愛かわいらしいがその辺りではキミに一歩劣るからな！」

「うっ！」

　バロックの先制攻撃が瑠璃子に命中。瑠璃子は思わず眉まゆ根ねを寄せる。

　そこにすかさず、早はや香かの追撃。

「ん、頑張って瑠璃子。あなたはとても魅力的」

「い、嫌に決まってるでしょうが！　京きよう耶やもいないのに何でそんな無意味なサービスシーンを披露しなければならないのよ。貴方あなたが踊れば良いでしょうバロック」

「私だってキミと全く同じ理由でお断りだとも！　大体、天使のような私は当然のように清純派なのだ。手段を選ばず何でもやりそうなキミと一緒にするな」

　反撃を受けたバロックは、素早い身のこなしで瑠璃子の背後に回り込み。

「全員のために、この無駄に育った胸を有効活用しようとは思わないのかい！」

「ちょ、ちょっとどこを触ってるのよ！」

　巫み女こ服の合わせに、背後から思い切り両手を突っ込んだ。

「くっ、なんだこの感触は！　絶妙に指が埋まる！　むにゅ、とかもにゅとか、凄すごく心惹ひかれてしまう手触りじゃないか！　レイニーデイズのサイズも相当だったが、キミは密ひそかに着き痩やせするタイプか！」

「こ、こら、やめっ、やめなさい」

「断る！　何だか私は急に不愉快になって来たぞ、それも本気でだ！」

　バロックの赤い瞳ひとみに熱い炎が宿り、白い巫女服の内側で蠢うごめく指は加速する。

「一人はみんなの為にワン・フオー・オール！　みんなは一人の為にオール・フオー・ワン！　一人はみんなの為にワン・フオー・オール！」

「んっ、な、なっによ、その掛け声っ」

　リズムに合わせ、本来の目的を忘れて揉もみしだく！

「っていうか、貴方あなたっ、なんで、妙に上手んっ」

「ふふっ、どうやら、キミの弱点はここのようだなあ」

「やっ、やめなさっ、ん、なにがぁ、弱点よぅ」

「ククッ、出会った当初は私と同じぐらいのサイズだったくせに一人だけぐんぐん成長してくれたものじゃないかあああああ、ちょっと私にも寄越せ！」

　いっそ邪悪ですらある嗜し虐ぎやく的な笑みがバロックの顔に浮かび、瑠る璃り子こは声を出さぬように赤い唇を噛かんで我慢しているが、その体は何よりも雄弁に反応し白い肌は火照りを帯びて桃色に染まっていた。

「口では何と言おうが、体は正直なものじゃないか瑠璃子ぉぉぉぉぉおお！」

「あっんぅぅぅぅぅ」

　バロックの指先で演奏される楽器のように、瑠璃子の体が身み悶もだえる。

　銀髪紅こう瞳どうの小柄な巫み女こに襲われる、黒髪瑠る璃り色の巨乳巫女──

「……凄すごい」

　早はや香かが思わず呟つぶやく。八や百お万よろずの神々も言葉を失い凝視していた。

「くくくっ！　くくくくっ！　他愛ないなあ瑠璃子よ！」















「──っ！　いい加減に、なさい！」

　巫み女こ服が乱れるにも拘かかわらず体を捻ひねり、バロックの小柄な体を振ふり解ほどく。

　激しく揺れる長い黒髪、見事に乱れ、胸元が開けっぴろげになる白い巫女服。しかし非常に残念なことに体はバロックの方を向いている、必然的にその見事な膨らみを目撃できたのはバロックだけだ。

「くうっ、拝んだらご利益とかありそうな立派なサイズじゃないか……」

　口く惜やしげに歯は噛がみするバロック、赤い瞳ひとみは瑠る璃り子この胸に釘くぎ付づけ──致命的な隙すき。

「せいっ！」

　踏み込み、貫き手一いつ閃せん！

　鮮やかな動きで赤い袴はかまの結び目を解いた。

　ぱさり、と、重力に従い落ちる袴。

「あらまあ、子どもっぽい、失礼、可愛かわいらしい白ね」

「な、あなあなななななあ、ななにぃ！」

　驚きよう愕がく、そして羞しゆう恥ち、反射的に手で隠すが一瞬遅くばっちり目撃されてしまう。

　またもや残念なことに、瑠璃子の体で隠れているので当の瑠璃子ぐらいにしか目撃されていないが、ともあれ、バロックの顔は火が出るほどに赤くなる。

　気のせいか、銀色のツーテールが猫の毛の如ごとく逆立ってさえ見える。

「ぐぬぬぬぬぬう、こんな辱はずかしめを受けたのは初めてだぞ瑠璃子よ」

「奇遇ね、私も京きよう耶や以上に貴方あなたのことを殺したいと思ったわ」

　赤と瑠る璃り色の瞳に怒りを燃やし、睨にらみ合う巫女二人（半裸）だったが。

　恐らく、京耶の名前が出たあたりで当初の目的を思い出した。

　無言のまま、頷うなずき合う二人。赤い袴を引き上げ、乱れた巫女服を調え。

　二人は同時に振り向いて、同時に言った。

「早はや香か、ポールダンスはキミに任せた」

「貴方ならきっと出来るわ。私たち、信じてる」

　いきなり矛先が向かって来た早香は普段のクールな態度はどこへやら、無理無理と言いながら両手を前に突き出し必死に振っている。

「え、な、何な故ぜそうなるのか、私には理解できない」

「大丈夫だ。そんなミニ丈チャイナを着こなせるキミなら！」

「やめて、この格好、実は、かなり恥ずかしい……」

　弱い抗議の声をあげながら、早香はぎゅっぎゅっと青いミニ丈チャイナの裾すそを引っ張りむき出しの太ふと股ももを隠そうと無駄な努力をしている。

「剣術家としての貴方の力、見せて頂ちよう戴だい。ほら、ええと、あれよ、ポールダンスと剣術って似てるじゃない」

「……どこが、似てるの？」

「棒状のものを使う部分、かしら」

「それは似ていると言わない！」

　裾すそを引っ張りながら、早はや香かが怒鳴る。

　悲しいかな、彼女はその動きがいっそう太ふと股ももに視線を集めることに気付いていない。

　剣術少女のきゅっと引き締まった健康的な太股と、ひらひら左右に揺れるミニ丈チャイナドレスの裾──なかなか見事な組み合わせである。

　肝心の部分は決して見えないが、逆にそれが良い。

　想像力とは実に偉大だ。

　太股とチャイナドレス、あるいは巫み女こ同士の激しい戦い、直接目にせずとも幸せな世界へと旅立たせてくれる無限の翼。

　天の岩屋戸に集った連中も大半は瞳ひとみを閉じて想像の世界へと旅立っている。

　こいつら実は引き篭こもったアマテラスのこととかどうでも良いんじゃないかという疑いを抱いたとしても何の不思議もない。

「良いわ、早香……とっておきの情報を教えてあげましょう」

「うむっ、そうだな早香よ、心して聞くが良い」

「な、何？」

　ぽん、と両側から挟みこむようにバロックと瑠る璃り子こが早香の肩を叩たたく。

　ダブル巫女の顔には胡う散さん臭くさいほどに爽さわやかな微笑ほほえみが浮かんでいる。

「ずばり、京きよう耶やはむっつりすけべだ！」

「色仕掛けに超弱いわよ！」

「そ、そうなの？」

「そうだとも、押し倒して寝技に持ち込めば一撃だ！」

「そうよ、薬物で昏こん倒とうさせてレッツ既成事実で必殺よ！」

「そうなんだ……」

　バロックたちの勢いに乗せられるように、若干逃げ腰の早香が思わず頷うなずく。

「翻って早香よ、キミは素材は良いが色気に欠けているとは思わないか」

「ん……そ、それは、確かに。自信、ないけど」

　少し悲しそうに、彼女の表情が曇る。

　優しげな声で瑠璃子が言う。

「良いのよ、剣ばかり振っていた貴方あなたがそういう方面に疎いのはむしろ当然のことだわ。でもね早香、色香は女の武器よ」

「武器」

　片側だけの三つ編みを揺らして、彼女は静かに頷いた。

「そう、色香を知らずに色恋へ挑むのは刀を持たずに戦場へ向かうのと同じこと」

「うむっ、そこで早はや香かよキミに勧めるのがポールダンスだ！」

　ぐっ、とバロックは力強く拳こぶしを握り力説する。

「そもポールダンスは官能の踊り、これをマスターするということはすなわち色香をマスターするということに他ほかならない。京きよう耶やの前で踊ってみたまえ、まさに鎧がい袖しゆう一いつ触しよく、真面目まじめくさった堅物顔をしているあの男も三十秒で我慢できなくなること間違いなしだ！」

「おお──」

　バロックの弁舌に早香は呑のみ込まれた、かに思えたが。

「……騙だまされない。ちょっと騙されかけたけど、騙されない」

「……ちょっとは騙されかけたのね、人が良いこと」

「ううむ、勢いで誤魔化せるかなーと思ったがさすがに無理だったか」

　むしろ無理しかない。

「さてさて、話は振り出しに戻ってしまったわけだ」

「誰だれも踊りたくはないけれど、先へ進むためには誰かが踊らないといけないわ」

　俄にわかに、好戦的な空気を二人が発する。

　いつでも己の『遺産レガシー』を呼べるように、ゆっくりと身構えている。

　日につ蝕しよくの草原に風が吹き、バロックの銀髪を、瑠る璃り子この長い黒髪を揺らす。

「ねえ……そもそも、あの岩の扉、壊しちゃ、駄目？」

　思い出したように、早香が言った。

「…………おや？」

「…………あら？」

　バロックと瑠璃子が、首を傾かしげた。

　タッさんを初めとする八や百お万よろずがぽんと掌を打った。

「押お忍す！　その発想はなかったであります！」

　そして慌てて首を振り否定した。

「いいえ、それは不ま味ずいであります。どうせ中にアマテラスさまがいないのはわかりきっているのでどうでも良いでありますが、可愛かわいい女の子の踊りは見たいであります！」

「それが本音かい」

「ああ、しまったであります！」

「早香、連中が妙な動きをしたら片っ端から切り倒しなさい。遠慮はいらないわ、神と言っても顔もなし、大した連中じゃないもの」

「ん、わかった。容赦しない」

　今までの努力と内うち輪わ揉もめとポールダンスは何だったのか。

　天の岩屋戸は原始的にして最良な問題解決方法により、こじ開けられることとなった。



「《謳えクライイング・地に堕ちた天使の名をキリエ・エレイソン──》」

「幻想回帰──《我が愛は宵よい闇やみに死せり》」



　バロックと瑠る璃り子この最大火力攻撃、殆ほとんど砲撃に近い二発により岩の扉を消し飛ばし。

「よし、行こうか」

「いそぐー」「いそごうー」「れっつごー」

　美少女のポールダンスを見損ねてさめざめと泣く八や百お万よろずを余よ所そに岩屋戸内部に入る。

「暗いわね、この中」

「ん、はぐれたら面倒。手、繋つなごう」

「やれやれ、間抜けだが仕方ないね」

　手を繋いだまま、彼女たちは空間の歪ゆがみに足を踏み入れる。

「つぎにいくよ」「そろそろ」「やかたにつくよ」

　空間の歪みは、繋いだ手を中継点に彼女たちの肉体の境すら不確かなものにする。

　──混ざる、意識が、記憶が、空間の歪みと共に──










第八話　永遠の恋人



「バロック──おれに、人の殺し方を教えてくれないか」

『八月八日』に何があったのかを彼女は知らない。

　明確な事実は一つだけ、その日を境に守もり部べ京きよう耶やは狂気の世界に足を踏み入れた。

　無意味さを自覚した復讐としての殺意、ある意味においてこの上なく理性的な狂気。

　求めた戦闘技術は水を吸うように──あるいは、思い出すように高めていく。

　駆け抜けるように、守部京耶は死神となった。

　人より少しばかり妹思いだった平凡な京耶は、どこかに消えてしまった。



「ま、待て、考え直せ！　わたしは『軍』から正式な命令でセフィロト社に出向しているんだ。わ、わたしを殺すのがどういうことか、わかっているのか！」

　悲鳴の混ざった威圧の声、上から目線の命いのち乞ごいが白い部屋に響いた。

　窓のない部屋、セフィロト社が日ひ雁かり市し郊外に用意した地下研究室、白衣の男が腰を抜かし地べたにへたり込んでいる。

　響くのはコンピューターと空調の低い駆動音、それに混ざって男の荒い呼吸音。

　そして、生臭い鉄てつ錆さびに似た赤い臭におい。

　研究室らしく清潔だった白い部屋が、今は赤く濡ぬれている。

　白衣の男の周囲に、斬きり殺された死体が六つ、転がっていた。

　五つは男と同じ白衣の男女、最後の一人は研究室の警備員兼護衛らしきスーツ姿の男。

　この男の手にはこの国では違法であるはずの拳けん銃じゆうが握られていた。

　そして虚勢で隠し切れぬ恐怖にかたかたと眼鏡を鳴らし震える男の眼前に──

「つまり、貴様はセフィロトの手先であるだけでなく、『軍』にも所属しているのか」

　黒衣の死神が立っていた。

　守もり部べ京きよう耶や、鑿のみで穿うがったような眉み間けんの皺しわ、凍った岩のような表情、ざらついた低い声、無造作に握った血濡れの刀。

「殺す理由が二つに増えたな」

「なっ……」

　絶句する白衣の男に向け、京耶は冷淡な表情そのままに冷たい声音で言う。

「悪いが、俺はどうにも強大なものが許せんのだ。わかるか、強大なものだ。セフィロトという一つの力であれ、『軍』という組織の力であれ──『神』という絶対であれ、そういう強大なものが人を救ったり、壊したり、守ったり、そういうのが許せんのだ」

　当人にしか通用しない勝手な理屈、狂人の理論と言って構わないだろう。

　それは善悪を無視し何もかもを破壊するという意思の表明でしかない。

「俺の妹は無意味に死んだ。何が神だ、人類の救済だ。死は無意味でなければならない、俺の妹のように、貴様も、貴様らも、無意味に死ね」

　要するに、妄執だ。

　だからこそ、白衣の男は命いのち乞ごいが失敗に終わったと理解してしまった。死神に交渉が、否、言葉が通じるはずがない。白衣の男は股こ間かんに生暖かいものが広がるのを自覚し。

「うわああああああああああああ！」

　破れかぶれ、白衣の内側に手を入れ護身用の拳銃を抜いた。

　瞬間、閃ひらめいた刃が男の首を切り落としていた。

「これで、『十席』は残り六人か」

　まだ、守部京耶は因果と記憶を喪うしなっていない。

『八月八日』より約二ヶ月後、喪失の約半年前。

『十席』にはまだ瑠る璃り子こも早はや香かもおらず、だが席次が全すべてセフィロトの必要とする人材で埋まっていた頃ころの──全盛期のセフィロト社と京耶は戦っていた。

　否、殺し合っていた。

「終わったぞ、京耶よ」

　殺さつ戮りくを余よ所そに、コンピューターを操作していた銀髪紅こう瞳どうの少女が声をかける。

　バロック、その頃から彼女は既にそう名乗っていた。

「そうか」

「うむっ、『ゲーム』のデータは入手した。長居は無用だ、撤退しようじゃないか」

　緩いウェーブのかかった長い銀髪、室内に流れる血よりも赤い瞳ひとみ、京きよう耶やの黒いロングコートと対照的な白いサマードレスで幼い体を包んでいる。

　コンピューターから抜き取ったデータを収めたフラッシュメモリをポケットに滑り込ませて彼女は立ち上がる。

　京耶は無言で頷うなずき、地下研究室を出た。

　バロックは半歩後ろから彼に続き、真っ黒い、彼の疲れた背中を見詰めて歩いた。



　地上に出るや、むわっとした熱気が二人を包みバロックは思わず端整な顔をしかめる。

「もう九月も終わるというのにこの暑さ、全く嫌になるよ」

　日差しを避けて白いリボンのついた麦むぎ藁わら帽子を被かぶり、ぼやく。

　隣の京耶に視線を向ける。

　足首まである黒いロングコート、肩にはギターケース、無論ケースの中身はギターではなく先程七人を斬きり殺した日本刀だ。ご丁寧につばのついた黒い帽子も被っている。

「そしてキミ、その格好はどうにかならないのかい。見ているだけで汗が出る」

　うんざりしたようにバロックは言った、しかし京耶は表情一つ変えず「そうか」と相あい槌づちを打っただけだ。

　汗かん腺せんが壊れているのではないかと思うほど、汗をかいている様子がない。あるいは、この殺人者は胸の内が冷たすぎて汗などかかないのか。

「なら、見なければ良い」

「私は見たいんだ」

「……知らん」

「気合を入れすぎて明後日あさつての方向に迷走するミュージシャンにしか見えないぞ」

「なら良い。擬装として充分に機能しているということだ」

　地下研究室が隠されていた雑居ビルを後に、二人はアスファルトの道を歩き出す。

　そのまま国道に出て、日ひ雁かり市し市街行きのバスに乗り込む。

　エアコンの効いたバスの中に入ると、バロックは心地良さそうに息を吐いた。

　座席は空いていたのでバロックは窓際の席に座った。京耶はその隣にギターケースを置き自分はつり革を持ってすぐ隣に立った。

　バロックはギターケースに頬ほお杖づえをつき、詰まらなさそうな顔で上目遣いに京耶を見た。

　赤い瞳には、死神のような京耶の姿が映る。

　帽子の影と長い前髪、悪い顔色のせいでわかりづらいが目の下には濃いくまがあった。

　これは聞いた話だが、最近の京きよう耶やは殆ほとんど眠らないらしい。その眠りも浅く、必ず悪夢にうなされて飛び起きる。既に、京耶にとって眠りは安らぎの時間ではない。

　本当なら睡眠不足で倒れてもおかしくない彼を、彼の殺意が支えていた。

　先程殺害した『十席』の地下研究所を捜すために昼夜を問わず奔走し、見事襲撃を成功させた。眠りを喪うしなった彼は対組織戦闘の鉄則に最適の戦士だった。

　普段は息を潜め、動くべきときは可能な限りの速度で一息に終わらせる。

　こちらの動きを悟られれば罠わなを張られる。そして、地力で勝る相手からの罠は基本的に逃れられない。

　地下研究室に一歩踏み込んだ瞬間、サブマシンガンで武装した一団なり高性能爆薬なりで京耶の人生ごと何もかもが終わっていてもおかしくはなかった。

　バロックは小さく溜ため息をつく。

　今日は勝った、今までも勝った、明日も勝てるかもしれない。

　だが、いつかは負けるだろう。そして終わるのだ。

　彼女の恋は、また、いつものように終わるのだ。

　座席の上の送風口から吹いたエアコンの風が彼女の銀色の髪を僅わずかにそよがせていた。

「どうした」

「何でもないよ」

「そうか」

「これからどうするんだい？　私としてはセーフハウスか、適当なホテルかで休むことを勧めるよ。その前に栄養補給も必要だろうがね」

　と、バロックは白いサマードレスのポケットから栄養補助食品のパック（ビスケットタイプ）を取り出し京耶に放り投げた。

　ぱすり、京耶は顔の前でそれを受け取り静かに首を振った。

「今はいらない」

「ろくに眠らず、ろくに食べず、キミは自分の体を鋼鉄製だと勘違いしてないか」

　じっ、とバロックは赤い瞳ひとみで京耶を見詰める。

　だが京耶の表情は動かない。

「食べたまえよ。瑠る璃り子こにここ数日のキミが何をしていたか、知られたくなければ」

「……わかった」

　諦あきらめたようにビスケットの包みを開け、美う味まくもなさそうにもさもさと食べ終える。

「お味はどうだい」

「血の味がする」

「キミの冗談はいつも面白くないな」

　バロックは鼻で笑った。狂った人殺しのユーモアはいつも暗い。

「水をくれ」

「私の飲みかけしかないぞ」

　そう言って、別のポケットに入ったミネラルウォーターの小型ペットボトルを渡す。

　受け取り、京きよう耶やは一口飲みペットボトルをバロックに返した。

「ありがとう」

「どういたしましてだ」

　にっ、とバロックは悪戯いたずらを仕掛けた子猫めいて笑う。

「京耶よ、間接キスだぞ」

「……貴様は段々と、愉快になる」

　さして愉快でもなさそうな無表情のまま彼は言った。

　何な故ぜか勝ち誇るように、バロックはサマードレスの薄く平たい胸を張り応じる。

「バランスの問題だとも、キミが暗いから私は明るくあろうとするのだ、感謝したまえ」

「難儀な奴やつだ」

「私を労いたわる気持ちがあるなら、キミもたまには笑いたまえよ。意外かもしれないがキミは笑うと案外にかわいいのだぞ」

「笑いかたなど、とうに忘れた」

「馬ば鹿か者ものめ、キミを無理矢理にでも笑わせる方法はいくらでもあるぞ」

「バロック、おまえは先に休んでいろ。俺は行く所がある」

「断る。私も行くぞ、どこに行くつもりか知らんがね」

「来るな」

「行く」

「面白い場所でもないぞ」

「ほう、私の他ほかに愛人でも作ったのか」

「墓だ」

　茶化すようなバロックの問いに、京耶は水に沈んだ屍かばねのような声で答えた。

　それきり、眠る訳でもないくせに瞼まぶたを閉じて何も言わなかった。



「妹は十二歳で死んだ。林りん檎ごが好きだった。病のせいで滅多に食べられないのを俺はいつも可哀かわい相そうに思っていた」



「妹の死に意味はなかった。苦しむだけ苦しみ、抗あらがうだけ抗い、足あ掻がき、無意味に何も残さず何も為なさずに死んだ──」



「俺が殺したんだ」

　そう言って、京きよう耶やは命のように赤い林檎を墓前に一つ静かに置いた。

　墓地に人影は京耶とバロックの二人だけ、夏はとうに終わったはずなのに、ひどく暑い。

　過ぎ去った八月を思い起こさせるように、太陽が眩まぶしかった。

「『八月八日』、俺の妹──今日きよう子この誕生日で、命日だ」

　京耶が口を閉じた、バロックがじっとその赤い林りん檎ごを見詰めて言った。

「知らなかったよ、キミに妹がいたなんて」

　返事はなかった、代わりに黒コートの内ポケットから出された写真を渡された。

　いくらか色あせた写真にパジャマ姿の少女が写っていた。

「今日子だ」

　肩口で切り揃そろえた黒髪、日を浴びたことのないような白い肌。

　写真の中心で幸せそうに、今にも消えてしまいそうに、儚はかない笑顔を浮かべている。

　頬ほおも、肩も、指先も、恐らくはパジャマの下の体も悲しいほどに細く。

　断だん崖がいで風に揺れる花のような、死の匂においが写真越しにすら伝わってきそうだった。

「俺が、殺したんだ」

　黒衣の、死神のような男は、懺ざん悔げのように語りだす。

　八月八日、誕生日の夜、暗い病室。

　彼女の好きだった林檎のケーキと、十二本の蝋ろう燭そくと、ささやかな誕生日パーティー。



『兄さん、わたしを抱いてくれませんか』



『わたしね、もうすぐ、わたしじゃなくなるんです』



『兄さん、お願いです』



『せめて、兄さんの手でわたしを終わらせてください』



『愛してます、ずっと』



　今も、両手に妹の首を絞めた感触が残っている。

　今も、眠ればその瞬間を夢に見る。

　今も、妹が最期に浮かべた笑顔を思い出す。

「俺は、どうすれば良かったんだろうか」

　死神のような男は、束つかの間ま、ただの迷える青年に戻っていた。

　だからバロックは、いっそ優しげな声をして問うた。

「どうして、愛してあげなかったんだい？」

「当たり前だ、妹だぞ」

　苦い声、実に当たり前の答え。

　黒い瞳ひとみがバロックを見詰め、赤い瞳は京きよう耶やを見上げる。

　銀の髪を揺らして、バロックは僅わずかに頷うなずく。声にせず、胸中で語りかける──

『だからだよ京耶。キミには絶対にわからないだろうね』

　──むしろ今日きよう子こへのシンパシーを込めて。

『絶対に、その想おもいが届かないと理解しているから。キミの妹は死をもって永遠にキミの心に残ることを望んだんだよ。傷のように、毒のように、炎のように、たとえキミが壊れても、キミの心に残りたくてしかたなかったんだ』

　今日子が残した傷を抉えぐるように、バロックは再び口を開く。

「それがどうした。そんなことは重要な問題じゃない。そんなものは理由にならない」

　じっ、と赤い瞳は京耶を見詰めていた。口調に責めるような部分は全くない。

　責める必要はない、京耶はちゃんと今日子の想いを受け取っている。

　だからセフィロト社なんかと戦っている。

　無軌道な憎悪に突き動かされ、その手を血に汚しながらのた打ち回っている。

　おめでとう、と彼女は今日子に言ってやりたい気分だった。

　哀れな女だ、と彼女は今日子に言ってやりたい気分だった。

「キミが彼女を抱かなかった本当の理由、キミは気付いているはずだ」

「理由……俺の、理由…………」

　京耶が目線を逸そらす。長い沈黙、墓地に吹く暑い風、強い日差し、小さな呟つぶやき。

「瑠る璃り子こが、いるから」

「なぁに、京耶」

　声がした。京耶が目を見開きそちらを向いた。バロックはとうに気付いていた。

　名前と同じ、鮮やかな瑠る璃り色の瞳。バロックにとっては親友とも言える少女の姿。

　バロックと同じデザインの白いサマードレスにリボンのついた麦むぎ藁わら帽子、二人でお揃そろいを買ったのだから当然のこと。

　瑠璃色の瞳は、きっ、と吊つり上がり京耶を睨にらんでいた。

　恐らく色々言いたいことはあったのだろうが、だが彼女が真っ先にやったのはしゃがんで墓前に手を合わせることだった。

「ここに来ると思ってた」

「そう……だろうな」

「うん」

　立ち上がり、瑠る璃り子こはじっ、と殆ほとんど睨むように京きよう耶やの顔、目の下のくまを見る。

「ひどい顔。何日寝てないのよ」

「いや……ちゃんと寝ている」

　瑠る璃り色の瞳ひとみがこちらを向いた。バロックは春の日差しのように微笑ほほえんだ。

「今日で四日だな」

　再び京耶の方を向いた瑠璃子の顔は、もう少し厳しさを増している。

　真夏めいた太陽に汗の一滴も浮かべなかった京耶の額に汗が滲にじんでいた。

「いや……その……」

　恐らく、彼の殆ほとんど唯一の弱点が瑠璃色の瞳をした少女なのだ。

　妹よりも大切な──とバロックは胸中で呟つぶやいた。

「食事は？」

「た、食べた」

　再び瑠璃色の瞳がバロックへ。

　バロックは白いサマードレスに包まれた薄い胸を張り堂々と答える。

「うむっ、これは本当だな。さっき、ちゃんとビスケットを食べて水を飲んだぞ」

「訂正するわ、ちゃんとした食事は？」

「むっ！　瑠璃子よ、ビスケットはちゃんとした食事だぞ！」

「私のものさしでは違うわ」

　ぴしゃりとバロックの苦情をシャットアウト、強引に京耶の手を取る。

「ごはん、作ってあげる。食べたら、シャワー浴びて寝ること。良い？」

「……はい」

　苦りきった顔で京耶は頷うなずいた。

「貴方あなたも来なさいなバロック、京耶に付き合ってたんでしょう」

「どこぞの馬ば鹿かと違って、私はちゃんと休息を取ってるぞ、少し顔を出しておきたいところがある。後でお邪魔するよ」

　嘘うそだ。顔を出すような場所はない。

「わかったわ。貴方の分は別にとっておくわね」

　頷き、瑠璃子は京耶を無理矢理引っ張って墓地を後にする。

　真っ白なサマードレスの背中で、彼女の長い黒髪が揺れていた。

　黒衣の死神のような男は、今は黒衣の死神にも何にも見えず、ただ、恋人に頭の上がらない青年そのままに引っ張られていった。

「……私には、出来ないことだな」

　二人の姿を見送り、独りぼっちになった彼女は呟いた。

　たとえば、京耶は『十席』を直接相手にするような危険な場所に瑠璃子を連れて行かない。彼女の刻印能力『朧おぼろ』は極めて有効であるにも拘かかわらずだ。

　しかし必ずバロックを伴って行く──

『立ち塞ふさがるものは全すべて俺が切り伏せる。おまえにはそれ以外を任せる』

　バロックの技能は高水準かつ横向きに広い。コンピューターの操作、情報収集、治療、トラップ等々、バックアップとしては完かん璧ぺきに近い。

　バロックは京きよう耶やの信頼を得ている──だが、そこに愛はない。

　共に戦うことは出来ても、京耶に休息を与えることは出来ない。

　束つかの間ま、死神を人間に戻すことも出来ない。

「瑠る璃り子このようには」

　ふっ、とバロックは名前と同じように『歪ゆがんだ』笑みを浮かべた。

「今日きよう子こ、京耶の妹よ。私はキミに憐れん憫びんの情を覚える。そして幾らかの責任もね」

　人気のない墓地、燃えるような太陽、赤い林りん檎ご。

　哀れな女の眠る、無機質な墓石を彼女は見詰める。

「かつて人に恋をした天使がいた」

　ばさり、と、彼女の背に二対四枚赤と黒の翼が生える。

　絶対不可侵の象徴、天使の証あかし、数千年の時を経て現在に残る存在。

「まだ世界が人間のものでなかった時代、今は『遺産レガシー』となった無数の幻想がいた神話の時代、空に無数の天使が舞い人間と共にあった時代のことだ」

　数千年の過去を思い起こすように遠い、赤の眼まな差ざし。

「天使の恋は叶かなわなかった。今は守もり部べ京耶と呼ばれている男が選んだのは、今は楠くすの木き瑠璃子と呼ばれている女だった。それでもね、私は彼らが好きだったんだ」

　二対四枚の翼を背負う天使は自じ嘲ちようめいた笑みを浮かべる。

「『因果』というものが存る。あるいは絆きずなと呼んでも良い。人と人を結びつけるものだ。しかし、それは決して永遠ではない。むしろ酷ひどく脆もろいものだ。互いが遠く離れ忘れてしまえばやがて消える程度のものだ」

　自嘲の笑みは消えず、肩をすくめるように彼女の翼が揺れる。

「なのに、あの二人は永遠の恋人になってしまった。何度生まれ変わろうとも、遠く離れていようとも、憎しみ合っていたとしても、二人は出会い必ず結ばれる」

　何な故ぜだと思う、と、彼女はそこにいない今日子に向かって問いかけた。

「私がいるからだ。私が京耶と瑠璃子を結びつける。私があの二人を覚えている、あの二人が恋人であったことを強く強く覚えている。京耶と瑠璃子の『因果』をこの私が結び続ける。だからキミの恋は決して叶わない、私の恋と同じように、永遠にだ！」

　赤い瞳ひとみに嫉しつ妬とと憤ふん怒ぬを込めて天使は叫んだ。

「……だから今日子、キミのやり方は正しかった。キミは京耶が死ぬまで、永遠に、彼の心に残り続けるだろうさ。私には出来なかったことだ」

　びょう、と不意に強い風が吹いた。

　風は緩いウェーブを帯びた長い銀髪をなびかせ、麦むぎ藁わら帽子をさらって行った。

　赤と黒の羽が僅わずかに宙を舞う。

「私という天使が、あの二人の愛を永遠に結び付けている」

　かつて初めてその考えに到達したとき、彼女は笑い出してしまった。

　今もまた、久しぶりにその頃ころの気持ちを思い出した。

　風になびいた銀の髪が、ふわりと彼女の肩に落ち、零こぼれた前髪が表情を隠す。

　身を屈かがめ、バロックは墓前に置かれた赤い林りん檎ごを手に取った。

「皮肉なものだよ」

　しゃりっ、小さな口が林檎を齧かじる。

　白い林檎の果肉が覗のぞき、彼女の口には酸味の混ざった甘さが残る。

「──私こそ、どうすれば良かったのだろうね」

　墓地に答えるものはなく、風も止やみ、ただ静寂だけがある。

　真夏のような太陽が彼女の銀髪をキラキラと、天使の翼のように輝かせていた。

　孤独な天使だけが、死者の眠る地に佇たたずんでいた。










第九話　裏切りのターキッシュデライト



「何よあれ……京きよう耶やと、私と…………夢、じゃないわよね」

「夢だよ瑠る璃り子こ。夢でなければ何だと言うんだい」

「だってあの光景、あの京耶は確かに──」

「あれが夢でなかったとして、我々の現在に何か変化があるとでも？」

「っ……貴方あなた」

「その程度のものだよ。終わったことなどそんなものだ。覆水盆に返らず、諸行は無常、死は常に無意味で、死者は決して蘇よみがえらない。天使は未いまだに人を救えず、私は数え切れないほどの失恋を積み上げる。虚むなしいものだ」

　大おお袈げ裟さに、銀の髪を揺らしてバロックは肩をすくめた。

「それとも、心優しいキミは私を哀れんで京耶の前から立ち去ってくれるのかい？」

　挑発的な物言いに、瑠璃子の瞳ひとみがつり上がる。

　バロックが皮肉に笑う。

「そうだ瑠璃子、それで良いのさ。私はそういうキミがとても好きだよ」

「良いわ、私たちの目的地は『死者の館エリユードニル』、目的は『ニコラ・テスラの鉄金螺ら旋せん』捜し、私たちがここにいる理由はそれよ」

「二人とも、あれ、見て」

　彼女たちが歩いている地形と同じく不毛な言い争いは、早はや香かの一言で終わった。

　凜りんとした彼女の眼まな差ざしと同じ方向を、赤と瑠る璃り色の瞳ひとみもまた向いた。

『死者の館エリユードニル』が、そこにあった。

　紫とクリーム色のツートンカラーの、酷ひどい悪趣味な館やかたがそこにあった。

「……なんだい、あれは？」

「さ、さあ？」

　京きよう耶やたちと同種の困惑を抱きつつ、彼女らは『死者の館エリユードニル』のドアを潜る。

　すると、クラッカーの音と青白い肌の楽隊によるファンファーレが鳴り。

「フハハハハ、ようこそ、カジノ『死者の館エリユードニル』へであるぞ！」

「ようこそ、カジノ『死者の館エリユードニル』へ！」

　赤と白、二人のバニーガールがバロックたちを出迎えた。

　林のように立ち並ぶスロットマシーン、葡ぶ萄どうのように吊つり下げられたシャンデリアの灯あかり、上質の絨じゆう毯たん。

　バロックたちは、館の中を目にして揃そろって何とも言えないような顔をする。

「意味が、わからない」

　早香の呟つぶやきは、恐らく彼女たち全員の心境を代弁したものだった。

　出迎えのバニーガールはオーソドックスなスタイルで、頭にウサミミ、肩が出て背中の開いたバニースーツ姿、黒い網タイツとヒールのついた靴をはいている。

　高笑いした赤いバニーガールは、言わずと知れたレイニーデイズ。

　赤毛のツインドリルヘア、歯車模様の瞳、赤いバニースーツの胸元は大きく膨らみ深い谷間を形作る。

　ぱっつんぱっつんである。バニーガール姿の方が、普段の白衣にボンデージより露出度が低いというある意味では凄すごい女である。

　どうでも良いが、自称悪の天才科学者だ。

「おやぶんだー」「わーい」「ひさしぶりー」

　バロックたちの道案内をしていた妖よう精せいたちが、ちょろちょろと嬉うれしそうにレイニーデイズの足元を回っている。

「フハハハハハ！　遅かったではないか諸君、随分と待たされたのであるぞ」

「本当ですよ！　まさか一ヶ月も会えないなんて、わたしの瑠る璃り子こセンパイ分はとっくにエンプティーですから早速補充させてくださーい！」

　もう一人の白いバニーガール、彩あや乃のがちょっと泣きそうな顔で瑠璃子に抱きつく。

　二つ尻尾しつぽに結んだ金髪とその上に載せたウサミミを揺らし、殆ほとんどタックルの勢いで。

「一ヶ月って何よそれ、ああもう、くっつかないで」

　驚いた隙すきに、瑠る璃り子こはまんまと抱きつかれてしまった。そして一度抱きついた彩あや乃のはそう簡単には離れてくれない、ぐいぐいと瑠璃子は手で押しのけようとするが彩乃はぎゅーぎゅーと蛸たこの如ごとく引っ付いて離れない。

　この小さな体のどこにこんなパワーがあるのか。

「くくっ。もてもてだな瑠璃子よ」

「うるさいわね！」

　たっぷり五分は経たっただろうか、ようやく瑠璃子が無駄な抵抗を諦あきらめた。

　彩乃は瑠璃子の腕にぎゅーっと抱きつき頬ほお擦ずりし、ご満悦の様子だ。

　改めて彩乃のバニーガール姿を見れば……

　金髪ウサミミ、良い。顔、可愛かわいらしい。体、小さい、薄い、平たい。

　白いバニースーツの胸元は余り気味で、うかつに前まえ屈かがみになると隙すき間まから見えそうだ。

　ぱっつんぱっつんで零こぼれ落ちそうな赤いバニーガールのレイニーデイズとは対照的だ。

　小こ兎うさぎガールとでも呼ぶべきか、色気よりも可愛らしさが勝っているせいで何だかお遊戯めいて平和な雰囲気がする。

　無論──これはこれで、魅力的であることは言うまでもない。

「ん、一ヶ月が、良くわからないけど、無事でよかった」

「そうね、一ヶ月ってどういうこと？　まだ出発から……半日少し、長く見積もっても一日は経たってないでしょうに」

「フハハハハ！　その疑問には悪の天才科学者レイニーデイズがお答えしよう。我が英知の導き出した推理によれば空間が──」

「空間の歪ゆがみが、時間の流れに影響を与えているのだろうね」

　白衣を翻すようなポーズをして嬉うれしそうに解説を始めたレイニーデイズが硬直する。

　割り込んだバロックは、続けて言う。

「まあ細かい理屈はさておき、空間の歪みを移動するごとに時間の経過が速くなったり遅くなったりしているんだろうね。どこぞの浦島太郎だよ。下手をしたら時間が逆送していた可能性もあると考えれば幸運な方かもしれない」

「……せやね」

　力なく肩を落とし、レイニーデイズが頷うなずいた。

「まったくとんでもない場所ですよ、都市外縁部は」

「まったくその通りね、だからそろそろ離れなさい」

「えー」

　べたー、すりすりすりすりと、白バニーガールの彩乃は飽きもせず瑠璃子の腕に抱きついている。顎あごの下を撫なでられた猫のようにご機嫌だ。

「ところで、二人は、どうして、バニーガール？」

「フハハハ、恥ずかしながらここのオーナーと鉄金螺ら旋せんを賭かけた勝負をして負けてバニーガールとして働くことになったのである」

「ぶっちゃけ、わたしたちだけじゃどうにもならないので、瑠る璃り子こセンパイたち待ちでした……一ヶ月も待たされるとは思いませんでしたけど」

「ふむ、なるほどな。つまり、ここはやはり『死者の館エリユードニル』で、目的の『ニコラ・テスラの鉄金螺旋』はここにあるのか」

「どうでも良いけど、これのどこが『死者の館エリユードニル』なのよ。事前情報と全然違うじゃない」

　呆あきれたように、彼女は瑠る璃り色の瞳ひとみで周囲を眺める。

　シャンデリアに照らされ、楽隊の演奏が流れ、赤い絨じゆう毯たんが敷き詰められた広大な館やかた。

　スロットマシーン、ポーカー、ルーレット、広大なカジノと無数の客。

　眺める瑠璃子の視線が固まる。

「フハハハ、オーナーがヘルから『悪神』ロキに代わっていたせいである。このレイニーデイズも事前情報との違いには驚いたのであるぞ」

「ロキ……北欧神話一番のろくでなしか。カジノは彼の趣味というか」

「彼じゃなくて、彼女でしたけどね」

「変身魔術の使い手に、性別や外見はさして意味がないのであるな」

「要するに、変な人。そう思えば、良い？」

「概おおむねそれで正しいと思うよ」

「ん、ところで京きよう耶やはどうする。待つ？」

「それは待つしかないだろうな」

「いるわよ京耶──」

　氷のように瑠璃子が言い、バロックと早はや香かが瑠璃子と同じ方を向いた。

　彩あや乃のとレイニーデイズは表情を曇らせ、互いに目配せをした。

「あらぁ、久しぶりのお客さまねぇ。歓迎するわぁようこそ死者の館エリユードニルにぃ」

「……」

　スロットマシーンの森の中からやって来る一組の男女。

　女は男の腕に自身の腕を絡めて、恋人同士のように歩いて来る。

　腰に剣をさした黒い服の男と紫色のバニーガール──京耶とロキ。

「京耶！」

　思わず、バロックと早香が叫んだ。

「……」

　京耶は何の反応もしなかった。聞こえていないはずはない、しかし、その顔はデスマスクめいてぴくりとも表情を動かさず、ただバロックたちを一いち瞥べつしただけだ。

「んぅ？　もしかしてぇ、わたしの『稲妻』のお友だちなのぅ？」

　ロキは京きよう耶やの腕に自身の腕を絡めたまま、可愛かわいらしく小首を傾かしげた。

「殺す」

　氷の声で瑠る璃り子こが言った。

「幻象武装コネクト──」

　何の躊ちゆう躇ちよもなく彼女は『遺産レガシー』を呼ぼうとする。後のことなど何も考えていない。

　殺すと宣言したからには殺す、そういう空気を一瞬にして瑠璃子は纏まとった。

　ぎゅっ、抱きついていた手を引っ張るようにして彩あや乃のがそれを止めた。

「落ち着いてください瑠璃子センパイ」

「あの、そっちの二人も、落ち着いてな。今、詰め寄ってもどうにもならんから」

　瑠璃子に続きかねないバロックと早はや香かはレイニーデイズが制止する。

　一応、彼女たちは動きを止めた。

　赤と、瑠る璃り色と、刃の如ごとき眼まな差ざしはじっとロキを見据えている。

　別に彼女たちを代表したわけでもなかろうが、バロックが口を開いた。

「『稲妻』と京耶を呼んだな、京耶は『稲妻』──『戦神』トールではないぞ『悪神』」

「あらぁ、そんなことわかってるわよぅ。でもねぇ、京耶ちゃんの剣捌さばきを一目見て思い出しちゃったんだから仕方ないじゃなぁい。とても、素敵だったわぁ」

　ほう、と恍こう惚こつの息を吐きロキは恋する乙女のように頬ほおを染める。

「やっぱり殺すわ」

「だから落ち着いてください瑠璃子センパイ！」

「止めない、加勢する」

「あかん、常識人枠やと思てた早香さんまで壊れた！」

「落ち着きたまえよ二人とも」

　あくまで冷静に、バロックは言う。

「この女をぶち殺すのは後で良い、貴様、京耶に何をした」

　異常なまでの京耶の無反応無表情、今も自分の話だというのに無言のまま佇たたずんでいる。

　うふっ、とロキはわざとらしく笑いぎゅっと京耶の腕を抱きしめた。

　ぎちり、とバロックの口元から音がした。冷静に見えたバロックだったが、その実は冷静さを装っているだけだ。赤い瞳ひとみはぎらつきつり上がり、肩がわなわなと震えている。

「京耶先輩はわたしと一緒に『死者の館エリユードニル』に到着しました。そのまま目的の鉄金螺ら旋せんを賭かけてオーナーと勝負をしたんです。種目は決闘で相手はリザードマンでしたが……」

「まさか、京耶が、負けたの？」

「いいえ、勝ちました」

　彩あや乃のが苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔をして、金の髪を揺らして小さく首を振る。

「文字通り、守もり部べ京きよう耶やはいっぱい食わされたのであるよ。『裏切りのターキッシュデライト』、洗脳というか催眠というか、そのような効果を持つ魔法の菓子であるな。さすがは神だ、その手の魔法も心得ていたということであろう」

「ほう、やってくれたじゃないか」

「だまし討ち、最低」

　事情を聞いたバロックたちの視線に怒りが混ざるが、ロキは飄ひよう々ひようとしたものだ。

「えぇー、だってぇ、欲しくなっちゃったんだから、仕方ないでしょうぅ」

「そうね」

　瑠る璃り子この左手が閃ひらめいた、彩乃が止める暇もなかった。

　巫女服の袖口に仕込んだホルスターから小型拳けん銃じゆうを引き抜くと同時に撃つ。

　二連射、連続した銃声──鞘さや走ばしり、稲妻の如ごとき剣けん閃せんが銃弾を叩たたき落す。

「残念でしたぁ、京耶ちゃんはわたしのとっても頼りになるボディーガードよぅ」

　恋人を自慢するように、京耶の腕にロキは頬ほおを擦こすりつけた。

　やはり京耶の反応はないが、バロックたちを煽あおるには充分だった。

　瑠璃子は小さく舌打ちをして、長い黒髪をかき上げる。

「当たらなかったのは残念だけど、撃ってすっきりしたわ」

　この言い草には、バロックのみならず早はや香かもロキも笑ってしまった。

「さて、我々の中で一番沸点が低い激情家が落ち着いたところで交渉に入ろう。ロキよ、我々の目的はキミが所有しているという『ニコラ・テスラの鉄金螺ら旋せん』だが、京耶をくれてやるわけにもいかない。早速だが、勝負をしようじゃないか」

「ふふふふふ、良いわよぅ。あなたたち、何だか面白い匂においがするわぁ」

「ん、勝負の方法は何？」

「手っ取り早く、これで決めましょうかぁ」

　そう言い、ロキは紫色のバニースーツの胸元、谷間に手を入れダイスを二つ取り出した。

「二つ転がしてぇ、数が多かったほうの勝ち、一回勝負よぅ。わたしが勝ったらそうねぇ、あなたたちもバニーガールになってもらおうかしらぁ」

「良いだろう、我々が勝てばまず京耶を返して貰もらうよ。レイニーデイズ、優先順位はそれでも構わないかい」

「ふはははは、無論である。このレイニーデイズ、仲間を見捨てて自分の欲望を優先させるほど腐ってはいない！」

　悪の天才科学者がそれで良いのかはともかく、レイニーデイズは久方ぶりに赤いツインドリルヘアとバイーンな胸を揺らして高笑いを上げた。

「ありがとう、では、始めようか」

　こうして始まったロキとの勝負だが──。

　三人とも負けた。

　バロックなどは『銀の追憶リグレツト』の刻印能力──ごく短い時間を巻き戻しても負けた。



「これで良い、私たちが三人とも容易たやすく負けた。想定どおりじゃないか」

　早速、更衣室でバニーガールに着替えバロックは言った。

「これで、相手の懐に飛び込めた。バニーガールならばカジノのどこを歩いていても不思議はない実に良い立場だが……しかし」

　バロックは彩あや乃のを見て、次に自分の白いバニーガール姿を見た。

「どうして私が彩乃と同じ白いバニーガールなのだ？」

「仕方ねーですよ。だってサイズ似たような感じですもん」

「……うむっ、そうだな」

「わたし、中学三年生ですけどね。本当は」

「私は高校二年だが、何が言いたいのかな」

「いえ別にー、なんでもねーです」

　銀髪と金髪の白いバニーガールが二匹、微妙な対立を作り出していた。

　髪の色こそ違うが二人ともツーテール、二人とも顔立ちは整っているがバロックはややクールで彩乃は明朗快活と性格を映したように多少の差がある。

　身長は殆ほとんど同じで、体重もそう差はないだろう、猫のようなしなやかな足に網タイツとヒールの組み合わせも悪くない。

　小柄で華奢な体つきは共通しているが──ただ一点、胸部だけはぴっこりさんなバロックと、それなりほどほどさんの彩乃という明確な差があった。

　首から上を隠しても、そこだけで二人を間違える者はいないだろう。

　だがそれも。

「ふっ、どんぐりの背比べね」

　黒いバニーガールになった瑠る璃り子こが長い黒髪をかき上げ、豊かな胸の谷間を強調するように腕を組む。バロックや彩乃の胸部など、これと比べれば子どもの玩がん具ぐ。

　赤い唇には勝ち誇ったような笑顔すら浮かべている。

　ぐぬぬぬ、と悔しげにバロックが歯は噛がみするが差は歴然である。

　元々大人びた容姿の彼女が黒いバニーガールになれば、これはもう、鬼に金棒。

　誘われたらホイホイ着いて行きたくなるような色気に満ちている──バニースーツで強調された胸元と、網タイツで飾られた太ふと股ももから尻しりへのラインに勝てる男がいようか。

　いない。むっつりぼっちの京きよう耶やなど一瞬で陥落するだろう。

「貴方あなたもそうは思わない、レイニーデイズ」

「フハハハ──うえっ、な、なしてそこでうちにふるのん！」

　日課の高笑いをしている最中に、大変答え辛づらいことを聞かれてうろたえるレイニーデイズ、助けを求めるように視線をきょろきょろ、赤いツインドリルと瑠る璃り子こに勝るとも劣らない胸がばいんと揺れる。

　小さ目のバニースーツはぱっつんぱっつんだ。

「あ、早はや香かさんはどない思います？」

「え？　その、私は……ええと」

　早香はちょっと珍しい青いバニーガールだった。髪型はいつもの片側三つ編みで左腕には包帯をぐるぐると巻いている。普段は刀のように凜りんとした彼女だが、バニーガール姿が落ち着かないのかもじもじと体を揺らしていた。

「……恥ずかしい。前のチャイナドレスも、これも、何だか、恥ずかしい格好、ばかりしている、気がする…………」

　恥じらっておられた。

　水着のようなものだと割り切ればよいのに、胸元や腰を気にしてくねくねとしている。

「早香よ、そういう仕草が逆に人目を引くのだぞ？」

「そう、なの？　でも、恥ずかしいものは、恥ずかしいし……」

　困ったように、少し頬ほおを染めて唇を尖とがらせた。

　剣術で鍛えられた体は引き締まり健康的だが、プロポーション的には至って普通。

　しかし、恥ずかしがる姿は何とも言えずそそるものがある。

　もじもじしている姿を見るだけで、世の男性がちょっと幸せになれそうなそういう雰囲気が彼女の体にはあった。

「あのー、それなら、エプロンつけます？　腰から下のハーフエプロンですけど少しは気にならなくなるかも知れませんよ」

「本当！　ありがとう、うん、エプロンをつける」

「はいはいっと、じゃあ、これですどうぞー」

　早香は嬉うれしそうに、彩あや乃のが持って来たフリルつきのハーフエプロンをつけた。

「ん、良い感じ、かも」

　くるり、ふわり、はらり。

　その場で軽く一回転、片側だけの三つ編みが揺れて、ハーフエプロンがスカートのようにめくれて落ちた。

　露出度が減ったから安心だと思っている早香だが、他ほかの四人は同じことを思った。

　エプロンつけてる方が、恥ずかしいんじゃないだろうか──

　親切な彼女たちは、当然、誰だれもそれを指摘しなかった。

「ところで、彩乃にレイニーデイズ、キミたちは一ヶ月ほどこのカジノで過ごしていたのだろう。京きよう耶やの洗脳を解く方法に見当はついてないかい？」

　バニー談義を打ち切るように、これからの話を始める。

　ノーマルバニーより恥ずかしそうな早はや香かのエプロンバニーは気にしない。

「うむっ。レイニーデイズが観察するにターキッシュデライトの魔力は長く持たぬようだ。一日に最低一度程度、ロキが守もり部べ京耶にターキッシュデライトを与えているのを見た。効果が切れるまで守部京耶を遠ざけるか、いっそ我々がターキッシュデライトを与えて洗脳を上書きすれば良いのである」

「前者はこの館やかたが相手のテリトリーであることを考えると難しいな、京耶を無力化して拉ら致ちする方法もあるが……」

「それは困るのである。そもそもの目的である『ニコラ・テスラの鉄金螺ら旋せん』が手に入らぬのでは何のためにここまで来たのかわからぬ」

「わかっているよ。鉄金螺旋の保管場所は突き止めているかい？」

「無論である。ロキのプライベートエリアにある重要度の低い品物を収めた倉庫に保管されておった。しかしこれが大物でな、こっそり持ち出すのは殆ほとんど不可能である」

「ん、なら、ターキッシュデライトを盗んで京耶を助ける？」

「それが出来たら良いんですけど、ロキさんがターキッシュデライトの小箱を肌身離さず持ち歩いているんですよね」

「お風ふ呂ろに、入ってるときとか」

「残念だが、入浴中も就寝中も小箱を持っているのである。おまけに守部京耶が常にロキの傍そばで護衛をしていてどうにもならんのであるよ」

　お手上げ、とばかりにレイニーデイズが両手を挙げた。

「ふぅん、そうかい常に傍にね」

「あらまあ、面白い話だこと」

「……不潔」

　バロックと瑠る璃り子こが獰どう猛もうに笑い、早香の眼光が鋭さを増す。

「ふんっ、あの色ボケめ。京耶を『戦神』トールの代用品扱いか。自身の悪友に懸想するとはね、変身魔術で女になって心の方まで女に近付いたか」

「私の京耶がたかが神の代用品扱いとは不愉快な話ね」

「不誠実。そういうの、よくないと、思う」

「ああ、私も同意見だ。私たちが所有権を主張して争っている男を、魔法の菓子で洗脳して横取りされてはねえ」

「屈辱を与えてやりましょうか、ああ、面白くなってきたわ」

「私も、本気で、やらせてもらう」

　背筋がぞくりとするような空気を、女たちが発していた。

　彼女たちの笑顔は深みを増し、その眼光は加速度的に研ぎ澄まされて行く。

「フ、フハハハハ、た、頼もしいではないか」

　若干引ひき攣つった声で、レイニーデイズが笑う。彩あや乃のもちょっと頑張って頷うなずいた。

「そ、そうですね……うんっ、ちょっと怖い瑠る璃り子こセンパイもいける！」

「何を言ってるのよ貴方あなたは」

「わーい、律儀にツッコミを入れてくれる瑠璃子センパイが好きです」

「はいはい、ありがとう。良いからこれからの方向性だけは決めましょう」

　バロック、瑠璃子、早はや香か、彩乃、レイニーデイズ。

　彼女たちは互いの顔を見て、互いに頷き合った。

　代表するように、バロックが口を開く。

「我々は京きよう耶やを取り戻す、『ニコラ・テスラの鉄金螺ら旋せん』も手に入れる。ついでにあのロキにも痛い目を見せてやる。楽しくなってきたじゃないか！」

　京耶奪還と『ニコラ・テスラの鉄金螺旋』奪取。

　共通の目的に向かう少女たちは、京耶を巡る立ち位置的対立を忘れて手を結んだ。



　同じ頃ころ、ロキは溺おぼれていた。

『死者の館エリユードニル』には寝室も多くある。最近のロキは、そのうちで最も小さな部屋を好んだ。

　ベッドとサイドテーブルの他ほかには殆ほとんど何もない部屋だ。

『病』と名付けられた寝台や『輝く禍い』と呼ばれる天てん蓋がいは主寝室──家一軒が入るほどに大きく、館やかたの本来の持ち主であるヘルが愛用した部屋にある。

　ここにあるのは、真っ白なシーツの、ただの、ベッドだ。

「でも、ここが一番良い」

「……」

　ベッドの上に、仰向けの京耶が横たわり、その上にロキがのしかかっていた。

「あなたのにおいで、このひぇがいっぱい。わたしはそれに包まれ、とても幸せな気分で夢を見る。懐かしき、喪われてしまった過去の夢を」

　粘つくような過度に女を意識した喋り方もなく、むしろ淡々とした口調で彼女は言う。

　腰の上に座るようにして、じっと、彼を見詰めていた。

　カジノで見せた道化めいた態度はなりを潜め、遠い場所に取り残された少女のようでしかない心細げな眼まな差ざしで見詰めていた。

　しかし所しよ詮せんは無意味な慰め、彼女もまた哀れな過去の虜囚に過ぎない。

　自覚があるのかすらわかりはしない。

　少女の顔、僅わずかに頬ほおが赤らみ、瞳ひとみは潤む。

　ある種の子猫のように、なだらかな曲線を描く少女の体。つん、と尖とがった若い乳房に、きゅっと締まった腰のくびれと小さな尻しり。

　白くなだらかな肩には、紫の髪がさらりさらりと流れている。

　床の上には脱ぎ散らかされた黒い服とバニースーツが放り投げられ、寝室に入ると殆ほとんど同時に二人がベッドの上へ行ったことを示していた。

　かちゃり、サイドテーブルに置いた陶器の小箱から小さな菓子をロキは取り出す。

　指先で摘まむほどの一口サイズのゼリー菓子──『裏切り』の魔力を込めたターキッシュデライト。

「さあ、今日も甘いお菓子をあげる」

　小さな唇にターキッシュデライトを挟み、デスマスクめいた京きよう耶やの顔に唇を寄せる。

　ターキッシュデライトの魔力で意識を縛られている京耶は反応を示さない、半ばの反射動作として僅わずかに口元を緩めただけだ。

　ロキの唇が触れる、長い舌がターキッシュデライトを京耶の口内に運ぶ。

　体を揺さぶりながら、貪むさぼるような口付けを求める。

　甘いターキッシュデライトが溶けてしまいそうなほど執しつ拗ように、互いの唇も、舌も、歯も、吐息も、全すべてが甘くなってしまうことを望むように彼女は舌を絡ませる。

　ぬらりぴちゃりくちゅり、舌の絡む音がする。

　京耶の反応はない、ロキの一方的な蹂じゆう躙りんであり精一杯の奉仕でもある。

　彼に表情はない、愛を囁ささやくこともないだろう、ただ、体温だけはそこにある。

　その体温こそが、彼女の真に貪りたいもの。

「ああっ……」

　恍こう惚こつの溜ため息と共にロキが唇を離す、ターキッシュデライトを飲み込んだ京耶には反応らしい反応もない。

　口付けの後で数秒だけ浮かぶ満ち足りたロキの顔、数秒後には寂しげなそれに変わる。

　彼女は理解している。

　こんなものは人形遊びだ。無意味な慰めだ。

　彼の剣に懐かしい『稲妻』を見た。彼女は望んで過去に囚とらわれる。

「でも、みんなみんな、死んでしまった」

　喪うしなわれたものを取り戻すというのは、本質的にそういうことだ。

　人形遊びの虚むなしさは、数を重ねるごとに募るだけだ。

「いっそ、また子どもでも産んでみようか」

　素直に泣けるほど素直でもなければ、ターキッシュデライトの魔法を解くほど潔くもなく、『悪神』ロキの独り遊びは続く。

　今日も、明日も、明後日も……終わりなく。

　何一つ、果実を結ぶことなく立ち枯れる林りん檎ごの樹きにも似て。



　バロックたちがバニーガールになり、半月が過ぎた。

　その間に目立った動きは一つもない、延々と続く下調べだけだ。

　広大な館やかた、広大なカジノ、広大なプライベートエリア。

　まずは見取り図を作った。

　次は実際に館の内部を歩き回り、見取り図には描ききれていない情報を吸収する。たとえば、ある地点から別の地点まで歩いて移動するのに必要な時間とかそのようなことだ。

　また色々な場所に顔を出し、青白い肌の使用人たちが、見張りたちがどのようなスケジュールで動きどのような配置をされているのかをひたすら調べ記憶するのも必要だった。

　バロック、瑠る璃り子こ、早はや香か、彩あや乃の、レイニーデイズ──五人掛かりで半月を費やしてそれらを調べ上げた。

　本当に地味で、目立たず、特筆することはなく、そのくせに手間と時間だけはかかる下調べが──今日、終わる。

　午前十時ごろ（『死者の館エリユードニル』には時計がなく、ニヴルヘイムには昼夜がない、これは彼女らが便宜的に設定した時刻である）。

「オーナーよ、私ともう一度賭かけをしろ」

　バロックはロキの寝室に乗り込んだ。

　狭い寝室、部屋に充満する甘ったるいにおい、サイドテーブルに置かれたターキッシュデライトの小箱、乱れたベッドの上にはデスマスクめいた無表情の京きよう耶やと、パープルブロンドの髪をぼんやりと指先で弄いじるロキがいる。

　二人が何をしていたかなど、容易たやすく想像がつく。

　バロックは全すべての感情を抑え込んで告げた。

「私は決闘を望む、京耶を賭けて──闘技場で」

「いいわよぅ」

　ロキは受けた。本来なら受ける必要はなく、バロックの種目指定を聞き入れる理由もない。それをあっさり受けたのは。

「なら、わたしは代理戦士を出すわぁ。わたしの可愛かわいい、お人形さんよぅ」

　林りん檎ごに口付けるように、京耶の頬ほおに唇を寄せてロキは言った。

　彼女の脳裏には、京耶が対リザードマン戦で見せた稲妻の如ごとき剣の姿が映っていた。

　どこまでも過去に囚とらわれたロキは、過去から逃れるための人形遊びの虚むなしさを、過去を思い返すことによってしか埋められない。

　バロックが唇を噛かんだ──哀れな女だと、内心で思った。

　瞬間、ロキの姿が自分自身にダブった。

　自分があのターキッシュデライトを手にしたら、同じことをしないですむだろうか。

　一番最初の守もり部べ京きよう耶や──神話の時代、彼女の初恋、穢された純白の翼。。

　バロックもまた、過去に囚とらわれ因果に呪のろわれた女でしかない。

　思考を振り払うように、バロックは銀色の長い髪で弧を描くように大きな動きで背中を向けて歩き出した。

「先に、闘技場へ向かわせてもらうよ。シャワーでも浴びて、その甘ったるい匂においを落としてから来たまえ」

　返事は待たなかった。



　冗談めかして『ロキのヴァルハラ』と名付けられた闘技場、八角形の石のリングの上でバロックと京耶が対たい峙じする。

「懐かしいな。いつだったか、キミが覚えてもいないような大昔には毎日のようにこんなことをしたけれど。うん、あれはあれで楽しかったな」

「……」

　バロックが声をかけるも、デスマスクのような京耶の表情は動かない。

　ターキッシュデライトの魔力は、彼の精神を殆ほとんど完全に抑え込んでいる。

　銀色の長い髪にウサミミ、小さくぴっこりと平たい体に白いバニースーツ。

　普段ならば何らかの反応を示すだろうバロックの姿にも反応はない。

　京耶は飾り気のない黒服姿で、黄金剣ネームレスを腰に差し無言のまま佇たたずんでいる。

　彼の背後、バルコニー状の観客席にはロキの姿がある。傍らには青白い顔の使用人が目立たぬ造花のように控え、小さなテーブルが用意されていた。

　テーブルの上には蜂はち蜜みつ酒とターキッシュデライトの小箱がある。

　紫色のバニーガール──ロキは子どもめいた顔に似合わない物憂げな表情で、眼下のリングで対峙する二人を眺めている。

　バロックは、意識からロキの存在を外し京耶だけに集中した。

「ずっと、まだ世界が神話に満ちていた時代からキミを見ていた」

　じっ、と赤く熱い瞳ひとみで彼を見詰める。

　しかし操られる京耶の目には何の温度もなく。

　見詰め合うほどに温度差を感じて少し悲しくなる。

「思い出だけなら、瑠璃子より私の方がずっとたくさん持っている」

　バロックは微笑ほほえんだ。

「すぐに、キミを取り戻そう。だから少しだけ待ちたまえ」

　そして、彼女は自らが有する『遺産レガシー』の名前を呼んだ。

「『幻象武装コネクト・果てなる赤色アルケミスト・ウロボロス』！」

　両の掌が十字に裂け、流れた血が武器を象かたどる。

　右の手に赤き血の刀を、左の手に赤き血の銃を。

「《舞踏服ドレスアツプ》」

　更なる鮮血が、バニースーツを裂いて白い肌にも鮮やかな真紅のドレスを編み上げる。

　大胆に、優雅に、バロックに相応ふさわしく。

　胸の中央、二つの膨らみの間に位置する罅ひび割れたハートの標しるし──『銀の追憶リグレツト』の刻印を彩るように肩口から胸元、臍へそまでを大きく開けたデザイン。

　半分に割った花のようなスカート、純白の長手袋、ガーターベルト留めの白いニーソックス。

　ばさり、鮮血が大きく開いた背中に一対の赤い翼を形作る。

　本来ならば二対四枚の翼を持つ天使たる彼女に似せた、『遺産レガシー』の力だ。

「さあ京きよう耶や、私と踊ろうじゃないか」

　手招くように赤い刀の切っ先を、黒服の京耶に向けた。

　瞬間。

　決着がついた。

「──ッ」

　バロックの耳に届いたのは鋭く息を吐いた音だけで、バロックの赤い瞳ひとみに見えたのは稲妻のように鋭い一瞬の剣けん閃せんだけだった。

　突──と。

　胸と胸の間、罅割れたハートを射抜くように黄金剣ネームレスの切っ先が貫いていた。

「『銀の追憶リグレツト』よ！」

　バロックが叫ぶ、一日一度だけごく短い時間を巻き戻す力を発動させる。

　来るとあらかじめわかっている京耶の刺突を、背の翼を使ってまで大きく右後方に跳び辛うじて回避する。

　一瞬前まで彼女の体があった場所を、稲妻のような剣閃が通り過ぎた。

　追撃はなく、ゆらり、死人の顔をした京耶がバロックに向き直る。

　黄金剣ネームレスを無造作にぶら下げ切っ先は地面を指す──無形の位。

　数秒遅れて、舞踏服に身を包んだバロックの全身から汗が吹き出た。

「ハハハハハハハ──！」

　同時に、自分でも理解不能な笑いが込み上げて来た。

「凄すさまじいなキミは、ここまでか、ここまでだとは思いもしなかった！」

　京耶を過小評価していた。

　絶対不可侵である天使の力を使っていないにしても、客観的な視線で自らと京耶の実力を比べればまだ自分が有利であると考えていた。

　その結果が、先程の攻防とも呼べない無様な『逃げ』だ。

『人を殺してはいけない』

　人間が当然持っているべき倫理を完全に捨て去った死神の剣、眼前にあるものを斬きるためだけに存在する剣。即すなわち、剣の為ための剣。

　奇くしくも、ターキッシュデライトの魔力により精神を封じられているからこそ発揮された京きよう耶やの真の実力をバロックは見せ付けられた。

　これが本物の死神の剣だ。

　これが百パーセントの守もり部べ京耶だ。

　少しの冗談も混ざらない口調で彼女は言う。

　じんわりと、体の芯しんから熱くなるような性感に似た恐怖が在るのだと初めて知った。

「惚ほれ直したよ、京耶」

「……」

　当然のように返事はない。

　胸中でバロックは声に出さずに呟つぶやく。

「どこまで持つか。急いでくれたまえよレイニーデイズ」



　同じタイミングで、桟敷さじき席せきのロキも何かに気がついた。

　京耶が見せた稲妻の如ごとき剣けん閃せんに満足し、過去に溺おぼれる女は惨めな（その惨めさすらも被虐的な快楽でしかない）喜びを覚え。

　ふと、疑問を声に出して呟いた。

「ねぇ、他ほかの瑠る璃り子こちゃんたち四人はどうしたのかしらぁ」

　壁に飾られた造花の如く控えていた使用人に問う形だが、返答など求めていない。

「兵隊を回して捜させなさい、何かしでかすようだったらぁ、拘束もねぇ」

　控えていた使用人は一礼し、脇わき階段を通り観客席を降りた。

　青白い使用人は闘技場を出て通路を進み、トの字型の別れ道を折れてロキのプライベートエリアへ向かう。

　他の使用人や巡回見張りの兵士にオーナーの指示を伝えようとしたのだろう。

　だが。

「始まった、みたい。私も、始めよう」

　斬、と。

　プライベートエリアに踏み入るなり、門番のように立ち塞ふさがっていた早はや香かの刀──名刀『浪なみ切きり』によって切り捨てられた。

　青いバニーガール姿の早香は、腰のベルトに差した鞘さやへ刀を戻す。

　深く切り込んだ胸元に指先を入れ、谷間に挟んだ紙片を取り出す。

　割り出した巡回ルート、見張りや兵隊の位置が記された必要な部分の地図。

　既に暗記しているので不要といえば不要だが、根が真面目まじめな早はや香かは最後の確認も兼ねて一いち瞥べつすると紙片を捨てた。

「私は、遊撃、プライベートエリアを混乱させる」

　自身の役割を口の中で呟き大理石の通路を歩き出す。

「ナニヲ、シテイル、キサマ」

　だが程なく、その歩みを止めた。

　彼女の前に全身を鱗うろこで覆われた半人半蜥蜴とかげの化け物が立ち塞ふさがった。片手に円形盾、片手に曲刀を持つリザードマン、体には剣で切り裂かれたような大きな傷跡がある。

「……丁度、良い、かな」

　剣士として、そして風紀委員として幾多の戦いを生き残った彼女の感覚がリザードマンの実力を瞬間的に感じ取る。

　なかなかの強敵だ。ここで、あれと戦いを始めれば自然に目立つ。

　周辺にいる兵士や使用人はこちらへと集まって来るだろう。

「かき回す」

　剣士として鍛えた脚の、見せ所だ。

　リザードマンも早香の実力を察したか、シュィィィィと鋭く長く呼気を吐き出し円形盾を前に突き出し、曲刀を奥に引いた独自の構えを取る。

　殆ほとんど同時に早香も包帯を巻いた左腕の手首で鞘さやを押さえ、右手を刀の柄つかにそっと乗せた居合いの構えを取る。

　早香は静かに息を吸い、唱えた。

「『斬心残鬼イン・ブレイド』」

　たんっ、声と同時に早香が大理石の通路を蹴ける音がした。



　時間は少し遡さかのぼる。バロックたちが便宜的に設定した時刻にならえば午前九時四十五分。バロックがロキの部屋に踏み込む十五分ほど前だ。

「こんばんは、それとも、こんにちはかしら見張りさん」

　プライベートエリアのとある『さして重要でない品物を放り込んだ』倉庫──『ニコラ・テスラの鉄金螺ら旋せん』がある倉庫の前で、瑠る璃り子こが拳けん銃じゆうの引き金を引いた。

　発射された銃の反動で、長い黒髪とその上のウサミミが揺れる。

　サイレンサーつきの大型拳銃から発射された拳銃弾が、倉庫の見張りに立っていた青白い兵士の頭をスイカ割りめいて吹き飛ばす。

　頭部を失った胴体が倒れ、手にしていた槍やりが大理石の廊下に落ちて音を立てる。

　黒いバニーガール姿の瑠璃子はそれらを一顧だにせず、倉庫の鍵かぎを拳銃で破壊しドアを蹴り開けた。

「いいわよ、いらっしゃい」

　振り向いて声をかけると、赤いバニーガールのレイニーデイズと白いバニーガールの彩あや乃のが身を隠していた曲がり角から現れて瑠璃子の傍そばまでやって来る。

「フハハハハ、よくやったぞ瑠璃子クン。望むならばこのレイニーデイズの助手になる権利を進呈しようではないか」

「お疲れ様です瑠る璃り子こセンパイ！」

「そんな権利いらないわ。私は行くから、後は計画通りでお願いするわね」

「フハハハ、任せるが良い。『ニコラ・テスラの鉄金螺ら旋せん』が手に入れば勝ったも同然、そちらも時間稼ぎは頼むのである」

「えっと、頑張ります！」

　瑠璃子は頷うなずくだけで返事をして、くるりと背を向け歩き出す。

　黒いバニーガールの白い背中で、硝煙の匂においがする長い黒髪が揺れていた。

　最後まで見送るような無駄なことはせず、レイニーデイズと彩あや乃のは倉庫の中に入る。

　学校の教室を四つ並べた程度の広さと高さだった。館やかたのサイズから比べれば、小さな倉庫と呼んで良いだろう。さして重要でない品物を収めているだけあり雑然とした様子で、よくわからない物やら金属製のガラクタ、空箱などが無造作に置かれていた。

　レイニーデイズは周囲を見回し、つかつかとヒールを鳴らし赤いツインドリルヘアを揺らして奥へと歩いて行く。

「あったぞ、彩乃クン」

　物珍しげに倉庫を眺めていた彩乃は、小走りに慌てる子猫のように金色の尻尾しつぽをなびかせてそちらへと向かった。

「『ニコラ・テスラの鉄金螺旋』だ」

　人間の身長ほどもある巨大なコイルが一組、レイニーデイズの前に存在していた。

　よく見ればコイルを構成する針金には無数の文字のようなものが刻まれ、薄ぼんやりと青い輝きを放っている。

　当たり前だが総金属製であり、生身の人間が持ち上げるのは殆ほとんど不可能だ。

「ありましたか！　よしっ、じゃあ、ここからが本番ですね」

「フハハハハハ、いよいよこの悪の天才科学者レイニーデイズが本領発揮するときが来たようであるな──来たれ、我が下僕たりし『七つの黒き槌セブン・ドウエルグ』！」

　勇ましいレイニーデイズの掛け声と共に、どこからともなくぴょこぴょこぴょこぴょこぴょこぴょこぴょこと海賊の下っ端めいた妖よう精せいが七匹湧わいて出た。

「わーい」「おしごとのじかん」「がんばりますです」「むちゃなすけじゅーる」「さーびすざんぎょう」「どんとこい」「ほんとうはくるな」

　割と名前負けのような気もするが、それは置いておこう。

「フハハハハ！　さあ行くぞ諸君、『ニコラ・テスラの鉄金螺旋』は手に入れた。一時間だ、我々は一時間で『空間歪曲装置テスラデイストーシヨンシステム』を作成し『死者の館エリユードニル』より脱出する」

「はーい」と、七匹の妖精は揃そろって返事をし、やはりどこからともなく妖精サイズの工具を取り出した。

「さして重要でない品物を収めた倉庫か、フハハハハ！　レイニーデイズには宝の山であるぞ。愚かな『悪神』よ、我が頭脳の力を見せてくれる！」

「おやびーん」「そういうのいらないから」「てつだって」「いちじかんとか」「むちゃぶり」「ほんきださないと」「きびしいぜー」

「……せやね。悪いけど、彩あや乃のさんも手伝ってな」

「はいっ。雑用は任せてください！」

　レイニーデイズ、彩乃、七匹の妖よう精せいたちが空間歪曲装置テスラデイストーシヨンシステムの作成を開始する。



　闘技場のバロックは、懸命な防戦を続けていた。

「キミとの付き合いは長いが、キミと殺し合ったのは初めてだったな」

　バロックは幼さの残る顔に不敵な笑みを浮かべて、頬ほおについた血を拭ぬぐう。

　京きよう耶やの返事はない、傷一つない黒服を着て、黄金剣ネームレスを構えて、デスマスクめいた表情で静かにバロックを見ている。

『裏切りのターキッシュデライト』──精神を封じられた守もり部べ京耶。

『人を殺してはいけない』──当たり前の倫理を捨て去った死神。

「悪い冗談のようだよ。鎖を引きちぎったキミが、これほどまでとは思わなかった」

　皮肉にも、バロックたちが救おうとしている人間こそが彼女を追い詰める。

　既に当初の目もく論ろ見みは崩れていた。

　鋭い呼気だけを発しながら、稲妻の如ごとき剣が振るわれる。

「──ッ」

「くうっ！　い、今のは危なかったな。少しは加減してくれても良いんだぞ」

「……」

「ふふっ、聞く耳持たずか。キミはいつもそうだ、もう少し私に優しくなってくれても良いだろうに。いつも私は二番目だ」

　バロックが自嘲した。

「まあ、冷たくされるのも嫌いじゃないがね」

　バロックは可能な限り長く、最低でも一時間程度はこの戦いを引き延ばす必要がある。

　レイニーデイズたちが『空間歪曲装置テスラデイストーシヨンシステム』を完成させるまでの時間稼ぎ、京耶と戦うことでロキをこの場にひきつけておくことが彼女の役割だ。

　決闘とは名ばかりの、ショーをするつもりだったのだ。

　ロキを退屈させない程度に、京きよう耶やを倒してしまわない程度に、加減して戦うつもりだった。それがこのざま、加減などしていてはこちらが危ない。

　切り札の一つである『銀の追憶リグレツト』も使わされた。

「さて、次をどうやってしのごうかな」

　しかしまだ諦あきらめてはいない。

　精神を封じられた京耶を見据えて、赤い刀を両手で握りなおす。

　左手の銃は既にない、維持する余裕がないので解除した。

　二刀流が持ち味にも拘かかわらず、刀を両手で握り防御に徹しているのだ。

　防御に徹してなお、バロックは満身創そう痍いだ。

　白い肌の至るところが血に染まっている、真紅のドレスもまた乾いた血のためにどす黒く濁ったような色合いになってしまっている。背中の翼は七度落とされた。

　呼吸は乱れ肩で息をしている、そのたびに銀色のツーテールと赤い翼が上下する。

　こんなことなら、天使の力を使っておくべきだったと彼女は後悔していた。

　絶対不可侵の純白──命あるものは、天使を傷つけることが出来ない。

　逆に言うなら、そんな力がなければ戦うべき相手ではなかった。

　京耶は息一つ乱していない、巌いわおの表情は崩れない、体には傷一つなく返り血の一滴も浴びてはいない。淡々と、死神の如ごとくに立ち塞ふさがるだけだ。

「────！」

　無拍子の踏み込み。

　初手で放たれた稲妻の如き突きは、空を裂く程に鋭さを増して放たれる。

「せぇいっっ！」

　未いまだに目が慣れず捉とらえきれない、大きく体を捻ひねり突きの線上から体を逃す。

「──」

　信じ難いことに、刃が途中で方向を変えた。バロックを追尾するように突きの動きのまま横の払いへと速度をまったく落とさずに軌跡が変化した。

　これは早はや香かが使う魔剣『漣さざなみ』を単純化した剣技だ。

「なっ──だが、これなら！」

　刀で斬ざん撃げきを受け止める。刀身に罅ひびが入る、小柄なバロックはよろめきたたらを踏む。

「しまっ、た」

　バランスを崩し、刀を杖つえに石のリングへ突き立てる、罅の入った刀身が折れる、転倒を防げない。リングの上に体が落ちていき、軽い音を立てて倒れた。

　体中の傷から流れた血が、リングを伝ってじわじわと広がって行く。

「く、うっ……」

　立とうと手に力を入れたが空むなしく指がリングの表面を擦こすった。

　また少し、体が重くなった気がする。消耗しているのだ。

「……」

　トドメを刺すには絶好のチャンスだっただろう。しかし京きよう耶やは動かない、数歩離れたところで剣を握り、バロックを見据えたまま動かない。

　伏せた顔の下で、バロックは舌打ちをする。

　敵は冷静だった。

　罠わなは見抜かれていた。

　リングの上をじわじわと広がっているバロックの血、本人の負傷による流血は実際のところ半分もない。半分以上は、故意に、血を流している。

『果てなる赤色アルケミスト・ウロボロス』

　賢者の石（またの名を赤い石）がもつ能力の一つ、『霊薬エリクシル』としての効果を拡大変形させた『血液操作』を本分とする『遺産レガシー』。

　背の翼、刀、今は使用していない銃、舞踏服、全すべて血液で作り上げたものだ。

　バロックの想像力が許す限り、彼女の血液はいかようにも形を変える。

　たとえば、京耶が一歩血の海に踏み込んだ瞬間、流れている血液を編み上げ無数の槍やりにして貫くことも、網にして捕らえることも自由自在だ。

　しかし、その罠は見抜かれた。

　なのに何な故ぜ、バロックの口元には小さく不敵な笑みが浮かぶのか。

「悪くはない、展開だ」

　罠は見抜かれたが、策は通じた。

　京耶は動かない、バロックが罠を放棄して動き出すかこのまま消耗するのを待つつもりなのだろう。

　根本的な相手の錯誤は、バロックの目的は京耶の打倒でも、ロキとの賭かけに勝つことでもなく、ただ時間稼ぎであるということだけ。

　気付かなければ、非常に有効な一手であり。

　そして、彼女の時間稼ぎが報われる。

　ギュイィィィィィィィィィ──

　不意に、モーターエンジン──強烈な回転の音が響き渡った。

　次の瞬間、ズシンズシンと足音も大きく、壁をぶち抜き巨大なそれが姿を見せた。

「フアハハハ！　悪の天才科学者レイニーデイズ、空間歪曲装置テスラデイストーシヨンシステムを組み込み超絶強化されたゴリアテ二号と共に参上であーる！」

　巨大な冷蔵庫に手足を生やしたようにしか思えない巨大ロボ、ゴリアテ。両手の先端が壁をぶち抜いたドリルになっているのが二号の証あかし。

『ニコラ・テスラの鉄金螺ら旋せん』が持ち出せないほどに巨大なら、その場でもう完成品──ゴリアテ二号を作ってしまえば良いという無茶な発想をレイニーデイズは現実にした。

　ゴリアテ二号の頭上では、赤いバニーガール姿のレイニーデイズが誇らしげにバインバインな胸を張り乗馬鞭むちを天に掲げている。

　多分、決めポーズのつもりだ。

「なぁによぅ、これぇ」

　さすがのロキも度肝を抜かれたか、驚いたような呆あきれたような顔で口を開け、ゴリアテ二号を見ている。

　ゴリアテ二号『だけ』に意識を集中してしまった。

　その隙すきを──彼女が逃がすはずがない。

「バロック、受け取りなさい！」

　突如、桟敷さじき席せきのロキの隣に瑠る璃り子この姿が現れる。

『朧おぼろ』の刻印能力で、じっと潜んでいた彼女が動いた。

　ロキの意識が完全に離れたテーブルの上、ターキッシュデライトの小箱を掴つかみバロックへ向けて放り投げる。

「あっあぁぁあああ！」

　ロキの悲鳴を背後に聞きながら、投とう擲てきの勢いのまま観客席を飛び降り闘技場に乱入したゴリアテ二号の方へと駆けて行く。

「瑠璃子センパイ！　ドリルは止めますから、腕から登ってきて下さい！」

　ゴリアテ二号の頭上には、レイニーデイズのほかに彩あや乃のと既に合流した早はや香かもいる。

　瑠璃子は頷うなずき、黒いバニーガール姿で長い黒髪をなびかせウサミミを揺らし一息に駆け抜けて行く。

「『幻象武装コネクト・天使血晶エンジエライズ』！」

　一方、ゴリアテ二号の乱入により時間稼ぎを終えたバロックは即座に自身の全力──天使としての力を発動させる。

　全すべての傷が癒いえる、真紅のドレスがより強きよう靭じんに再生される、白い背中に二対四枚赤と黒の翼が生える。

　瑠璃子が投げた小箱から、ターキッシュデライトを掴つかみ取り。

「京きよう耶やぁああああああああああああああああああ！」

　叫びながら、黄金剣ネームレスを構えた死神に跳びかかった。

　両腕を広げ、翼で空を打ち、抱きしめようと前に進む。

　斬──と。

　抱擁を拒絶するように、稲妻めいた剣が振るわれる。

　だが天使は絶対不可侵、その刃は天使を傷つけることが出来ず弾はじかれた。

「──！」

　斬、斬、斬、斬、斬──

　バロックが京きよう耶やを抱きしめる、その一瞬に繰り返された五度の斬ざん撃げきも全て無意味だ。

「さあ、おかえりなさいの時間だ」

　京耶を抱きしめて、少し背伸びをして、バロックは唇を寄せた。

　キスと共に、小さな唇に挟んだターキッシュデライトを食べさせる。

『裏切りのターキッシュデライト』が同じターキッシュデライトにより力を失う。

　裏切りは、裏切りによって上書きされる。

「あっ、ぐ……あ、バ、バロック？」

　弱々しい京耶の声がした、弱々しい声がバロックの名前を呼んだ。

　何て単純な女だろうか、バロックはそれだけで幸せな気持ちになる。

「そうだよ、バロックさんだ──キミのお嫁さんさ」

　二対四枚赤と黒の翼が空を打ち、宙を舞う。

　足元から、ロキの悲鳴がする。

　観客席を飛び降りて、リングへと駆け寄って来る。

　お気に入りの人形を取り上げられた子どもそのままに、紫の髪を乱して、瞳ひとみに涙を浮かべてロキが吼ほえる。



「返しなさいよぅ！　それは、それはわたしのものよぅ！」



　翼を羽ばたかせゴリアテ二号へ向かうバロックが。

　ゴリアテ二号の腕を駆け上る瑠る璃り子こが。

　ゴリアテ二号の頭上にいる早はや香かが。

　異口同音にロキへ答えた。



「違うね──京耶は私のものだ」



　怒りと屈辱が、少女のようなロキの顔を塗り潰つぶす。

『悪神』ロキの顔から、表情が消えた。

　過去の虜囚が、怒りに吼える。










第十話　《世界を喰らいし毒の蛇ヨルムンガルド》



「フハハハハハ！　回れドリル！　唸うなれ鉄金螺ら旋せん！」

　ゴリアテ二号──冷蔵庫に手足が生えたような間抜けなロボット。その両腕のドリルはレイニーデイズが乗馬鞭むちを振るう度に回転速度を増して行く。

　空間歪曲装置テスラデイストーシヨンシステム──二つのドリルに仕込んだ一対の『ニコラ・テスラの鉄金螺旋』。

　二つのドリルは回転に合わせて青い燐りん光こうを撒まき散らし共鳴する。

　ドリルとドリルの間に電流が流れプラズマ現象を引き起こし、ドリルが放つ青い輝きがその激しさを増して行く。

「必殺！　『空間歪曲撃テスラ・デイストーシヨン・アタツク』であーる！」

　青く輝くドリルが、眼前にある闘技場の壁に触れた。

　瞬間、ドリルを起点に十メートルほどの壁が消滅した。

「フハハハハハハハハ！　出力約十パーセントでこれならば上出来であるな！」

　青く輝くドリルは空間に穴を空け、周辺の壁を飲み込んだのだ。

　ありとあらゆる防御を無効化し、竜ですら一撃で屠ほふれるであろう恐るべき兵器。

　自称・悪の天才科学者レイニーデイズはあるいは本当に天才であるのかもしれない。

「って、笑ってる暇があったらさっさと逃げたまえよ！」

「わかっているのであーる！」

　空間歪曲装置テスラデイストーシヨンシステム搭載のドリルで『死者の館エリユードニル』の壁という壁をぶち壊し、ロキの妨害が入るよりも早く、洗脳を解かれた京きよう耶やを含むバロック一行は脱出した。

　そのままズシンズシンとゴリアテ二号の全速力で離脱し、ニヴルヘイムを越え、空間の歪ゆがみを乗り越えながら幻象都市への帰路を急ぐ。

「にきゃああああああ、絶好調は良いから安全運転してくださいよー！」

「フハハハハハ！　フハハハハ！」

「やだああああ、この人全然安全運転する気ない感じですぅううう！」

　ズシンズシンと走るゴリアテ二号の頭の上は、最悪の乗り心地であった。

　申し訳程度に柵さくが設置されているだけで、振動吸収システムやらの気の利いたものは何一つないため、歩くたび頭部が上下左右に揺れて揺れてしょうがない。

　白バニーガールな彩あや乃のは悲鳴を上げながら、柵さくにしがみついている。

　どうしてこの状況でレイニーデイズが仁王立ち出来るのか謎なぞである。

「車酔い、もとい、ロボ酔いは諦あきらめるのである！　さすがのレイニーデイズとその下僕といえど一時間でこれだけのものを組み上げるには細かい部分を犠牲にするしかなかったのである！　自爆装置もつけられなかったのであるぞ！」

　と、高笑いをあげながらレイニーデイズは言う。

「そもそも、自爆装置なんてつけてどうする」

「わかっておらぬな、守もり部べ京きよう耶やよ！　自爆装置は悪の浪ろ漫まんである！」

　わざわざ振り返り、芝居がかった仕草で肩をすくめた。

　ゴリアテ二号が歩いているだけで、彼女の赤いツインドリルヘアと赤いバニースーツから零こぼれ落ちんばかりの胸がバインバインと体ごと上下に揺れていた。

「そうか、浪漫か」

　思わず、レイニーデイズの揺れる胸部に目線が集中したのも仕方なかろう。

　だが、彼女たちは許してくれなかった。

「やれやれ、キミのむっつりはどんな痛い目に遭っても治りそうにないな」

　膝ひざの上にちょこんと座る赤いドレス姿のバロックが、ドレスと同じ赤い瞳ひとみでじろりと上目遣いに睨にらんで来る。

「まったくね、薬を盛られて人質にされるなんて囚とらわれのお姫様じゃあるまいし」

　右隣から京耶の肩に手を置きもたれかかる黒いバニーガールこと瑠る璃り子こは赤い唇を皮肉っぽく吊つり上げ、風になびく長い黒髪をかき上げる。

「京耶、そういうのは、駄目。よくない……ど、どうしても我慢できなかったら、私に言ってくれても構わないから」

　左隣から遠慮がちに体を寄せてくるのは青バニーガールの早はや香かである。元々バニーガール姿を恥ずかしがっていた彼女だが、京耶に見られるのは更に恥ずかしいらしく、片側だけの三つ編みに隠れた俯きがちの顔は真っ赤で、もじもじと体を揺らしている。

　恥ずかしがる割には発言の内容が大胆であることには気づかないふりをした。

「……すまん」

　眉み間けんに皺しわを寄せて、真面目まじめぶった声で京耶は言う。

　しかしまあ、女性三人に囲まれておいて真面目ぶるのも無意味であろう。

　そもそもこの状況は、まともに立てない京耶が激しく上下するゴリアテ二号の頭部から落下しないために支えているという側面が強い。

　ターキッシュデライトにより意識を封じられていた間の記憶は殆ほとんどないのだが、何か余程の重労働でもさせられたのか全身にずっしりと気だるい疲労が絡み付いていた。

「やれやれ、京耶先輩はどうしょうもねーですね」

　へっ、と小こ馬ば鹿かにした声で彩あや乃のが笑った。

　瑠璃子が京耶に寄り添っているのが気に食わないのだろう、露骨に機嫌が悪そうに唇をひん曲げ、猫めいた目を吊り上げている。

　ふと、気がついたように瑠璃子が問うた。

「そういえば彩あや乃の。貴方あなた、いつのまにか京きよう耶やの呼び方が変わってるわね。クソ野郎先輩とか、死にやがれ先輩とか言ってたのに」

「うえっ！」

「言われてみればそうだね」

「……何か、あった？」

「ななななな、何もないですよ、わたしは瑠る璃り子こセンパイ一筋ですから！」

　露骨に慌てた様子で顔の前で手を振る彩乃、バロックたちはますます怪しいとそんな彼女をじっと見詰める。

「そ、そうだレイニーデイズさん、速度はちょっとぐらい落としても良いんじゃないですかね、『死者の館エリユードニル』からも随分離れましたし」

　下手な話題の逸そらし方である。

　しかし確かに、既に空間の歪ゆがみを四つ渡り現在いるのは見晴らしのよい草原地形だ。前方にも後方にも地平線が広がるばかりで何もありはしない。

　どうやら無事逃げ切れたようでもあるし、妖よう精せいナビによればもう二つ程度地形を越えれば幻象都市に帰還できるらしい。

「フハハハ、それもそうであるな。急ピッチで作製したゴリアテ二号に無理をさせるのは禁物であるし、折角の空間歪曲装置テスラデイストーシヨンシステムが壊れては困るのである」

　彼女の『遺産レガシー』である『七つの黒き槌セブン・ドウエルグ』は物作りに凄すさまじい性能を誇るランク四レガシーであるが、一時間で巨大ロボなんぞ組み立てるには流石さすがに色々な部分で手を抜かざるを得なかった。

「実はこれ、リミッターもないのである。調子に乗って空間歪曲装置テスラデイストーシヨンシステムを使い続けたり全力疾走を続けていたらボカーンとしていたかもしれぬな」

「とんでもないことを言ってないかい、あのマッドサイエンティスト」

「薄々勘付いていたけれど、私たちって動く爆弾の上にいたのね」

「ん、無事でよかった」

　安全装置なしと聞き、バロックたちもドン引きである。

　レイニーデイズは素直にゴリアテ二号の速度を緩めようとするが。

「待て、レイニーデイズ。このままだ」

　鋭く、眉み間けんに皺しわを寄せた京耶が制止した。

「何な故ぜであるか？」

「後ろを見ろ」

　京耶に言われ、彼女たちは見た。

　初めは、白い山脈のように見えた。

　広がる草原地形の地平線を埋める、白い山脈。

　だが、つい先程まで山脈などなかった、ただ地平線が広がっているだけだった。

　それが生物であることに気付いたのは、数秒後のことである。

『ＺＩＩＩＩＩＧＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ！』

　山脈が吼ほえた、否、山脈に見えたのは一匹の巨大すぎる蛇だった。

　爛らん々らんと鬼灯ほおずきのように輝く瞳ひとみ、ゴリアテ二号など一のみにするだろう巨大な口、恐るべき速度で這はいずりながら突き進んで来る。

　更には体表から毒でも撒まき散らしているのか、蛇の周辺に生えていた緑の草はどす黒く枯れ腐り、発した臭気ガスが空の色を濁らせている。

「ななななななななな、なんですかあれ！」

　彩あや乃のの悲鳴に答えたわけでもなかろうが、レイニーデイズが叫んだ。

「んなアホな！　あれまさか、ヨルムンガルドやないの！」

　ヨルムンガルド──北欧神話に登場する化け物で、その体は世界をぐるりと一周してしまえるほど長く、非常に強力な毒を持っている。

　そして、『悪神』ロキの子である。

『返してもらうわよぅ。わたしのお人形さんをぅ！』

「この声はロキか！」

　京きよう耶やが反射的に叫び、咳せき込んだ。極度に疲弊した体にはその程度の行動ですら辛つらく、まともな戦闘や逃走などは不可能なほどに疲弊している。

　周囲の女たちは京耶の体を支えながら、口々に言う。

「変身魔術でヨルムンガルドを模したか、此こ処こまで追って来るとはしつこい女だ」

「あのサイズ、まともに相手をするのは論外ね。どうしたものかしら」

「天の岩屋戸を壊した、二人のあれなら……」

「無理だな。津波の速度でやって来る山脈を吹き飛ばすには純粋に火力が足りない」

「じゃあ、このロボットのドリルでばーんと！」

「フハハハ！　それも同じ理由で不可能であるな」

　結局のところ質量差が大きすぎた、鯨を相手に針で立ち向かうようなものだ。

「じゃあどうにもならないってことじゃないですか！」

「フハハハ！　何を言うのだ彩乃クン、勝てないのならば戦わなければ良いのだ！　ゴリアテ二号には少々無理をさせるが、このまま逃げ切れば良いのである！」

「駄目だ、それは最悪だ」

　荒い息を整えながら、京耶が首を振る。

「何な故ぜであるか！」

「このまま逃げてみろ、あれが幻象都市までやって来る。そうなれば諸もろ共とも全滅だ」

　京耶以外の全員が息を呑のんだ、京耶の意見は間違いなく正しい。

　だが勝つことも逃げることも難しいとなれば、他ほかに手段が──

「俺を置いていけ。それが一番良い」

「京きよう耶や！」

「理由は知らんが俺に執着しているなら殺されることもないだろう、全滅よりマシだ」

「キミは馬ば鹿かだ」

「知っている」

　苦々しい顔をする女たちと、ひどく落ち着いた顔をした男。

　体がまともに動かない分、頭が冴さえているのか、投げ遣やりと紙一重の冷静さだ。

「待ちいな……手、あるで」

　欠点があると承知で提案をする人間に特有の、苦々しい表情で彼女は言う。

「ゴリアテ二号にはリミッターがない。それを逆手に取って、空間歪曲装置テスラデイストーシヨンシステムを暴走させたる。どれぐらいまで範囲が広がるかわからんのは賭かけやけど、頭の辺りを消し飛ばしてやったらあのデカブツでも死ぬやろ」

「良いのか？　折角のゴリアテ二号が潰つぶれるぞ」

「全滅よりマシやろ。何の躊躇ためらいもなく自分を置いてけとか言い出す阿あ呆ほよりもマシや」

「そうか」

「あんたはそういうカッコつけたの似合ってないんよ、女の子に囲まれて乳やら尻しりやら見とう情けない姿の方が似合ってる」

「……酷ひどい言われようだな」

　京耶が思わず苦笑し、痛みに顔を歪ゆがめる。

　レイニーデイズは赤いドリルヘアを揺らして首を振り、キャラクターを切り替える。

「フハハハハ、このレイニーデイズは簡単に絶望などしないのである！　たとえゴリアテ二号が破壊されようと、三号、四号と作ればよいだけである！」

「ククッ、これが本当の意味で前向きと言うのだろうね」

「科学者らしい矜きよう持じ、かしらね」

「とても賛同できる」

「こーいうのが、カッコ良いって言うんですよ京耶先輩」

　バロックたちもレイニーデイズに感心したような、有体に言って色物であった彼女を見直したような視線を向けていた。

「参ったね、どうも」

　体が痛まないように、京耶は少しだけ肩をすくめた。

「だがレイニーデイズよ、それでもまだ一つ問題がある。あのヨルムンガルド、いや、ロキと呼ぶべきか。ロキを空間歪曲装置テスラデイストーシヨンシステムの暴走に巻き込むには餌えさが必要だ」

「囮おとりの役目は、俺がやるしかないだろう」

「私がやる。まともに動けない京きよう耶やより、マシ。間合いの見切りも、剣で、慣れてる」

「気持ちはありがたいが、あのサイズ相手に見切りも何もあるか。それにロキの狙ねらいは俺なんだ、肝心の俺がいなくちゃ餌えさにならない」

「正論ね、結局貴方あなたが助かる可能性はないだけで」

　皮肉の響きを隠しもせずに瑠る璃り子こが言った。

「ならば、私も一緒に残ろう。この面子めんつの中ならば翼のある私が最も機動力に優れている。京耶を餌に、ギリギリまで蛇を引き付けて離脱する──どうだい、みんな」

　誰だれもこれ以上に有効な作戦を思いつかず、バロックの提案に異論は出なかった。



　ギ──ギュイィィィィィィィィィ──

「ふむ、考えてみるとこうしてキミと二人きりなのは久しぶりだな」

「そうか……いや、そうだな」

　二つのドリルが限界を超えて回転する音を聞きながら、ゴリアテ二号の頭部に京耶とバロックが座り込んでいた。

　いつもは京耶がバロックを膝ひざの上に乗せるが、今はバロックが京耶を背中から抱きしめるようにして包み込んでいる。

　京耶の手にはゴリアテ二号の操そう縦じゆう桿かんである乗馬鞭むちが握られ。

　真紅のドレスを纏まとう彼女の背には二対四枚、赤黒の翼が生えている。

　空間歪曲装置テスラデイストーシヨンシステムを起動させ、京耶とバロック以外の者は既に避難した。

　手足が生えた巨大な冷蔵庫めいてゴリアテ二号は既に動かず、ただ、両手につけたドリルだけが激しい駆動音を響かせ回転している。

　二つのドリルは青い燐りん光こうを火花のように撒まき散らしながら共鳴し、ドリルとドリルの間に電流が流れプラズマ現象が引き起こされている。

　ロキの変身したヨルムンガルドは刻一刻と迫り、既にその地響きを体で感じる。

　ゴリアテ二号が、ヨルムンガルドに踏み潰つぶされるのは時間の問題だ。

「バロック、こんな時になんだが一つ言わせてくれ」

「なんだい？　愛の告白なら何時でも大歓迎だよ。特に、これから失敗したら即死のお仕事が待っている場面ではね」

「俺は、おまえのことが好きだ」

「うなっ！　な、な、なんだい、本当に突然！」

「けどな、それは単に、一番最初に出会っていたのがおまえだからだ。先に会ったのが瑠璃子なら瑠璃子を、早はや香かなら早香を多分、好きになっていた──その程度の話だ」

「京耶？」

　戸惑うようなバロックの呟つぶやき、懺ざん悔げのような京耶の声。

「俺は実際、詰まらん、ちっぽけな男だ。どうしておまえらに好かれているのかもわからん。向けられる好意を信じられず逃げるくせに、嫌われるのを恐れて迎合する。因果と記憶を喪ったせいだろうな、いつも足元がふらふらして、それを嘘うそと見み栄えと聞こえないふりだけで誤魔化してやり過ごしている、それでも、だ」

　喋しやべるごとに体が痛むのか、金色の右目を大きく歪ゆがめて彼は息を吐く。

「おまえに会えて良かった。おまえが傍そばにいてくれて救われた」

「馬ば鹿か者ものめ……それじゃあまるで遺言じゃないか」

「遺言だよ。折角だから全部ぶちまけておこうと思ってな……ありがとう、バロック」

「そうかい」

「そうだ」

「なあ京きよう耶や」

「なんだ」

「愛してる」

　その言葉を否定するように。

『わたしの稲妻を返せええええええええええええ！』

　ヨルムンガルド＝ロキが、ゴリアテ二号の眼前で吼ほえた。

　鬼灯ほおずきに似た蛇の目は妄執を宿し、バロックに抱かれた京耶を見据え突っ込んで来る。















　ゴリアテ二号の頭上で、京きよう耶やはレイニーデイズに預けられた乗馬鞭むちを折る。

　制御装置が破壊され、二つのドリルは限界を無視して回転速度を跳ね上げる。

　ギ──ギギギギギィギギギギギギギギギイィィィィィィィィィ──！

　共鳴するドリルは青く輝き、青い燐りん光こうがバチバチと花火のように爆はぜる。

　ドリルの内側で金属の悲鳴が聞こえる、引き起こされたプラズマ現象を止めるリミッターは最初からない。

　ドリルの回転と共に、宿った青い輝きは際限なく膨張する。

　ボシュッ──！

　ゴリアテ二号の側面と右ドリルの根元が煙を噴いた。

　ヨルムンガルド＝ロキはその巨大な顎あごを開き、巨大な津波のようにゴリアテ二号の頭上から呑のみ込もうとする。

　瞬間、バロックの背中で二対四枚赤黒の翼が宙を舞った。

　瞬間、空間歪曲装置テスラデイストーシヨンシステムが暴走を開始した。

　青い輝きが、ゴリアテ二号とヨルムンガルド＝ロキの頭部を飲み込む。

　要するに闘牛の要領、京耶を抱えたバロックは遥はるか上空へと飛び去っていた。

「哀れな女だ──」

　ゴリアテ二号を起点に膨れ上がる青い輝きを見ながら、バロックが呟つぶやいた。

　ヨルムンガルド＝ロキの頭部は完全に青い輝き──空間の穴に飲み込まれた、あと数秒でゴリアテ二号自体が壊れ空間歪わい曲きよくが収まれば別の空間なりに頭部だけ放り出される。

「哀れなのはぁ、あなたも同じよぅ」

　カタパルトのように、青い輝きに飲み込まれ行く大蛇の頭部から、手と顔が伸びた。

「──！」

「なにっ！」

　京耶が息を呑む、バロックが声を上げる。だがもう遅い、変身魔術を極めて『悪神』は大蛇の頭部の更に一部を手と顔に変えて天へ伸ばしバロックの足を掴つかんだ。

「あらぁ可愛かわいい下着ねぇ、それで、わたしの『稲妻』を誘惑したのぅ？」

「くうっ」

　冗談とも本気ともつかぬロキの挑発、凄すさまじい力が引ひき摺ずり下ろそうとする。バロックの脳裏で幾つもの思考が流れる──京耶を両腕に抱えている以上武器は使えない翼は空を飛ぶために必要京耶は動けない『銀の追憶リグレツト』は既に使った事象を遡さかのぼっての回避も出来ない。

「すまないね京耶！　他ほかに方法が思いつかなかった！」

「な、なにぃ！」

　バロックが羽ばたきを止める、二対四枚の翼で京耶を思い切り放り投げた。

　京耶は投げ飛ばされた小石だ、びゅんびゅんと風を切りどんどん遠くへ。

「バロッッッッッッック！」

　手を伸ばしても届くはずもなく、既に銀髪紅眼の天使は掌ほどに小さく見える。

　青い輝きは臨海に達し、バロックはロキと共に空間歪わい曲きよくに呑のみ込まれた。

　後に残ったのは、大地を抉えぐった巨大なクレーターだけだった。

　投げ飛ばされた京きよう耶やの体を、誰だれかが受け止めた。

「逝いったか、我が妹にして姉なる存在よ」

「おまえ……彩あや乃の？」

　二対四枚純白の翼を背に生やした、金色の髪をした天使がいた。

「セフィロト」

　天使は名乗った。










第十一話　虚無に沈む



　バロックとロキが落ちて行く──空間歪曲装置テスラデイストーシヨンシステムが開けた『穴』の中を。

　幻象都市の存在する高次元世界から、現実世界を貫通し、原初の『泥』で満ちた低次元世界まで二人を叩たたき落とした。

『泥』は意思を持つかのように彼女たちに絡み付き、混こん沌とんの海の底へと引き摺ずり込む。

　如い何かに絶対不可侵の天使とは言え、『泥』の海に飲み込まれれば逃れられない。

　死にはしないが、それだけ、無限量の『泥』の海で永遠に溺おぼれ続けるしかない。

「離せ！　邪魔をするなロキ！」

「あなたはわたしと同じ過去の虜囚よぅ。欲しいものはぁ手に入らなかった、一番傍そばにいたのにぃ、一番にはなれなかったぁ、わたしが『稲妻』の一番になれなかったようにぃ」

　二対四枚赤黒の翼で空を飛ぼうとするバロックに絡み付きながら、ロキは嗤わらう。

「だからぁ、わたしはターキッシュデライトを使った。あなたはぁどうかしら」

「……認めようじゃないか、確かに私たちの立ち位置は似ていたさ」

　バロックはロキの顔を見下ろし、銀の髪を揺らして首を振る。

「だが、私はキミとは違う！　まだ諦あきらめていない！　今だ、今というチャンスを掴つかんだ。私ではなく別の女を愛し続けていたあの人は、今、誰だれも愛していない！」

　赤い瞳ひとみの中で、炎が燃える。

「邪魔をするな、負け犬！」

　轟ごう──と、バロックは二対四枚の翼に『力』を込めた。

　無限に広がる混こん沌とんの海の果てに届きそうなほどに大きく、翼を『拡大』した。

　絡み付くロキを、絡み付く泥の大半を焼き切り、空を目指す。

「アハハハハハハハハハ、いつまで、諦めずにいられるかぁ、楽しみねぇ」

　落ちながら嗤わらうロキの声を無視し、海より立ち昇る『泥』の腕より速く飛ぶ。

　未いまだ体に残った『泥』が彼女の体を食い潰つぶす。

　だがそれに頓とん着ちやくする余裕はない、空に、真っ黒な空に『穴』がある。

　青く輝く、日につ蝕しよくの太陽に似た穴、空間歪曲装置テスラデイストーシヨンシステムが開けた此こ処こから向こうへの通り道。

　徐々に塞ふさがりつつある道を目指してバロックは飛ぶ。

　上へ、上へ、上へ──青い輝きに手を伸ばし、無限に近い巨大な翼で空を飛ぶ。

　………………

　…………

　……

　見知らぬ部屋だった。リノリウム張りの暗い部屋、微かすかな薬品、消毒液の匂におい。

　誰かの病室で、バロックは倒れている。

「くぅ、ああ……何とか、脱出は、出来たが、ここ、は、どこだ」

　既に空間歪曲装置テスラデイストーシヨンシステムは力を失い、穴は完全に閉じてしまった。

「むぅ、ぐぅうう」

　呻うめきながら彼女は立ち上がろうとする、だが、体の大半は『泥』に蝕むしばまれ『泥』に形を変えようとしていた。混沌の海からの脱出を優先した代償、彼女の体に張り付いた『泥』の侵食は既に取り返しのつかないレベルまで進んでいた。

　病室が暗いのは幸いだ。溶けかけた泥人形のようなおぞましい姿を見ずにすむ。

　背中に残った赤黒の翼はいかにも小さく、弱々しく、だがバロックは不敵に笑う。

「丁度良かったぞ『泥』、私は、おまえらを喰くって、自分の命に代えよう」

『命』の綱引き。バロックと『泥』、どちらがその体を手に入れるか。

　バロックが『泥』に成り果てるか、『泥』が喰われて肉体を再生する糧にされるか。

　背の翼を広げ、未だ無事な右手を伸ばし、『泥』を喰おうと──ぴしり。

「……こんな時に、『死』の時間が、来るとは、ね」

　彼女の白い右手に皹ひびが入り、塩のように砕けた。

　混沌の海を脱出するために翼を広げすぎたのか、天使の『死』が彼女の傍そばに這はい寄りつつあった。そう、天使にも死は存在する。

　かつて無数に存在した天使も、人を救うために力を使い果たして大半が『死』んだ。

　現代に至るまで生き延びた彼女の方が異端なのだ。

『死』は右手の先から、腕へと進む。

『泥』に侵食されながら、『死』にもまたバロックは侵される。駄目だ、抗あらがうには──

「命が足りない、くうっ、このままで、は、私が、喰われる」

　不屈の闘志、既に、彼女の足は足としての用を為なさない、それでも立ち上がった。

　そして、目が合った。

「それなら、わたしの『命』を使いますか」

　当然の事だ、病室には病人がいる。

　バロックからほんの半歩先にあるベッドに一人の少女がいた。

　黒髪のひどく痩やせた少女──バロックは彼女の名前を知っている、顔も知っている。

　直接の面識はない、だが、京耶の持つ写真で見た。

　守もり部べ今日きよう子こ──サイドテーブルの上に日付も表示するタイプの時計がある、蛍光色で輝き示される時刻は午前零時を回った頃ころ、日付は『八月九日』。

「今日は、死ぬには良い日です」

　因果と記憶を喪うしなう前の守部京きよう耶やが決定的に壊れた、自らの妹によって壊された日が彼女の誕生日でもある『八月八日』。

　今日子が自らの死をもって、自らの愛を永遠にしようとした日が『八月八日』。

　ボタンが引き千切られたパジャマから覗のぞく、肋ろつ骨こつが浮くほどに薄い体。

　折れそうなほど細い首には、黒々と、締め付けられた痕あとが残っている。

　枯れ枝の指が、婚約指輪を撫なでるように愛いとしげに首筋の黒い痕を撫でる。

「愛してもらえないのは知っていたんです」

　彼女は、悲しくなるほどに透明な笑顔を浮かべて言った。

「だから、殺して欲しかったのに。意気地なしの兄さんはわたしを殺し損ねた」

　その透明さは、狂気の領域に落ちた人間だけが宿せるものだ。

「だから、今日は死ぬには良い日です」

　殺し損ねた『あの人』は思うだろう、自身が妹を殺したと思うだろう。

　それは『あの人』の弱い心に、決して消えない傷として残るだろう。

　誰だれを愛しても、どれほど幸福になっても、『あの人』を苦しめる。

　守部今日子。十二歳で死んだ少女、何も残さず何も為さず無意味に死んだと実の兄に思われていた少女はその実、強かに、自らの命の使い道を決めていたのだ。

「どうぞ、わたしの『命』を使ってください。わたしにはもう必要のないものですから」

　透明な笑顔、穏やかな声、幸せそうに首に残る絞め痕を撫でる指。

『泥』に蝕むしばまれたおぞましいバロックの姿を見てすらも、彼女の心は鏡の如ごとくに澄み渡っているのだろう。

　何一つ『歪ゆがんで』などいない、それ故に際限なく『歪んで』いる。

「……」

　バロックは、自分がこの場にいる皮肉を思った。

　文字通り、なんの『因果』があったのだろうか。

　バロックは絶対に出会うはずのない死者に──京耶の妹に出会った。

　彼女の『命』を使えば、この『死』につつある体を維持することは出来るだろう。

『泥』を喰くい、『今日きよう子こ』と混ざり、果たして『バロック』を保てるかはわからない。

　だが一つ確信していることがある。

「もし、だよ。もしもキミが完かん璧ぺきに健康な体になったとしたらどうする？」

「愛します」

「それだけかい」

「愛されたいです」

「それだけかい」

「他ほかには何もいりません」

　今日子とバロックの願いは、同じものだ。

「わかった、キミの『命』を貰もらおう」

　同じになろう──よろり、とバロックは今日子のベッドに登る。

　白く幼く美しかった体の大半は『泥』に侵食され溶け、天使の『死』に襲われた部分は塩のように崩れて行く。

　輝く程に美しかった銀の髪は朽ち行き、赤い瞳ひとみは意思の輝きを宿したまま濁って行く。

「私も、愛して欲しかった」

　二対四枚、赤と黒、罪と罰の証あかし。

　天使の翼が繭のように、母親の手のように、彼女たちを包み込む。

　繭の中で、バロックを受け止めるように今日子が抱きしめ。

　バロックと、今日子の『命』と、『泥』が混ざり合い、一つになって行く。

　やがて繭が解け、現れたのは抜け殻のような今日子の屍かばねと。

　人でなく、天使でなく、『泥』ですらない──一人の少女。



　幻象都市に聳そびえ立つ黒塔──最上階《深淵の樹クリフオト》の間。

「わたしは、『わたし』で『私』だったんですね」

　塩のように崩れた白い右手を見詰めて、彼女は言った。

　彼女は『因果律の死神』──人でなく、天使でなく、『泥』ですらない何か。















　人を救うという使命だけを抱いて出現した何か。

　赤いのは唇だけ、白いのは肌だけ、金色は右目だけ。

　漆黒の髪は地面を擦るほど長く、小柄な体に不釣合いに大きな胸を包むブレザーも、スカートも、ストッキングも、靴も何もかもが闇やみの色をしている。

　闇色の少女は、かつて銀色の天使がしたように、不敵な笑みを唇に浮かべた。

「思い出したよ京きよう耶や」

　闇色の少女は、かつて銀色の天使がしたように、彼の名前を呼んだ。

「私はキミを愛した」

「わたしは兄さんに愛されたかった」

　一つの唇から、声も口調も違う二つの言葉が同時に紡がれる。

　人の『命』を喰くい、混こん沌とんの『泥』を喰い、『死』を跳ね除のけた天使。

　二対四枚、赤と黒の翼が背に宿る。

　塩になって砕けた白い手が再生される。

「わたしキヨウコは、『わたし今日子』で、『私バロツク』だった」










『あとがき・巫女が人気だったので全く脈絡なく本編で着せてみた。そしたらイラストまでついてきた。こういうのが幸せというのだろう』



　やっぱね、着せたいと思う衣装を着せるためだけのシーンを作ったり特に必然性はないけど脱がせてみたり入浴シーンにしてみたり、そういうのって大事だと思うんですよ！

　担当さんにはサービスシーンばっかりやってないで話を前に進めてくださいって怒られたりもするけど、それでも俺は何一つ信念を曲げる気は──

担当「サービスシーンはやれば良いってもんじゃないんですよ！　登場人物を苦しめて苦しめて苦しめて苦しめて！　そんな話の中にあるから燃えるんじゃないですか！」

　一理ある！

　ところで、ギャグ主体の話で山盛りサービスシーン盛り込んでたりする場合は？

担当「そういうジャンルだから良し。頭から尻尾まで餡子たっぷりたい焼きの如く」

　一理ある。

　と、いうことで葉は村むら哲てつです。バロックナイト三巻をお送りしました。おおむね、巫女とバニーガールと妹の話だと考えてもらえれば問題ありません。というか、それ以外の部分に触れるとネタバレっぽくなるので触れません。

　話は変わりますがバロックナイトのコミック化とドラマＣＤ化が決定しました。さらに私の別シリーズである『おれと一乃のゲーム同好会活動日誌』の方も三枚目のドラマＣＤが出ます。

　やったぜベイベー、今夜はご馳走だ！

　両シリーズ共に、応援ありがとうございます。

　向こうで担当さんが『その分、締め切りが厳しくなりますよー。締め切りは延ばしませんよー。クケケケケケケケケ』と笑っておりますがそこはそれ、ドラマＣＤにあわせて新刊を提供できるように頑張るよ、頑張れば良いんだろ！



　注意・当あとがきに登場する担当さんはフィクションです。じっさいのたんとうさんはとてもやさしくていいひとですごかいしないでね。



　ここで恒例のアンケート、今回は見てみたいシチュエーション募集でした。

『妹になったバロックさんたちが見たい（同意見多数）』

　貴様らそんなに妹が好きか、ということで本編に妹を出してみた。やったね、お兄ちゃんが大好きなカワイイ妹だよ──嘘は吐いていない。本編を確認されても問題ない。

『メイド（同意見多数）』

　貴様らそんなにメイドが好きか！　好きに決まってるよな！　でも出さなかった。迷ったけどバニーガールにした。バニーガールも人気だったから！

　合体させてメイドバニーとか出せば良いじゃんとも思いはしたんだが……

　そもそもメイドさんには頭のホワイトブリムが欠かせないわけで、バニーガールにはウサミミが欠かせないわけだ。で、バニーガールといえば網タイツ、これは外せない。そしてメイドさんにはストッキング、白も良いけど黒も好き、これは譲れない。あとバニーさんの背中は大きく開いてるタイプが好き、逆にメイドさんはかっちり着込んでるのが好き──悲しいことだが、メイドさんというテーゼとバニーガールというアンチテーゼがアウヘーベンすることはなく、我が前にジンテーゼは現れない。

　わかってくれるかね、この苦悩を！

　失礼、取り乱しました。気を取り直して次は少数意見を取り上げてみます。

『ケモミミとか尻尾とか生温い、ヒロインたちを本物のケモノにしてくれ！　（一名）』

　うむっ、勢いと熱意だけは伝わってきたし善処しよう！

『ＳＭ（一名）』

　やれやれ困ったものだ。良いかねキミ、バロックナイトは中学生が読んでも問題のない健全な作品なのだよ。そのような爛れた描写をするとでも思うのかね？

　私の両目から流れる血の涙は見なかったことにしろ。

二〇一三年夏『もう謝辞とか入れるスペースがない』葉村哲


















　著者

　葉村哲（はむら・てつ）
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